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第第第１１１章章章   はははじじじめめめののの設設設定定定   

１１--１１新新パパッッケケーージジ VVooll..114455（（22000033//0077//1166））  
 

インストール手順についてご説明します。 

インストール作業は、指示に従って慎重に行なってください。 

お客様ご自身でインストールをされる場合は、販売店にご連絡頂けますようお願い致します。 

インストールでエラーが出る場合がありますので、ご注意ください。 

 

１１--２２設設定定項項目目  
１-２-１サーバー＆スタンドアロンのインストール 

 

インストールの流れを確認します。 

1. インストールがされていなければ、Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime インストール実

行→パソコン再起動 

2. MSDE(Microsoft SQL Server Desktop Engine)をインストール 

3. システム DSN の作成（ODBC 接続を設定する） 

4. データベースの作成・HASP ドライバのインストール→パソコン再起動 

5. DreamPower のインストール 

6. バックアッププログラム設定 

 

１-２-２クライアントのインストール 

 

1. インストールがされていなければ、Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime インストール実

行→パソコン再起動 

3. システム DSN の作成（ODBC 接続を設定する） 

5. DreamPower のインストール 
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１１--３３イインンスストトーールル手手順順  
１-３-１ Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime 

 

①Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime がインストールされているかを確認します。 

 ＜Windows XP＞ 

「スタート」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」 

 ＜Windows XP クラシックメニュー＞ 

 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」 

 ＜Windows 2000＞ 

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と削除」 

※補足※ 

 「Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime」や「Microsoft Access 2000 SR-1」や 

 「Microsoft Office 2000 SR-1 Runtime」等がインストールされておらず 

 Access2000 の動作環境が整っていない場合や、「OfficeXP」「Access2002」などの 

Access がインストールされている場合は、インストールが必要です。 

②インストールがされていない場合は、CD 内の「DreamPower20030716」フォルダを開き、

「Microsoft Access 2000 SR-1 Runtime」フォルダを開き、Setup.exe を実行します。 

③インストール後は、パソコンを再起動してください。 

 

１-３-２ MSDE のインストール ※サーバーのみ 

 

①CD 内の「SERVER」フォルダを開き、「MSDE」フォルダを開き、Setup.exe を実行します。 

②パソコンを再起動します。 

③MSDE のサービスが開始されているか確認します。時刻表示の横をご確認ください。 
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④右クリック後、「SQLServer サービスマネージャを開く」を選択します。 

 

 
⑤サーバー名は、パソコン名と同じです。「開始／再開」をクリックします。 

 「OS 起動時にサービスを自動的に開始」にチェックが入っていなければ入れてください。 

 

 
⑥サービスが開始されました。 
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１-３-３ システム DSNの作成（ODBC の接続） 

 

①コントロールパネルを選択します。 

 

 

 

②「管理ツール」を選択します。 

Windows2000 画面 
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WindowsXP 画面 

「パフォーマンスとメンテナンス」を選択します。 

 

 

  

管理ツールを選択します。 
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③データソース（ODBC）を選択します。 

ODBC=Open Data Base Connectivity 

WindowsXP・Windows2000 画面 

 

 
 

Windows98 画面 
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④「システム DSN」タブをクリックします。 

 

 

 

⑤「追加」ボタンをクリックします。 

⑥「SQLServer」を選択し、「完了」ボタンをクリックします。 
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⑦新しいデータソースの名前：ASMSDB と入力し、サーバー名を入力します。 

サーバー名は、接続するコンピュータの名前になります。 

WAN の場合は、接続先の IP アドレスを入力します。「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

⑧赤枠のように設定し、「クライアントの設定」ボタンをクリックします。 
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⑨「TCP/IP」の選択、サーバー名、ポート番号を確認します。「OK」をクリックします。 

 

 

⑩変更せずに、「次へ」をクリックします。 

 

 
⑪変更せずに、「完了」ボタンをクリックします。 
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⑫「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 
⑬「システム DSN」画面に、「ASMSDB」が表示されます。「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 ODBC 接続設定は以上です。 
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１-３-４データベースの作成・HASP ドライバインストール

※サーバーのみ 

 

この作業は、HASP を接続したマシンで行なう作業です。HASP を接続していないマシンではこの

作業を実行する必要がありません。 

①CD 内の「Server」フォルダを開き、Setup.exe を実行します。 

②パソコンを再起動します。再起動中に、HASP を USB ポートに差し込みます。 
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１-３-５DreamPower のインストール 

①「Dpvol145」フォルダを開き、DPSETUP.EXE を実行します。 

C:¥ASMS¥にインストールされます。 

 

 
②インストールを完了後、パソコンを再起動してください。 

 ※データリンクに関しては設定作業が別途必要です。 

  “アウダネオ”とのリンクは、CD 内のリンク￥ｱｳﾀﾞﾈｵ￥README.TXT を参照 

  “プログレス”とのリンクは、CD 内のリンク￥ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ￥README.TXT を参照 

 

■補足説明■ 

インストール終了後、デスクトップ画面に「DreamPower」のショートカットアイコンが作成さ

れます。ダブルクリックをすると、DreamPower が起動します。 

ショートカットが作成されていない場合の起動方法 

（１） 「スタート」メニュー→「すべてのプログラム」→「DreamPower」→「DreamPower」 

（２） C:¥ASMS¥exe¥Menu.exe を実行 
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１-３-６バックアッププログラム設定 ※サーバーのみ 

 

①マイコンピュータを表示し、「ローカルディスク（C:）」→「ASMS」フォルダ→「exe」フォ

ルダ→ファイル名“_bk”の名前を、BKASMS.exe に変更してください。 

 DreamPower を終了すると、バックアップ画面が表示されるようになります。 

 

１１--４４  補補足足説説明明  
 

■「最新」フォルダにファイルが存在する場合■ 

 インストール完了後、最新フォルダ内にある、VOLXXX.EXE を数が小さい物から実行して

ください。途中、Update 画面が起動する場合がありますが、その画面は終了し、作業を続

けてください。 

  

■DreamPower でエラーが発生する場合■ 

 DreamPower 実行時、「アクティブな NetHASP ライセンス・マネージャーが見つかりませ

ん」のようなエラーが発生する場合、HASP が接続されているコンピュータの

C:¥ASMS¥exe¥lmstart.exe を実行してください。 

（詳細は、CD 内の SERVER￥HASP¥README.TXT「ライセンスマネージャのインスト

ール」を参照してください。） 

  

■コンピュータ名とは■ 

 それぞれのコンピュータに固有の名前が付られています。その名前を言います。名前の確認

は、マイコンピュータのアイコンをマウスの右でクリックし[プロパティ]を左でクリックし

ます。システムのプロパティが表示しますのでコンピュータ名タブをクリックするとフルコ

ンピューター名として表示しています。これがコンピュータ名です。 

  

  

  

インストールが終了し、DreamPower が起動できましたら、第 19 章を参照の上、会社情報設定

をしてください。 
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第第第２２２章章章   起起起動動動・・・終終終了了了   

２２--１１  起起動動方方法法  
２-１-１ デスクトップから 

DreamPower の起動は、デスクトップ画面から「DreamPower」アイコンをダブルクリッ

クします。 

 

 

２-１-２ スタートメニューから 

「スタート」メニューをクリック→「すべてのプログラム」をクリックし、「DreamPower」

にマウスを当てて、「DreamPower」をクリックします。 
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２２--２２  終終了了方方法法  
 

終了する場合は、メインメニューから「終了」メニューをクリックします。 

 

 
 

２２--３３  ババッッククアアッッププ起起動動  
 

「終了」メニューをクリックすると、バックアップ画面が表示されます。（サーバーのみ） 

バックアップ先（光磁気ディスクや外付けハードディスク）を確認します。 

 

 

正しくバックアップ先が設定されていれば、「実行」ボタンをクリックします。 
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バックアップ先が変更になっている場合は、ドライブを変更してください。 

※バックアップ機（光磁気ディスクや外付けハードディスクなど）の電源が入っていないと、

バックアップ先のドライブが見つけられず、ローカルディスク（ｃ：）の設定に変更され

ている場合があります。 

  

二回目以降にバックアップを実行しますと、確認メッセージが表示されます。 

「はい」をクリックしてください。“バックアップ中です”と表示されます。 

 

 
その後、また確認メッセージが表示されます。「はい」をクリックしてください。 

 

 
終わりましたら、バックアップ完了と出ますので「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

バックアップ画面の「終了」ボタンをクリックしてください。これで終了になります。 
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第第第３３３章章章   顧顧顧客客客情情情報報報にににつつついいいててて   

３３--１１顧顧客客登登録録画画面面のの開開けけ方方  
 

顧客の新規登録をする場合は、新規登録画面を起動します。 

①メインメニューから、「顧客」をクリックします。 

 

 
②顧客新規画面が表示されます。 
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照会画面からも、顧客新規登録画面を表示させることができます。 

①メインメニューから、「照会」をクリックします。 

 

 

②人の顔が表示されている「F5 新規」ボタンをクリックします。 
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３-１-１ 登録の方法（１画面目） 

３３--１１--１１--１１    氏氏名名入入力力方方 法法  

 

①氏名を入力します。※マークが付いている項目は、必須項目です。 

 入力した文字が、フリガナにも表示されます。（フリガナだけの修正も可能です。） 

 

 

②会社名を登録する場合、入力支援機能を用意しております。 

 下記のボタンをクリックしますと、その文字が氏名１に入力されます。 

入力する手間が省けて便利です。 

 

 

③氏名２にも登録することができます。（部署名・肩書・担当者名他） 

④敬称は、マスタで設定されている敬称が既定値で表示されています。 

 変更する場合は、リストボタンをクリックして選択してください。 
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※既定値を変更する場合は、メインメニューから「マスタ」→「F5 顧客系マスタ」→

「敬称マスタ」をクリックします。変更したい項目の既定値をクリックしてくださ

い。入力が終わりましたら、「F12 終了」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

  

３３--１１--１１--２２  住住所所検検索索 機機能能  

 

①住所の入力をします。郵便番号が分かっている場合は、郵便番号を入力した後、Enter

キーを押します。 

 

 

②住所 CD（コード）と住所１が表示されます。確認した後、番地を入力します。 

 マンション名や号室番号は、住所２に入力することもできます。 

 

 
③郵便番号が不明で、お手元に顧客の乗用車車検証があった場合は、住所コードを 

 入力していただくと住所検索ができます。コード入力後、Enter キーを押します。 
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④郵便番号も住所コードも分からない場合は、「住所検索」ボタンをクリックします。 

 

 
⑤住所検索画面が表示されます。 

 

 

⑥都道府県をクリックしますと一覧が表示されますので、クリックしてください。 

 こちらは、学習機能がありますので頻度の高い都道府県が一番目に表示されてきます。 
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⑦都道府県を選択しますと、下の市区郡と町村の表示がされます。 

 

 
⑧市区郡からクリックして選択してください。選択した市区郡内の町村が表示されます。 
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‐ 30 ‐ 

 

⑨番地の入力は、ボタンをクリックしてください。 

入力後は、「取込」ボタンをクリックします。 

 

 

⑩画面が戻り、住所１に表示されます。郵便番号・住所コードも表示されます。 
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３３--１１--１１--３３  締締日日設設定定  

 

①電話番号や、勤務先を必要に応じて入力します。 

 

 

②誕生日のリストボタンをクリックしますと、カレンダー表示がされます。もちろん、

手入力もできます。手入力の場合、年号の入力は昭和ならＳ・平成ならＨと入力して

ください。小文字で入力すると、大文字に変わります。 

 

 

③締日や集金日の設定をします。変更する場合は、リストボタンをクリックします。 

※マークのある締日は必ず選択してください。既定値は、末日になっています。 

  末日以外の締めの顧客は、マスタから締日を登録しておく必要があります。 
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３３--１１--１１--４４    年年賀賀状状 をを送送 るる対対 象象ににすするる設設定定  

 

①年賀状や、暑中はがきを送る顧客の場合は、こちらのチェックをつけたままにしてお

いてください。既定値では、メニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」

で選択されている項目が既定値になります。お歳暮やお中元を贈らない方であれば、

クリックするとチェックが外れます。 

 

 

 

３３--１１--１１--５５    貴貴社社担担当当者者 設設定定  

 

①貴社担当者を選択します。 

この設定は、担当者別顧客一覧の印刷機能に関わってきます。設定をしていないと、

担当者別にはなりませんのでご注意ください。 

②担当者ごとに地区決めをされている場合は、その地区を選択してください。 

 こちらも、メインメニューから「マスタ」→「顧客系マスタ」→「地区名マスタ」で

登録をしてください。 

③法人か個人かの区分と、顧客区分（会員・非会員など）を設定されている方は、各項

目を選択します。 
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３３--１１--１１--６６    メメーールルアアドドレレススのの設設定定  

 

顧客のメールアドレスを登録しておきますと、車検案内や消耗部品交換案内がメールで

送れますので、経費削減ができて大変便利です。 

Ｅメールの方によくメールを送る場合は、E-Mail をクリックしておきますと、メール作

成画面の宛先に表示される既定値になります。※標準システムのみ 

 

 
 

３３--１１--１１--７７    請請求求先先設設定定  

 

お車のオーナーが請求先とは限りませんので、請求先を変更する場合は、こちらを変更

してください。請求先になる方も登録済みであることが前提です。 

①コードやフリガナを入力します。あるいは、「請求先検索」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索画面が表示されますので、フリガナ検索をします。 

 フリガナを入力後、Enter キーを押しますと、一覧表に表示されます。 

 

 
③請求先にしたい人の行でクリックし、選択ボタンをクリックします。 

 

 

 請求先にしたい人の行でダブルクリックをしても選択できます。 

④請求先が変更されました。 
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３３--１１--１１--８８    検検索索用用備備考考 機機能能  

 

お名前も車の番号も思い出せない時のために、他のキーワードで検索することができま

す。あるいは、その方の特徴や趣味を記入しておくという使い方もできます。 

※標準システムのみ 

①「検索用備考」ボタンをクリックします。（手入力はできません） 

 

 

②備考検索画面が表示されます。 

選択ボックスをクリックしチェックをつけた後、「F9 選択」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 
③検索用備考に表示されます。「消去」ボタンをクリックしますと消えます。 

 

 
 検索用備考の登録は、メインメニューから「F5 顧客系マスタ」→「備考検索用マ

スタ」画面で登録します。 
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３３--１１--１１--９９  次次画画面面切切 替替  

 

次項ボタンが表示されていない場合は、「F2 切替」ボタンを何回かクリックすると「F6

次頁」ボタンが表示されます。 

 

 

顧客詳細画面が表示されます。 
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３３--１１--１１--１１００  次次頁頁詳詳細細  

①免許の取得日や紹介者の設定、ランク付けをする場合はこちらから設定します。 

 ※ランク設定は、標準システムのみ 

 

 
②顧客毎にレバレート金額を変更する場合は、こちらで設定します。 

最初に入っている金額は、メニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」で

設定されています。 

 

 
③顧客毎に割引・割増率の設定をする場合は、こちらで設定します。 

 部品・工賃の割引率・割増率もメニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」

で設定できます。 
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④ポイント制を管理している場合は、ポイントを計上「する」に設定してください。 

 既定値は、メニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」で設定できます。 

 

 

⑤顧客の写真を三枚貼り付けることができます。※標準システムのみ 

 

 

⑥更に次頁に進む場合は、「F6 次項」ボタンをクリック、前頁に戻る場合は「F5 前項」ボ

タンをクリックします。 
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３３--１１--１１--１１１１  次次頁頁詳詳細細  

 

顧客画面の三画面目が表示されます。 

 

 

こちらの画面は非表示になっていますので、表示ボタンをクリックします。 

パスワードを入力して、ＯＫボタンをクリックします。パスワードは「pass」です。 
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この画面では、開始残高の設定ができます。現在の残高の立替金と売掛金の箇所に金額を

入力します。開始残高以外を修正する場合は、販売店にまでご相談ください。 

 

 

顧客登録画面から、伝票作成や車両登録画面にも行けますし、続けて顧客の新規登録も行

えます。 

 

 

 

 

終わる場合は、「F12 終了」ボタンをクリックして保存してください。 
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３３--２２修修正正のの方方法法  
 

①登録した顧客の修正を行う場合は、照会画面からその顧客を検索します。 

 

 

②顧客の「F3 詳細」ボタンをクリックします。 

 

 

③顧客の編集画面が表示されます。 

 

 
④修正したい箇所を修正したら、「F12 終了」ボタンをクリックします。確認メッセージ

が表示されますので、「はい」をクリックして保存します。 
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３３--３３  顧顧客客削削除除のの方方法法  
 

顧客を削除したい場合は、照会画面から削除したい顧客を検索します。 

 

 

顧客の「F3 詳細」ボタンをクリックし、編集画面を表示します。 

 

 

「F2 切替」ボタンを数回押して、「F5 削除」ボタンをクリックします。 

 

 

確認メッセージが表示されます。よろしければ「はい」をクリックします。 

復活できる顧客もあります。 

 

 

削除ボタンをクリックした後、下記のようなメッセージが出る場合は、売上伝票があるお

客様ですので削除はできません。OK ボタンをクリックしてください。 
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第第第４４４章章章   車車車両両両情情情報報報にににつつついいいててて   

４４--１１新新規規登登録録のの方方法法  
４-１-１画面の起動 

４４--１１--１１--１１メメニニュューーかからら  

メインメニューから、車両をクリックします。 

 

 

４４--１１--１１--２２照照会会かか らら  

 

照会画面を起動して、車両の「F6 新規」ボタンをクリックします。 

 

 
 

４４--１１--１１--３３車車両両登登録録 かからら  

 

車両画面を起動して、「F11 車両」ボタンをクリックします。 
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４-１-２ 車両新規登録画面の説明 

①車両登録の画面を起動させると、まずナンバー登録画面が表示されます。 

 無地のナンバープレートが表示されます。下にある、支局・種別・記号・下桁を各パネル

から選択して行きます。 

 

 
②車検証に記載されている型式指定番号と類別区分番号を入力します。型式指定番号と類別

区分番号がなければ、型式を入力してください。 

 

 
③登録日と初年度を入力します。 

 

 

④最後に決定ボタンをクリックします。 
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⑤車検証の画面が表示されます。 

こちらの画面は、軽自動車の登録なら軽自動車の車検証の表示に、普通車なら普通車の車

検証の表示に変わりますので、大変見やすくなっています。 

 

 
⑥顧客情報と請求先が選択されていませんので、顧客選択をします。「顧客」ボタンをクリ

ックしてフリガナ検索をするか、コードかフリガナを入力し選択します。 

 車検証の使用者欄・所有者欄に選択された顧客の名前と住所が表示されます。 
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⑥諸元情報が呼び出されて、車検証の各項目に表示がされています。表示されていない箇所

は入力をしてください。通称名でクリックします。一覧が表示されます。 

 

 

⑦フル型式や原動機№は車検証には明記されていませんが、管理したい場合はこちらに入力

してください。 

⑧車台番号を入力します。 

 

 
⑨使用者・所有者を変更する場合は、住所コードまたは所有者コードを入力するか、使用者

ボタンをクリックし、リストから検索するか、手入力をします。 
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⑩次回の車検・点検期限を入力します。 

 

 

⑪車検・点検の伝票を作成する時に使用するパッケージを設定しておくことができます。 

 車検・点検の伝票がスピーディーに作成できます。DM 印刷の整備料金の印字にも関連し

ています。※標準システムのみ 

 

 

⑫走行距離を入力後、作業型式を設定します。（オプション機能）作業型式を設定すると、

日整連（社団法人日本自動車整備振興会連合会）が発行している車種毎の作業点数が使用

できます。 

 

 
⑬諸費用を確認します。手修正もできます。 

 ※こちらの項目はメニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」で設定します。 

 

 

検査証の画面説明は以上です。その他に消耗品画面・販売画面・保険画面があります。 

⑭次に消耗品画面の説明をします。「F6 消耗品」ボタンをクリックします。 
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⑮消耗品画面が表示されます。消耗部品管理はオプション機能になります。 

 

 
号車管理やポイント管理・消耗部品管理や詳細・装備品を管理する場合はこちらに入力しま

す。タイヤサイズや塗色などはリストから選択します。メーカーカラーは手入力できます。

＜新規登録＞とリストの項目がある場合は、この画面でも登録ができます。 

また、メニューの「マスタ」→「F6 車両系マスタ」でも各項目の登録も可能です。 

⑯次に、「F7 販売」ボタンをクリックします。 

 

 
⑰販売画面が表示されます。写真やメモ、イベント管理や車両販売情報が入力できます。 
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⑱「F8 保険」ボタンをクリックします。 

 

 
⑲保険画面が表示されます。 

 任意保険情報や自賠責保険番号・期限などの情報が入力できます。 

 

 
必要な情報を入力し終わったら、保存を行います。 

続けて車両登録をしたい場合は、「F11 車両」ボタンを押します。 

 

 
終了する場合は、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。 
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４-１-３ 車両販売・補足 

 

◇車両販売画面・補足説明◇ 

選択した車両が、オークション仕入や下取り仕入の場合は、販売情報を入力しておくこと

ができます。粗利機能もありますので、販売情報を確認するのに便利です。 

画面の起動は、車両詳細画面に入り、「Ｆ7 販売」ボタンをクリックすると車両販売情報画

面が表示されます。（メインメニュー「照会」→車両検索→「F4 詳細」→「F7 販売」） 

※この機能は、標準システムのみ使用できます。 

 

 

◇設定項目◇ 

仕入価格 車両の仕入価格。 

仕入区分 車両の仕入区分を選択。新規追加も可能。 

仕入・下取り先 仕入・下取り先を選択。新規追加も可能。 

販売日 販売日を入力。（手入力・カレンダー選択） 

販売区分 販売区分を選択。新規追加も可能。 

販売価格 車両の販売価格。 

販売時の下取車両 登録車両がある場合、「F4 参照」より検索可能・手入力も可能。 

信販会社 信販会社の選択。新規追加も可能。 

契約№ ご契約№の入力。 

割賦期間 割賦支払いの場合、支払期間を入力。 

月賦 月々の支払金額を入力。 
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頭金 頭金の金額を入力。 

ボーナス ボーナス時の支払金額を入力。 

ボーナス回数 ボーナス支払回数を入力。 

集金日 集金日を入力（手入力・カレンダー選択） 

集金額 集金額を入力。 

各項目を入力していくと、登録されていきます。 

消去したい場合は、それぞれの項目で消去してください。 

 

４４--１１--３３--１１  粗粗利利管管理理  

 

粗利管理画面も用意しています。表示したい場合は、「粗利管理」ボタンをクリックします。 

 

 

粗利管理が表示されます。修正は可能で印刷は不可です。「Ｆ12 閉じる」で終了します。 
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４４--２２修修正正のの方方法法  
 

登録済の車両情報の修正を行う時や、名義変更をする場合は、車両の詳細画面に入ります。 

①照会画面を起動します。車両を検索します。 

 

 

②照会画面に、顧客と車両が表示されます。 

 

 
③車両の「F4 詳細」ボタンをクリックします。 
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④車両の詳細画面が表示されます。車両登録（修正）画面になります。 

変更したい箇所を修正します。 

 

 

⑤登録番号を修正する場合は、「F9 ナンバー」ボタンをクリックします。 

 ※自動車登録番号の枠内で、ダブルクリックしてもナンバー登録画面が表示されます。 

 

 
⑥ナンバー登録画面が表示されますので、こちらで変更してください。 
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４-２-１名義変更の方法 

お車のオーナーが変わる時には、照会画面から車両を検索し、車両の詳細ボタンをクリック

します。 

①顧客ボタンから検索をするか、顧客コードやフリガナ入力をして顧客を検索し変更しま

す。 

 

 

②所有者・使用者はまだ前の情報のままなので忘れずに変更してください。 

③修正後は、必ず保存してください。 

※請求先が顧客と違う場合は、必ず請求先も変更してください。 

 

４４--３３車車両両削削除除のの方方法法  
 

①車両を削除する場合は、削除したい車両を照会画面から検索します。 

②車両の「F4 詳細」ボタンをクリックし、修正画面を表示します。 

③「F2 切替」ボタンをクリックし、「F5 削除」ボタンをクリックします。 
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④確認メッセージが表示されます。 

この車両で作成した売上伝票がない場合は、完全に削除されます。 

よろしければ「はい」をクリックします。 

 

 

⑤次のメッセージが表示されることもあります。 

この場合は、この車両で売上伝票が作成されていますので削除車として管理がされ、復活

させることができます。よろしければ「はい」をクリックします。 
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４４--４４削削除除車車復復活活のの方方法法  
 

削除車として管理されている車両を復活させることができます。 

①照会画面を表示します。「F2 切替」ボタンをクリックし、「F8 削除車」ボタンをクリック

します。 

 

 

②削除車リストが表示されます。車両をクリックし、「F9 選択」ボタンをクリックします。 

 

 
③照会画面に削除車が表示されます。 
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④「F2 切替」ボタンを選択し、「F4 詳細」ボタンをクリックして修正画面に入ります。 

 

 

⑤「F6 復活」ボタンをクリックします。 

 

 
⑥画面が修正画面になります。 

顧客と請求先が選択されていませんので、顧客を選択してください。 

 

 
⑦「F12 終了」ボタンをクリックし、保存をするので「はい」をクリックして終わります。 

これで車両の復活ができました。 
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第第第５５５章章章   「「「照照照会会会」」」ののの使使使いいい方方方   

５５--１１画画面面のの開開けけ方方  
①メインメニューから、「照会」をクリックします。 

 

 

②照会画面が表示されます。 

 

 

これで検索できる状態になりました。 
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５５--２２画画面面のの閉閉じじ方方  
右下の「F12 メニュー」ボタンをクリックします。メインメニューに戻ります。 

 

 

 

５５--３３顧顧客客のの検検索索  
５-３-１フリガナから検索 

メインメニューから「照会」をクリックし、画面上の入力方法をご確認ください。 

 

 
検索したい人（会社）のフリガナを入力します。 

 

  
※ 含み一致検索をする場合は、％を最初につけてフリガナを入力してくださ

い。 

 
   含み一致の場合、フリガナにその文字が含まれる名前が一覧で表示されます。 

   姓を忘れてしまって名前を覚えているという場合に使ってください。 

※ Enter キーを２回押すと、検索ボタンをクリックする操作と同じです。 
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５-３-２顧客コードから検索 

顧客コードの前に、－（ハイフン）を入力します。※ 完全一致になります。 

 

 

※ Enter キーを 2 回押すと、検索ボタンをクリックする操作と同じです。 

 

５-３-３電話番号から検索 

電話番号の前に、++（プラス 2 個）を入力します。※ 完全一致になります。 

 

 

※ Enter キーを 2 回押すと、検索ボタンをクリックする操作と同じです。 

 

５-３-４備考検索 

お名前もお車の登録番号も思い出せない時のために、備考検索から検索ができます。 

①まず、「F2 切替」ボタンをクリックします。 

 

 

②「F6 備考検索」ボタンをクリックし、任意の条件をクリックし選択をクリックします。 

 なお、備考検索条件をダブルクリックしても選択できます。 
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５５--４４車車両両のの検検索索  
５-４-１登録番号下桁から検索 

メインメニューから「照会」をクリックし、登録番号下桁を入力した後、Enter キーを 2

回押します。 

 

 

 

５-４-２車台番号から検索 

車台番号の前に、+（プラス）を入力し、Enter キーを 2 回押します。 

※ 大文字・小文字は問いません。車台番号は、下桁からの一致になります。 

例：車台番号が、KZJ95-0032270 の車両を検索したい場合、＋０と入力しても、

＋７０と入力しても検索できます。 

 

 

 

 

５-４-３号車番号から検索 

号車番号を管理している場合は、号車番号の前に、/（スラッシュ）を入力し、 

Enter キーを２回押します。 
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５-４-４車名から検索 

車のメーカーで検索する場合は、車名・型式ボタンをクリックします。 

 

 

車名で検索する場合は、リストボタンよりメーカーを選択し、「車名検索」ボタンをクリ

ックします。その車名で登録されているお車が複数あれば、リストが表示されますので、

選択したいお車でクリックし、「F9 選択」ボタンを選んでください。 
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５-４-５型式から検索 

お車の型式から検索する場合は、車名・型式ボタンをクリックします。 

 

 

型式検索画面にて、型式番号を入力し、型式検索ボタンをクリックします。 

 

 
※ 大文字・小文字は問いません。完全一致ではなく含み一致で検索できます。 

(例) 
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検索条件を間違って入力していたり、登録されていない顧客や車両を呼び出そうとした

場合は、「対象データがありません。」とのメッセージが表示されますので「OK」を押し

て再度、検索をしてください。 

 

 

 

５-４-６台帳検索（顧客台帳・売上一覧） 

検索した顧客の過去の売上履歴を見たい場合は、「F7 台帳」ボタンをクリックします。 

 

 

過去の売上伝票と、入金情報が一覧で確認できます。 

 

 
台帳から、入金と伝票の詳細を見ることも、修正画面に入ることもできます。 
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５-４-７車歴検索（カルテ） 

①お車の履歴を確認する場合は、「F8 車歴」ボタンをクリックします。 

 

 
選択されている車両の履歴のみがリスト表示されます。 

 

 

②伝票の編集をしたい場合は、その伝票をクリックし、「F6 伝票」ボタンを選択します。 

③伝票明細を見るだけの場合は、「F9 詳細」ボタンをクリックします。 

 

  

詳細ボタンをクリックすると、伝票明細が表示されます。 

その時の部品販売価格や、技術料が確認できますので便利です。 
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④下にある「F5 前伝票」ボタンや、「F6 次伝票」ボタンをクリックすると、画面を閉じる

ことなく他の伝票明細の確認ができます。 

 ※キーボード操作では、Enter キーを押すと次伝票を表示し、Shift＋Enter キーを押す

と、前伝票表示ができます。 

 

 

⑤現在、表示されている明細を印字する場合は、「F9 カルテ印刷」をクリックします。 
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⑥カルテを印刷される場合は、画面の「印刷」をクリックします。 

余白の設定は、「ページ設定」を開いてください。 

「閉じる」をクリックすると、プレビュー画面は閉じられます。 

⑦車歴の印刷をする場合は、印刷ボタンをクリックした後、印刷する伝票の開始日と終了

日を指定し、印刷ボタンをクリックします。プレビュー画面になります。 

 

 

 

⑧プレビュー画面より、印刷をする場合は印刷を、余白を設定する場合は、「ページ設定」

をクリックしてください。確認だけの場合は、「閉じる」で画面を閉じます。 

 

 
車歴では、売上伝票の表示しかされていません。 

⑨売上伝票以外の見積書や、社内作業伝票などを表示する場合は、「F4 条件」ボタンをク

リックしてください。 
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こちらの検索条件画面で、表示する伝票区分が選択できます。また、選択した伝票区分の

中から、伝票明細行に同じ名称を含む伝票を探してくることもできます。 

（例）選択している顧客の過去の伝票より「でぃすく」が含まれる明細を探す場合。 

 

 
 

 

５-４-８ 照会・補足（顧客詳細） 

 

現在選択されている顧客情報の修正を行う場合は、顧客「F3 詳細」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

顧客編集画面が表示されます。 

 

 
 

５-４-９ 照会・補足（車両詳細） 

 

現在選択されている車両情報の修正を行う場合は、車両「F4 詳細」ボタンをクリックし

ます。 
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車両編集画面が表示されます。 

 

 

 

５-４-１０ 照会・補足（顧客新規登録） 

 

照会画面より、顧客の新規登録をすることができます。 

①顧客の「F5 新規」ボタンをクリックします。 

 

 

②顧客の新規登録画面が表示されます。登録操作は、第２章をご確認ください。 

 

 

 

５-４-１１ 照会・補足（車両新規登録） 

 

顧客を検索後、車両新規ボタンをクリックしますと、２台目の車両登録ができます。顧

客を検索せず、車両新規ボタンをクリックしますと、新規の車両登録ができます。 

①車両の「F6 新規」ボタンをクリックします。 
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②ナンバー登録画面が表示されます。登録操作は、第３章をご確認ください。 

 

 

 

５-４-１２ 照会・補足（保有車） 

 

お客様がお車を複数台数お持ちでしたら、保有車ボタンをクリックすると、登録されて

いる車両のリストが表示されます。現在、選択されている車両から切り替えることもで

きます。 

①顧客を検索後、「F9 保有車」ボタンをクリックします。 

 

 

②車両検索画面が表示されます。選択したい車両でクリックし、選択ボタンをクリック

するか、選択したい車両でダブルクリックしてください。 

 

 

 

５-４-１３ 照会・補足（申請書類） 

 

照会画面より、申請書類システムを起動する場合に使用します。 

①「F10 申請」ボタンをクリックします。 
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②申請書類システムが起動します。 

 

 
 

５-４-１４ 照会・補足（メニュー） 

 

照会画面を閉じる場合は、「F12 メニュー」ボタンをクリックします。 

 

 

メインメニューに戻ります。 

 

５-４-１５ 照会・補足（切替画面） 

 

照会画面にも、いろいろな機能がありますが、全機能が画面に表示しきれていません。 

この場合は、切替を選択して頂き、他の機能（入金や車検証の印刷など）を表示させて

ください。 

①「F2 切替」ボタンをクリックします。 

 

 

②他の機能が表示されます。下記に各機能の説明をします。 
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５５--４４--１１５５--１１  入入金金機機能能  

 

現在、選択されている顧客の入金処理を行う場合、照会画面から入金画面を表示するこ

とができます。 

①「F3 入金」ボタンをクリックします。 

 

 

②入金画面が表示されます。入金画面操作説明は、第７章をご確認ください。 

 

 

 

５５--４４--１１５５--２２  メメーールル機機能能  

 

メールアドレスを登録されている顧客に、メールを送信することができます。 

※標準システムのみ 

①「F4 メール」ボタンをクリックします。 
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②メール作成画面が表示されます。宛先には、顧客のアドレスが表示されています。 

 メッセージを作成後、送信ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

５５--４４--１１５５--３３  削削除除客客機機 能能  

 

削除した顧客のリストを表示することができます。 

①「F7 削除客」ボタンをクリックします。 

 

 

②削除顧客一覧画面が表示されます。復活させたい場合は、復活させたい顧客をクリッ

クし、「F9 選択」ボタンをクリックします。 
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③照会画面に、その顧客が表示されます。この地点では、まだ復活しておりません。 

 

 

④「F2 切替」ボタンを２回クリックして、顧客詳細ボタンを表示してください。 

 

 

⑤「F3 詳細」（顧客）ボタンをクリックします。 

 

 

⑥顧客削除画面が表示されます。 
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⑦「F6 復活」ボタンをクリックします。 

 

 

⑧復活確認の画面が表示されます。 

 

 

⑨「はい」をクリックすると、顧客編集の画面表示に切り替わります。 

 

 
⑩修正後は、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

⑪確認画面が表示されます。「はい」をクリックしますと、保存されます。 
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５５--４４--１１５５--４４  削削除除車車機機 能能  

 

削除した車両のリストを表示することができます。 

①「F8 削除車」ボタンをクリックします。 

 

 

②削除車一覧画面が表示されます。 

 

 

③復活させたい車両をクリックし、「F9 選択」ボタンをクリックします。 

 

 

④照会画面に車両情報が表示されます。この地点では、まだ復活しておりません。 

 

 

⑤「F2 切替」ボタンを２回クリックし、車両詳細ボタンを表示します。 
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⑥「F4 詳細」（車両）ボタンをクリックします。 

 

 

⑦削除車両画面が表示されます。 

 

 

⑧「F6 復活」ボタンをクリックします。 

 

 

⑨車両は復活され、車両編集の画面に切り替わります。 
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⑩顧客と請求先を選択します。コードやフリガナを入力するか、顧客ボタンをクリック

して一覧から選択することができます。 

 

 
⑪選択後は、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

⑫確認画面が表示されます。「はい」をクリックします。 

 

 

 

５５--４４--１１５５--５５  預預かかりり金金機機 能能  

 

入金画面を表示しなくても、照会画面から、預かり金の登録ができます。 

①「F9 預り金」ボタンをクリックします。 
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②預かり金登録画面が表示されます。 

 

 

③預かり金額を入力し、「F9 登録」ボタンをクリックします。 

 

 
④照会画面はまだ更新されていませんので、「F3 入金」画面を表示します。 

 

 

Administrator
長方形
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⑤入金画面に、預かり金として処理をされていることをご確認ください。 

 

 
⑥「F12 終了」ボタンをクリックすると、照会画面に戻ります。 

 

 

 

５５--４４--１１５５--６６  予予約約機機能能  

 

車両や顧客の予約情報の登録ができます。※標準システムのみ 

①「F10 予約」ボタンをクリックします。 

 

 

②予約画面が表示されます。 
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③照会で選択されている顧客と車両が表示されていますが、顧客・車両とも切り離しを

することができます。 

 

 
④車両切離しボタンをクリックすると、車両情報は消えます。 

 

 

⑤来店目的を、売上区分ボタンから選択してください。 

 必要な項目を入力したあと、「F9 予約する」ボタンをクリックします。 

 設定を止める場合は、「F12 キャンセル」ボタンをクリックします。 

 

 

予約の確認をする方法をご説明します。 

⑥「F12 メニュー」ボタンをクリックし、メインメニューに戻ります。 
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⑦メインメニューの下に、カレンダーが表示されています。２日の日付でクリックし、 

 「スケジュール検索」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

⑧スケジュールが表示されます。上記の予約手順で予約した予定のみ、「F2 削除」ボタ

ンで削除ができます。車検期限が来た車や、消耗品の交換時期が来た車の情報も表示

されますが、この画面から変更・削除はできません。 

 

 

 

 

⑨ご確認ができましたら、「F12 閉じる」ボタンをクリックします。 
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５５--４４--１１５５--７７  車車検検証証印印 刷刷  

 

現在表示されている車両情報を、車検証として印刷することができます。 

①「F11 車検証」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷種類選択画面が表示されます。印刷したい項目をクリックしてください。 

 ※写真は標準システムのみ 

 

 
②普通車検査証プレビュー画面が表示されます。適度な余白を取りたい場合は、ページ

設定をクリックします。 
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③ページ設定画面が表示されます。用紙の向きは横です。設定後は、「OK」をクリック

してください。余白は、左と上のみの設定で結構です。参考余白 左 10 上 15 

 

 
④印刷をクリックしますと、車検証の印刷が始まります。 

 

 

 

５５--４４--１１５５--８８  リリンンクク機機 能能  

 

切替ボタンをもう一度クリックしますと、リンク機能ボタンが表示されます。 

他プログラムとの連動メニューを起動させる場合は「F5 リンク」ボタンをクリックしま

す。 
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第第第６６６章章章   伝伝伝票票票作作作成成成   

６６--１１伝伝票票作作成成手手順順  
 

照会画面より、伝票を作成する人を選択します。 

 

 
①選択後、「F11 伝票」ボタンをクリックします。 

 

 
②メインメニューより、「伝票」をクリックして伝票作成画面に入ることもできます。

この場合は、車両・請求先は選択されておりませんので選択してください。 
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６６--２２第第一一画画面面・・基基本本  
６-２-１ 項目の説明（起動手順⇒照会→検索→F11 伝票） 

①伝票画面を開くと、まず基本画面が表示されます。 

 

 

②現在の伝票区分の既定値は、売上伝票になっています。見積書などの伝票で保存する

場合は、そのボタンをクリックして選択してください。 

 

 

③伝票画面より、車両検索をする場合は「車両検索」ボタンをクリックして一覧より選

択するか、ほかの条件で車両を選択してください。 
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④現在作成している伝票の請求先を、変更することもできます。 

 検索ボタンをクリックし、顧客リストから選択するか、コード・フリガナ検索 

 の枠で、顧客コードかフリガナを入力し、Enter キーを押して選択します。 

 

 

⑤業者様向けに請求書発行をする場合、業者の顧客まで登録する必要はない時は、顧客

登録をせずに、伝票の顧客名に、お車の持ち主の名前を入力することで、印字させる

ことができます。この時、顧客コードは消してから顧客欄にお車の持ち主の名前を手

入力してください。 

⑥コード表示されている場所でクリックし、キーボードから、Delete キーか BackSpace

キーを押してコードを消します。 

 

 
⑦コードの横の枠でクリックし、顧客名を手入力します。 

 

 

⑧※マークの付いている、作成日・売上区分は必ず選んでください。 

設定しないと、伝票は作成できません。ほかの項目は、選択しなくても伝票作成はで

きます。 
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⑨作成日、入庫日、完成日、納車日は手修正も可能です。 

カレンダーより、日付を選択して頂くこともできます。 

 

 
(備考)今後、伝票に入庫日、完成日、納車日を印字したくない場合は、メインメニューよ

り、「マスタ」→「会社情報」→「会社情報設定」の項目で、印字しないようにする設

定ができます。 

 

 

⑩受付者・担当者・整備者・検査者は手入力できませんので、リストから選択します 

※こちらの登録は、メインメニューの「マスタ」→「その他マスタ」→「社員マスタ」

と「メカニックマスタ」で登録できます。 
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⑪日整連（社団法人 日本自動車整備振興会連合会）での作業点数をご利用になる場合

は、作業型式が選択されていないと使用できません。車両登録画面でも、作業型式の

設定はできますが、伝票でも作業型式の設定が可能です。 

 作業型式を選ぶには、画面右側の「作業型式」ボタンをクリックします。 

 ※日整連の作業型式をご利用になる場合は、オプション契約が必要です。 

 

 
⑫確認のメッセージが表示されます。「はい」をクリックします。 
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⑬作業型式の一覧が表示されます。メーカーと作業型式を選択してください。 

 

 

⑭現在の走行距離と、次回車検日と、次回点検日を変更します。 

 変更した箇所は、車両情報にも反映されます。 
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６６--３３第第二二画画面面・・明明細細  
６-３-１ 明細画面の表示 

 

①基本画面の設定が終わりましたら、次は、明細画面に切り替えて、作業項目や取替部

品の計上をしていきます。「F6 明細」ボタンをクリックします。 

※ 伝票作成は、１～４画面を使って作成します。 

 

 

②明細画面が表示されます。 

 

 
 

６-３-２ 作業コード検索（その１） 

 

明細行の作業 CD（作業コード）には、いろいろな入力支援があります。 

基本となる検索方法を明記します。 
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①作業内容と使用部品名の全てに、コードとカナを付けて登録してあります。登録して

ある作業内容、あるいは部品名を作業 CD より選択することができます。 

（例） ‘エンジンオイル’の部品コードが‘T00001’で登録済み。 

‘ｔ00001’と入力し、Enter キーを押します。 

 

 

   ※入力するアルファベットは大文字・小文字は問いません。 

②作業コードを覚えていない場合、頭文字だけを入力すると、文字が一致する作業内容

と、部品名が一覧として表示されます。 

 

 
③一覧より選択したい項目を選ぶ場合は、左側の選択のボックスをクリックしてチェッ

クをつけます。その後、下の選択ボタンをクリックします。 
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６-３-３ 作業コード検索（その２） 

①当社で用意している作業セットを使用する場合は、作業 CD にカーソルがある状態で、

「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU の画面が表示され、７個の検索機能より選択することができます。 

 

 

 

６-３-４ パッケージ検索 

①作業のセット化したものを呼び出します。「F1 パッケージ検索」をクリックします。 
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②パッケージ名称の横でクリックすると、リストが表示されます。 

 

 

③選択したいパッケージ名でクリックし、「F9 選択」ボタンをクリックします。 

 

 

④今回取り込みたくない作業項目や部品がある場合は、左側の選択ボタンをクリックし

て、入っているチェックを外します。その後、選択ボタンをクリックします。 
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６-３-５ 五十音検索 

①登録されている作業項目や部品名を、登録されているフリガナで検索させることがで

きます。作業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU より、「F2 五十音検索」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③登録したい文字をフリガナのところに入力してください。入力したあとは、検索ボタ

ンをクリックするか、Enter キーを押します。 
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③‘オイル’とフリガナ登録されている一覧が表示されますので、選択したい項目をク

リックして、チェックを付けたあと、選択ボタンをクリックしてください。 

 

 
④選択した項目が、明細行に取り込まれます。 

 

 

 

６-３-６ 作業部位検索 

 

①登録されている作業項目や部品名を、作業部位から検索することができます。 

こちらは、メカニックさんなど、車に詳しい方には検索し易い機能です。 

作業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU より、「F3 作業部位検索」ボタンをクリックします。 
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③作業部位検索画面が表示されます。 

 

 
④左側の作業部位より、選択したい項目でクリックします。右側にその部位のグループ

が表示されます。 

 

 

⑤右側のグループより、選択したい項目をクリックします。 

 

 

⑥「F9 選択」ボタンをクリックします。項目をダブルクリックしても選択できます。 
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⑦選択した部位の一覧画面が表示されます。 

 

 

⑧画面上には、作業名が表示されています。 

 

 
※伝票基本画面、あるいは車両登録画面より、作業型式が選択されている場合、基本

点数にその車種の点数が表示されています。 

 

 
⑨画面下には、現在選択されている（黒い帯が当たっている）作業項目に関わる部品名

の表示がされています。 
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⑩作業名を選択するには、選択ボックスで、ダブルクリックをしてチェックを付けます。 

 クリックでは、選択できませんのでご注意ください。 

 

 
⑪部品名を選択するには、選択ボックスでクリックをしてチェックを付けます。 

 こちらは、ダブルクリックの必要はありません。 

 

 
⑫明細に取り込む場合は、「F9 確定」ボタンをクリックします。 

選択した作業名と項目が明細行に取り込まれます。 

 

 

⑬明細行に表示されます。 
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⑭確定をしますと、ほかの部位を選択したい場合は、また作業ボタンより作業部位検索

を選択していくようになりますので面倒です。作業部位を選択後、続けて別の作業部

位検索をする場合は、確定ボタンを押さずに「F8 部位検索」ボタンをクリックします。 

 

 
⑮作業部位検索画面に戻ります。 

 

 
⑯部位選択より、選択したい部位をクリックし、グループよりクリックして「F9 選択」

ボタンを選びます。 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 100 ‐ 

 

⑰明細に取り込みたい作業名と部品名を選択します。 

 

 

⑱終わる場合は、「F9 確定」ボタンをクリックします。続けて他の部位より選択する場

合は、「F8 部位選択」ボタンをクリックし、⑮からの手順に沿って選択してください。

明細画面に戻りますので、選択した項目が表示されているかをご確認ください。 

 

 
※ 何も選択せずに画面を閉じたい場合は、「F12 キャンセル」ボタンをクリックします。 

 

 
※ ゼロ消去のチェックボックスをクリックしてチェックを入れると、作業名・部品名

ともに、基本点数が 0 の項目の表示が消えます。 
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※ 「F4 部品全て表示ボタン」をクリックすると、作業名別の部品表示から、選択され

ている部位に登録されている部品の全表示に変わります。 

 

 

 

 

６-３-７ 伝票検索（その１） 

 

過去の作成伝票より、明細行を取り込むことができます。現在、選択している請求先の

方だけでなく、他の人過去の伝票明細も取り込めるので大変便利です。 

①作業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU より、「F4 伝票検索」ボタンをクリックします。 
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③検索したい条件を設定します。 

 

 
④請求先・通称名・型式・作業部品名称の項目に探したいものを入力したあと、検索ボ

タンをクリックしてください。また、各ボタンをクリックして一覧から選んで頂くこ

ともできます。 

（例）例えば、過去の売上として一般整備の伝票で作成した中から、「ドライブシャフ

ト」の項目を探す場合。ひらがなで入力しても検索できます。 
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 上記のように選択し、検索ボタンをクリックします。条件に一致した伝票一覧が 

表示されます。左側の選択より、確認したい伝票にチェックを付けます。 

 

 

 ※全ての伝票を選択したい場合は、「F5 全てチェック」ボタンをクリックします。 

選択を解除したい場合は、「F6 チェック外す」ボタンをクリックします。 

 

 
 「F9 明細一覧」ボタンをクリックします。 

 

 
 明細一覧が表示されますので、選択したい行にチェックを付けます。 

 

 

 「F9 選択」ボタンをクリックしますと明細に取り込まれます。 

「F9 選択」ボタンをクリックする前に、他の明細を選択し直したい場合は、「F8

伝票一覧へ戻る」ボタンをクリックしてください。 
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６-３-８ 伝票検索（その２） 

 

現在選ばれている顧客の台帳から明細行を取り込む場合は、「F10 台帳」ボタンをクリッ

クします。同様に、車歴から明細行を取り込む場合は、「F11 車歴」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

６-３-９ 高頻度検索 

よく使用する作業項目や部品名を探す場合、高頻度検索機能を使うこともできます。 

①作業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU より、「F5 高頻度検索」ボタンをクリックします。 

 

 

③使用頻度が高い項目が上の方に表示されてきます。選択したい項目でチェックを入れ

て選択ボタンを選んでください。 
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④明細行に選択した項目が表示されます。 
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６-３-１０ 消耗部品検索（オプション機能） 

 

お車の消耗部品管理をして頂いている方は、交換する期日が近づいている部品を消耗部

品検索にて明細行に取り込むことができます。 

①�  業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 

②検索 MENU より、「F6 消耗部品検索」ボタンをクリックします。 

 

 

③定期交換部品検索画面が表示されます。選択したい項目にチェックを入れます。 

④「F9 選択」ボタンをクリックします。 
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６-３-１１ 外部データ取込 

 

㈱リペアテック出版の「Progress」や、日本アウダテックス㈱の「アウダネオⅡ」 

の鈑金見積りソフトで作成した見積明細を、伝票に取り込む場合に使用します。 

※ 弊社の軽補修見積りソフト「NiceBody」は現在使用できません。 

①作業 CD にカーソルがある状態で、「F4 作業」ボタンをクリックします。 

 

 
②検索 MENU より、「F7 外部データ取込」ボタンをクリックします。 

 

 
③取り込みたいソフト名で、クリックします。 

 

 

④作成してある伝票の一覧が表示されます。左側にあるボックスをクリックして選択し

てください。伝票明細行に取り込まれます。 

 

以上で、検索 MENU についての説明を終わります。 
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＜補足説明＞ 

現在の行数を確認する場合は、明細画面左下をご確認ください。 

 

 

 前の５は、現在カーソルのある行の行番号を示しています。 

 後ろの５は、明細行に入力されている最後の行の行番号を示しています。 

 

６６--４４第第三三画画面面・・諸諸費費用用  
６-４-１ 諸費用画面の表示 

①明細行の入力が終わりましたら、「F7 諸費用」の確認をします。 

 

 
②諸費用画面が表示されます。 
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③基本画面で車検項目を選んだ場合のみ、車両情報に登録してある自賠責や重量税の金

額が表示されます。車検以外の一般整備等を選択した場合は、金額は表示されません。 

 

 

④その他のセットでは、メニューの「マスタ」→「F7 伝票系マスタ」→「諸費用追加情

報マスタ」で登録している項目を、取り込むことができます。 

 

 

Administrator
長方形
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⑤検索ボタンをクリックします。 

 

 
⑥選択したい項目でクリックし、選択ボタンをクリックします。 

 

 
⑦その他セットに取り込まれます。 

税率が 0 になっていますので変更する場合は、手入力してください。 
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６６--５５第第四四画画面面・・値値引引  
６-５-１値引き画面の表示 

 

①値引きをしたい場合は、「F8 値引等」ボタンをクリックします。 

 

 

②値引き画面が表示されます。 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 112 ‐ 

 

③諸費用分だけ先にお金を預かっていて、預かり金として入金処理していた場合、「預か

り金取込」ボタンをクリックしますと、その金額が立替金と売掛金それぞれの箇所に

取り込まれます。預かり金として入金していた入金№も表示されます。 

 

 

④今回の作業時間を記入する場合は、こちらに入力します。（伝票には印字されません。） 

 

 

⑤この伝票に限り、メカニックの時間工賃（レバレート）を変更することもできます。 

修正する場合は、こちらの金額を修正してください。このレバレート値は顧客詳細画

面で設定している金額が設定されます。 
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⑥この売上にポイントを加算する場合は、計上するボタンをクリックします。 

 

 
⑦部品代・技術料それぞれで値引きをする場合は、こちらに金額を入力します。 

 

 
⑧ご請求額から端数の金額を値引く場合は、ご請求額の金額を打ち直し、キーボードか

ら、Enter キーを押します。値引きの箇所に、消費税抜きの金額が表示されます。 
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  変更後 

 

 

◇補足◇ 

立替金などを預かり金として入金処理をした場合、伝票作成の「F8 値引等」画面で「預

かり金取込」ボタンを選択しないと、預かり金のまま立替金としての入金処理が残りま

す。預かり金取込をした場合は、立替金と売掛金に分配されます。入金処理画面では、

預かり→入金に表示が変わります。 
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６６--６６印印刷刷  
６-６-１ 印刷画面説明（レーザープリンタ） 

 

①伝票印刷をする場合は、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②保存をしないと印刷はできませんので、「はい」をクリックします。 

 

 

③印刷設定画面が表示されます。 
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④学習機能選択を確認します。 

 伝票のタイトルを全ての顧客に統一したい場合は、汎用を選びます。 

 客別に伝票のタイトルを変更したい場合は、客別を選びます。 

 

 

⑤伝票のタイトルを変更する必要のない場合は、伝票区分と連動を選びます。 

この場合、タイトルを変更することはできません。（売上伝票のみ） 

 

 

⑥伝票のタイトルを一枚ずつ設定する場合は、個別指定を選択します。 

 

 
※ 毎回、個別指定を選択し直すことが面倒であれば、既定値を変更してください。 

「マスタ」→「F11 会社情報」→「会社情報設定」→既定値設定 

 

 
⑦伝票のタイトルを設定します。一度に、４枚までの同時印刷が可能です。 

それぞれの伝票タイトルを変更することができます。 
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⑧マスタ登録されているタイトルを使用する場合は、１枚目ボタンをクリックします。

登録されているタイトルと金額名が一覧表示されます。選択したい項目をクリックし、

「F9 選択」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 
⑨２枚目も同様に選択します。 

 

 
※ タイトル名と金額名の箇所には、手入力もできます。 

 

 

※ 一度選択したタイトルを消す場合は、タイトル名の箇所でクリックし、BackSpace

キーで削除した後、Enter キーを押してください。金額名も消去されます。 
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⑩印刷する用紙を選択します。既定値は専用用紙になっています。 

変更する場合は、リストボタンをクリックします。 

 

 

 

 
 ※伝票の種類は、大きく分けて４種類あります。白紙で印刷も可能です。 

 白紙印刷をしたいのに白紙が選べない場合は、販売店にご連絡ください。 

 ※繰越伝票タイプとは、伝票の下側に、繰越残高・ご入金額・ご利用額・差引ご請求

額が印字される用紙になります。 

 

 
⑪ポイントを印刷するしないを設定します。印刷する場合は、チェックボックスをクリ

ックしてチェックを入れてください。 

 

 

 
 

 印字見本 

 

 

⑫最後に、行数を確認します。既定値で３０行が選択されています。 

 １２行の納品伝票で印刷する場合は、１２行をクリックしてください。 

 

 
 ※用紙選択より「専用用紙（繰越伝票タイプ）」を選択した場合は、行数は２６行に固

定されます。 
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伝票のタイトルを追加登録する場合は、マスタで登録します。 

①メインメニューより、「マスタ」→「F7 伝票系マスタ」→「伝票印刷タイトルマスタ」 

 を選択します。 

 

 

②伝票印刷タイトル画面が表示されます。追加する場合は、コード・タイトル名・金額

名を入力します。金額表示をする場合はチェックを付けてください。 

 

 

※印刷タイトルの順番を変更する場合は、数字の若いコード番号を付けてください。 

 コード番号は重複できませんので、現在登録されているコードを変更した後、若いコ

ード番号で入力してください。 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 120 ‐ 

 

６６--６６--１１--１１  印印刷刷タタイイトトルル・・補補足足  

 

印刷タイトルの学習機能の規則性とタイトル印刷についての補足説明をします。 

 

 

①汎用と客別の違い 

学習機能は何を対象にその機能が生かされるのか？ 

■学習機能■  

「汎用」 伝票区分＊ 

 タイトル名１枚目～４枚目 

 行数 

「客別」 請求先＊ 

 伝票区分＊ 

 タイトル名 1 枚目～４枚目 

 行数 

＊の項目別にタイトル名、行数をプレビュー股は印刷実行時に学習します。 

タイトル名は、手入力した場合は学習されません。「F４参照」でタイトルを選択した

場合に学習可能になります。選択後、タイトル名・金額名を変更した場合、その内容

は学習されません。 

■学習されたタイトルの取得方法■ 

----------------- 取得されるタイミング ----------------- 

・学習機能選択で「汎用」「客別」を切り替えた時 

・「F９印刷」を選択し、「印刷設定」ダイアログが表示される時 
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「汎用」  

 印刷する伝票で選択されている伝票区分別に取得します。 

 取得するタイトルは、同じ伝票区分で前回使用したタイトルになります。 

 学習データが存在しない場合は、伝票区分を条件から外し前回使用したタイト

ルがあれば取得します。 

  

「客別」  

 印刷する伝票で選択されている請求先＆伝票区分別に取得します。 

 取得するタイトルは、同じ請求先＆伝票区分で前回使用したタイトルになりま

す。学習データが存在しない場合、請求先＆伝票区分を条件から外し、前回使

用したタイトルがあれば取得します。 

  

②伝票区分と連動と個別指定の違い 

「伝票区分と連動」  

 売上伝票印刷時にタイトル設定ができないようになります。 

 この時、個別指定に切り替えると設定可能になります。 

「個別指定」  

 全ての伝票区分でタイトル設定が可能です。 
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６６--６６--１１--２２印印刷刷ププレレビビュューー画画 面面説説明明  

 

印刷する前に、イメージを確認することができます。 

①「F8 プレビュー」ボタンをクリックしてください。 

 

 
②プレビュー画面が表示されます。 

 

 

③全体イメージを確認したい場合は、こちらで縮小（拡大）してください。 

 

 

④伝票明細が多く、伝票枚数が複数になった場合は、次ページで確認してください。 
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⑤明細行が表示されていない場合は、行の高さを‘２６３’に設定してください。 

 

 
⑥印字余白や、プリンタ変更・用紙サイズなどの設定をする場合は、ページ設定をクリ

ックします。 

 

 
 

 

⑦余白設定がされていない場合は、左余白、上余白に入力してください。 

◇参考余白値◇ 

専用用紙 ：Canon BJ-S700 A4 縦 左 10.5 上 10 

繰越タイプ：Canon BJ-S700 A4 縦 左 1 0    上 12 
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⑧プリンタを変更する場合は、「プリンタの設定」ボタンをクリックします。 

 プリンタ名を、使用したいプリンタ名に変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 
 

 
⑨ページ設定画面に戻りますので、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

⑩プレビュー画面を一度閉じる場合は、「閉じる」をクリックしてください。 

 

 

 

６６--６６--１１--３３  印印刷刷  

 

印刷する場合は、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

プレビュー画面からも印刷できます。 
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６-６-２ 印刷画面説明（インパクトプリンタ） 

 

①インパクトプリンタをご使用の場合は、印刷設定よりインパクトをクリックします。 

 

 

②用紙選択より、用紙を変更する場合は、リストボタンをクリックします。 

 

 

③ポイントも印字する場合は、チェックボックスをクリックします。 

 

 

 

④最後に、行数を確認します。既定値で３０行が選択されています。 

 １２行の納品伝票で印刷する場合は、１２行をクリックしてください。 

  

 

 
 

⑤プレビュー画面を確認する場合は、「プレビュー」ボタンをクリックします。 

 ※ プレビュー画面の説明は、5-5-1-1 印刷プレビュー画面説明を参照 

 

⑥印刷する場合は、「印刷」ボタンをクリックします。 
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６-６-３ 基本・補足（臨時車両登録） 

 

車検が切れている場合には、車の移動の為に臨時車両番号（臨番）が必要です。 

臨時車両の登録をする場合は、臨時登録ボタンより入力します。（標準システムのみ） 

①臨時登録ボタンをクリックします。 

 

 

②臨時車両登録画面が表示されます。必要な項目を入力してください。 
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③登録番号は、手入力します。 

 

 
④下記の項目は、手入力も、「F4 参照」ボタンより一覧から選択することもできます。 

 

 
 

 
⑤必要な項目の入力が終わりましたら、「F11 登録」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥確認画面が表示されます。よろしければ、「はい」をクリックしてください。 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 128 ‐ 

 

６-６-４ 基本・補足（写真その１） 

 

伝票に、写真６枚分を貼り付けることができます。写真と説明文も印刷されます。 

①写真を取り込む場合は、写真ボタンをクリックしてください。 

 

 
②伝票写真画面が表示されます。 

 

 
③「写真①」の中の検索ボタンをクリックします。 
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④画像ビューワ画面が表示されます。すでに写真が表示されている場合は、車両タブを

クリックし、写真を選択後「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

⑤「写真①」に、写真が表示されますので、下に説明文を入力します。 

 

 

⑥複数の写真を取り込む場合は、③～⑤を設定してください。 

⑦印刷前に、プレビュー画面で確認しましょう。 

「F8 プレビュー」ボタンをクリックします。 
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左上に寄りすぎているようですので、左・上余白を設定しましょう。 

⑧「ページ設定」をクリックします。 

 

 
⑨ページ設定画面が表示されます。参考余白値 左 15 上 15 で OK をクリックします。 

 

 

⑩全体が入るように、縮小ボタンをクリックして確認してください。 
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⑪プレビュー画面から印刷する場合は、印刷をクリックします。 

 

 

⑫「閉じる」を選ぶと、プレビュー画面が終了します。 

 伝票写真から印刷をする場合は、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
⑬画面を閉じる場合は、「F12 閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 
 

６-６-５ 基本・補足（写真その２） 

“上記５-５-４写真取込その１”を設定中、④で写真表示がされなかった場合、デジカメ

写真を下記の場所に保存していただくと、今後の写真取込がたいへん便利になります。 

①顧客の写真を保存する場所 C:¥ASMS¥Pict¥顧客フォルダの中へ保存 

②車両の写真を保存する場所 C:¥ASMS¥Pict¥車両フォルダの中へ保存 

 

６-６-６ 基本・補足（写真その３） 

写真が上記のフォルダ内ではなく、マイドキュメントに保存されている場合、下記の方

法で取り込みができます。 

①車両でクリックし、ページを変更した後に「設定」をクリックします。 

 

 

Administrator
長方形
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②画像取得元設定画面が表示されます。現在の画像取込先は、C:¥ASMS¥Pict¥車両¥ 

 になっていますので、マイドキュメントに変更します。 

 

 

③画面の C:¥フォルダをダブルクリックし、Documents and Settings フォルダをダブル

クリックします。 
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④次に、ログインしているフォルダ名でダブルクリック→My document フォルダでダブ

ルクリック→My Pictures フォルダでダブルクリック、フォルダを作成されているのな

らそのフォルダ名でダブルクリックをしてください。 

 

 
⑤設定ボタンをクリックした後、「F8 取込」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。 

 

 
⑦車両画像が取り込まれました。 
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⑧選択したい写真をクリックし、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
 

６-６-７ 基本・補足（車検書類） 

 

伝票作成画面から、車検時に必要な申請書類を作成する場合は、基本画面から、車検書

類ボタンをクリックすると申請書類システムが起動します。 
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①作成中の伝票を保存するかとの確認画面が表示されます。保存する場合は、「はい」を

必ず選んでください。保存しない場合は、「いいえ」をクリックします。申請書類シス

テムの起動を中止する場合は、「キャンセル」をクリックします。 

 

 

②申請書類システムが起動します。 

 伝票作成画面で、車両を選んでいた場合は、その車両が選択された状態で起動します。 

 

 

③申請書類を作成後は、終了をクリックします。 

DreamPower のメインメニューに戻ります。 
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６-６-８ 基本・補足（切替） 

 

伝票画面にも、「F2 切替」ボタンがあります。現在表示されているボタン以外の表示を

確認する場合は、「F2 切替」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 切替前 

 

 
 

 

 切替後 

 

 

 

 

 

６６--６６--８８--１１  切切替替機機能能（（臨臨 時時登登録録））  

 

車両情報の臨時登録をする場合は、「F4 臨時」ボタンをクリックします。 

切替をせずに、「臨時登録」ボタンをクリックしても同じ作業ができます。 

 

 
臨時車両登録画面が表示されます。操作は、５-５-３を参照してください。※標準のみ 
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６６--６６--８８--２２  切切替替機機能能（（元元 請請伝伝票票 作作成成））  

 

自社伝票だけではなく、業者宛の伝票を作成する場合の手順を説明します。自社伝票を

元に、元請伝票を作成して頂くことになります。※標準システムのみ 

①「F8 元請」ボタンをクリックします。 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」をクリックしてください。 

 

 

③基本画面の上に、元請伝票作成ページが表示されます。 

 

 

④請求先を変更してください。 

 

 
⑤修正したい箇所を変更してください。印刷する場合は、「印刷」ボタンをクリックしま

す。 

 保存する場合は、保存ボタンをクリックします。 

終了する場合は、終了ボタンをクリックします。 

保存ボタンをクリックし、基本画面に戻ると伝票番号が表示されます。元請伝票の場

合は、自社伝票番号の後に、番号が付きます。 
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６６--６６--８８--３３  切切替替機機能能（（設設 定定））  

 

①現在作成中の伝票の部品代や技術料の端数処理設定を変更したい場合は、「F10 設定」

ボタンをクリックし変更してください。 

 

 

②設定画面が表示されます。端数処理ボタンをクリックしてください。 

 

 
③端数処理設定画面が表示されます。 

既定値は、メニューの「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」→端数処理ボタ

ンで表示された画面で選択されている設定が表示されます。 

変更した後、現在作成中の伝票全ての項目に対して再計算させる場合は、「設定＋再計

算」ボタンをクリックします。 

今まで作成した内容は以前の設定のままで、今からこの設定を適用する場合は、「設定」

ボタンをクリックします。 

変更したが、最初の設定に戻す場合は、「既定値取得」ボタンをクリックします。 
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６６--６６--８８--４４  切切替替機機能能（（新新 規規顧顧客客 登登録録））  

 

伝票作成画面から顧客の新規登録ができます。「F11 新規」ボタンをクリックします。 

 

 

顧客の新規登録画面が表示されます。 

 

 

 

６-６-９ 基本・補足（伝票検索） 

 

過去に作成した伝票を検索する為には、顧客の台帳や車歴から確認することができます

が、伝票検索ボタンから伝票区分で検索したり、一週間以内に作成した伝票を絞り込ん

で検索したりする便利な機能があります。 

①「F3 伝票」検索ボタンをクリックします。 
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②伝票検索画面が表示されます。 

 

 

③検索したい伝票の№が分かっている場合は、伝票№を入力し、検索をクリックします。 
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④既定で、売上伝票で一年以内に作成した伝票が表示されています。 

一週間以内の伝票の表示をする場合は、「作成日で検索」から変更します。 

 

 

⑤元請伝票が作成されていれば、元請伝票一覧タブが表示されます。そのタブをクリッ

クすると、元請伝票一覧が表示されます。 

⑥伝票区分を変更する場合は、それぞれの伝票区分ボタンをクリックしてください。 

 

 

⑦リスト内から、編集したい伝票をクリックし、選択ボタンをクリックします。 

  編集したい伝票の上で、ダブルクリックしても選択できます。 
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６-６-１０ 伝票区分変更 

 

見積書で作成してある伝票を、売上伝票に変更したり、作業指示書で作成してあった伝票を

売上伝票に変更することができます。 

①伝票作成画面を起動し、「見積書」をクリックします。 

 

 
②車両・請求先を選択し、日付を平成 15 年６月 1 日とします。次に伝票区分を選択します。 

③明細画面に移り、明細を作成します。 

④「保存」ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックします。 

⑤伝票は保存されました。「基本」ボタンをクリックしてください。 

⑥保存後は、伝票番号が表示されます。見積書区分での通し番号になります。 

 

 

⑦一度終了して、過去の伝票を検索する画面を見てみましょう。 

メインメニューから、「伝票」メニューをクリックしてください。 

次に、「伝票」ボタンをクリックします。 

 

 

 

⑧過去の伝票検索画面が表示されます。売上伝票から見積書をクリックしてください。 

 作成した伝票日付順に、見積書が表示されています。 
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⑧先ほど作成した見積書を、売上伝票に変更してみましょう。（見積書№2654） 

 その見積書の行でクリックし、選択ボタンをクリックするか、行の上でダブルクリックを

して、伝票編集画面に入ります。 

⑨伝票区分を見積書から売上伝票に変更します。 

 

 

⑩「保存」ボタンをクリックします。確認メッセージで「はい」をクリックします。 

 

 
伝票№が、売上伝票での通し番号に変更されました。 

過去の伝票画面を確認してみましょう。「F3 伝票」ボタンをクリックしてください。 

 

 

作成日順に表示されます。 
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６-６-１１ 伝票削除 

 

間違って作成してしまった伝票は、削除することができます。 

ただし、削除するとその伝票番号も削除されます。 

次回、伝票を新規作成した場合は、その番号が飛ばされて、次の伝票番号で割り振られます

のでご注意ください。 

  

先ほど作った伝票を削除してみましょう。 

今回は、過去の伝票を検索する画面から選択します。 

①「F3 伝票」ボタンをクリックします。 

 

 

②削除したい伝票の行でクリックし、「F9 選択」ボタンをクリックします。 

あるいは、削除したい伝票の行で、ダブルクリックします。（伝票№2708） 

 

 
③伝票編集画面が表示されます。「F2 切替」ボタンをクリックします。 
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④「F5 削除」ボタンが表示されますので、クリックします。 

 

 
⑤確認メッセージが表示されます。よろしかったら「はい」をクリックします。 

 キャンセルする場合は、「いいえ」をクリックして戻ってください。 

 

 

伝票は削除されました。これで、先程の伝票№2708 は無くなりました。 

新規伝票を作成して、「保存」ボタンを押すと、次の番号 2709 で伝票番号が付きます。 
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６-６-１２ 伝票削除・補足 

 

伝票番号が抜けては困るといった場合は、顧客として「削除伝票」というような名前の顧客

を作成し、削除したい伝票の請求先で選択した後、ご請求額を 0 円として修正をした状態で

保存をしておきますと伝票番号が飛ぶこともありません。しかし、あくまでも、売上伝票と

して保存している場合です。これを他の伝票区分に変更した場合は、その伝票区分の通し番

号が割り振られます。新規売上伝票を作成した場合は、その伝票番号は飛んで次の伝票番号

で割り振られますのでご注意ください。 

  

①メインメニューから「顧客」メニューをクリックします。氏名１に削除伝票と入力し、終

了ボタンをクリックします。保存しますので「はい」をクリックしてください。 

 

 
②この顧客（削除伝票）に、削除したい伝票をつける設定をします。 

③削除したい伝票を呼び出します。例：伝票№2709 
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④請求先を「削除伝票」に変更します。 

顧客はそのままにしておけば、誰に作成した伝票かということが分かります。 

 

 
 

⑤「値引等」画面をクリックし、ご請求額を 0 と入力します。 

⑥「保存」ボタンをクリックしてください。“ご請求額が変わっています”とのメッセージ

が表示されますが、「はい」をクリックして保存してください。 

 

 
 

過去の伝票作成画面を見てみましょう。 

こういった方法で、伝票番号を飛ばさないように管理ができます。 
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６-６-１３ 基本・補足（保存） 

 

①作成した伝票を保存する場合は、「F10 保存」ボタンをクリックします。 

 

 

②保存確認画面が表示されます。 

 

 

③保存する場合は、「はい」をクリックします。保存しない場合は「いいえ」をクリック

します。 

 

６-６-１４ 基本・補足（新規伝票作成） 

 

編集中の伝票から、新規伝票を作成することができます。 

①「F11 新規」ボタンをクリックします。 

 

 
②確認画面が表示されます。 

 

 

③保存する場合は「はい」を、保存せずに新規伝票作成をする場合は「いいえ」を、伝

票作成を中止する場合は、「キャンセル」をクリックしてください。 
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６-６-１５ 基本・補足（終了） 

 

①伝票作成画面を終了する場合は、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 
②確認画面が表示されます。 

 

 

③保存する場合は、「はい」をクリックします。保存をしない場合は、「いいえ」をクリ

ックします。終了を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックします。 
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６-６-１６ 明細・補足（入力支援） 

 

明細を入力するための入力支援をご用意しています。 

明細画面にした後、作業内容と使用部品名の行でクリックします。 

 

 

下のボタンを確認します。 

 

 

 

 

「F4 次候補」ボタンをクリックすると、他の項目も表示されます。選択したい項目の上

で、クリックをしますと明細行のカーソルがある位置に文字が取り込まれます。 

 

 

※ こちらの項目を、使いやすくするために変更することができます。 

  メインメニューから「マスタ」→「伝票系マスタ」→「作業記号マスタ」をクリッ

クします。コード・記号名称・表示名は重複できませんので、入力する項目は少し

違う名前にして入力し、また元に戻してください。（例：鈑金 1 といれて鈑金に戻す） 

  コード１～８までが１画面に表示できる範囲です。 

 

６-６-１７ 明細・補足（切替） 

 

明細画面で表示されている機能は他にもありますが、表示されておりません。 

表示させるためには、「F2 切替」ボタンをクリックします。 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 151 ‐ 

 

切替後は、下記の機能が表示されます。 

 

 

 

 

 

６６--６６--１１７７--１１  明明細細・・補補足足（（値値引引 機機能能））  

 

計上する部品代や技術料を値引きする場合、値引き率で設定することができます。 

①値引きを入れたい行をクリックします。その行より上にある項目に対して値引き率が

設定されます。次に、「F3 値引」ボタンをクリックします。 

 

 

②値引率設定画面が表示されます。 

（例）技術料を 10%引きと設定する場合。 

 

  

③明細行には、下記の項目が入力されます。技術料にも値引き額が入力されます。 

 

 

※顧客登録の２画面目で、割引・割増率設定をしている顧客は、設定率がこちらに表示

されてきますのでご確認ください。 
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６６--６６--１１７７--２２  明明細細・・補補足足（（割割増増 機機能能））  

 

計上する部品代や技術料を割増する場合も、率設定で割り増すことができます。 

①割り増しを入れたい行でクリックします。その行より上にある項目に対して割増率が

設定されます。次に「F4 割増」ボタンをクリックします。 

 

 

②割増設定画面が表示されます。（例）技術料を 10％割増と設定する場合。 

 

  

③明細行には、下記の項目が表示されます。技術料にも割増額が入力されます。 
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６６--６６--１１７７--３３  明明細細・・補補足足（（粗粗利利 益益機機能能））  

 

作成中である伝票の粗利益を表示させることができます。 

      ※原価管理ができるご契約の方のみ、ご利用になれます。 

（例）エンジンオイルの原価を 500 円と入力し、単価を 800 円と入力している。 

   技術料の原価は 0 で、単価を 1000 円にしている。 

①「F5 粗利益」ボタンをクリックします。 

 

 

②粗利益画面が表示されます。 

 

 

③確認後は、「Ｆ12 閉じる」ボタンをクリックしてください。 

 

６６--６６--１１７７--４４  明明細細・・補補足足（（戻戻 すす機機能能））  

明細行を間違って削除した場合、直後であれば、「Ｆ6 戻す」ボタンで元に戻すことがで

きます。 

 

 

 

６６--６６--１１７７--５５  明明細細・・補補足足（（行行削削 除除機機能能））  

行自体を削除する場合は、削除したい行でクリックし、「Ｆ7 行削除」ボタンをクリック

します。 
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６６--６６--１１７７--６６  明明細細・・補補足足（（行行挿挿 入入機機能能））  

 

行を挿入する場合は、挿入したい行でクリックし、「Ｆ8 行挿入」ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

６６--６６--１１７７--７７  明明細細・・補補足足（（全全表表 示示機機能能））  

 

現在表示されている項目以外の表示をする場合は、「Ｆ9 全表示」ボタンをクリックしま

す。※標準システムをご使用の方のみ利用できます。 

※主に、明細行ごとの税率変更や印刷したくない行の設定ができます。 

①「Ｆ9 全表示」ボタンをクリックします。 

 

 
②非表示になっていた項目が表示されます。 

(前) 作業 CD・作業内容と使用部品・数量・（原価）・単価・金額・（技術料原価） 

・技術料単価 

(後) 学習・売上区分・作業 CD・作業内容と使用部品・課税・税率・仕入先・数量 

・単位・（原価）・単価・金額・部品売上分析・点数・（技術料原価）・技術料単価 

・工賃売上分析・メカニック・否印刷 

 ただし、部品売上分析と工賃売上分析は vol.145 現在では機能しておりません。 

 

６６--６６--１１７７--８８  明明細細・・補補足足（（消消耗耗 材材機機能能））  

 

伝票明細行に廃棄物処理費や、ショートバーツ代金を計上する場合に消耗材ボタンをク

リックします。※既定値は、ニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「Ｆ11 消

耗材マスタ」で設定します。 

 

 
伝票明細に取り込まれます。 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 155 ‐ 

 

 

 

 

６-６-１８ 明細・補足（作業型式） 

 

①作業型式の確認や変更は、「Ｆ3 作業型式」ボタンをクリックします。 

 

 

②作業型式設定画面が表示されます。 

 

 

③こちらの注意書きをご確認ください。 

 

 
④変更する場合は、作業型式参照ボタンをクリックしてください。 

⑤参照リストが表示されますので、メーカーを選択し、検索ボタンをクリックします。 

⑥一覧表示より、型式をクリックし選択ボタンをクリックします。 
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６-６-１９ 値引き・補足（預かり金） 

 

伝票作成前に、預かり金として入金処理をしていた場合は、作成中の伝票に預かり金を

取り込み、ご請求額から差し引くことができます。 

①値引き画面を表示し、「Ｆ4 預かり金」ボタンをクリックします。 

 

 
②預かり金が取り込まれます。 

 

 
③預かり金がないお客様を選択しており、預かり金ボタンをクリックした場合は、下記

のような画面が表示されます。 
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第第第７７７章章章   売売売上上上ポポポイイインンントトト(((オオオプププシシショョョンンン)))   
 

７７--１１  売売上上ポポイインントト機機能能  
 

売上額にポイントを付加して、顧客の囲い込みをおこなうための機能です。 

伝票作成時に、キャッシュバックや値引きとして還元することができます。 

 

７７--２２  ママススタタのの設設定定  
７-２-１ ポイント売上設定 

 

車検整備売上・一般整備売上・鈑金売上等の売上区分別に、通常のポイントに対して付加率

を設定できます。これによって、通常は一定の率でポイントが付加されますがその通常の率

を超えるポイントを売上区分別に足すことが可能となります。 

 

お使いになる前に、マスタからポイントの設定をする必要があります。 

①メインメニューから「マスタ」メニューをクリックします。 

②「Ｆ7 伝票系マスタ」をクリックし、「ポイント売上区分」をクリックします。 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 158 ‐ 

 

◇設定項目◇ 

売上区分 伝票画面の売上区分を選択します。 

ここでは、選択した売上分類に対してポイント計上の内容を設定すること

が可能です。 

計上売上分類 どの金額がポイントを計算する項目になるのかを選択できます。 

このコンボボックスに表示する内容は変更できません。 

部品売上額、技術料売上額、部品技術料売上額と３種類ありますのでいず

れかを選択してください 

運用開始日 いつからポイントの計算をし始めるかを決定します。 

ここで設定した日付からポイントは計算され始めます。 

（例）平成１５年１月１日と入力したい場合 

    2003/01/01 

    2003/1/1 

        H15 /1 /1  

         /･･･は半角で入力してください。 

    数字は半角で入力してください。 

 ＜注意点＞ 

 設定した摘要開始日以前の伝票や入金データは自動的にはポイントを計

算できません。これら一連の設定をした後から、伝票、入金の処理を行な

った時から計算を始めます。 

ただし、以下のような事例は注意して下さい。 

■過去作成した伝票はポイントを計算していたが本日に適用開始日を変

更した場合→その伝票データのポイントはそのまま残ってしまいます。

消去されません。 

■過去の伝票を修正して次のいずれかの項目を変更すると再計算されま

す。 

再計算対象項目＝売上区分・作成日・売上計上分類・伝票区分 

付加率 通常のポイント以上にポイントを付加したい率を設定します。 
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７-２-２ 初期設定 

 

ポイント計上をする前に、初期設定をします。 

①メインメニューから「マスタ」メニューをクリックします。 

②「会社情報」をクリックし、「初期設定」をクリックします。 

 

 

③ポイントの設定をします。 

 

 
◇設定項目◇ 

１ポイントの額 １ポイント与えるのには、いくらで与えるかの金額を入力します。 

右側に換算率が表示しますのでそれで確認してください。 

換算率は、値引率と考えてください。 

ポイント計上区分 する・しないのどちらかを選択してください。 

ここで選択したものが既定値になります。 

ポイント印刷する ポイントを用紙に印刷するかどうかの既定値になります。 

伝票でポイントを印刷するかを設定できます。 

もちろん、伝票の印刷する時点で選択し、ポイントを印刷することも、

しないことも可能です。 
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◇補足説明◇ 

ポイントを「する」に設定した場合 

 

 

顧客登録画面の２画面では、ポイントを計上すると設定されます。 

 

 

車両登録画面の消耗品画面では、ポイントを計上すると設定されます。 

 

 
◇注意点◇ 

伝票でのポイントについて 

 

伝票では、初期設定の内容に影響されていません。 

伝票のポイント計上区分は、車両のポイント計上区分を参照し

ています。伝票に車両が存在する場合は、その車両のポイント

計上区分を参照して伝票の既定値の設定をしています。 

例えば、マスタの初期設定のポイント計上区分が「する」にな

っていても、作成した伝票に選択している車両に設定したポイ

ント計上区分が「しない」であれば、伝票のポイント計上区分

は「しない」になります。 
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７７--３３  顧顧客客・・車車両両・・伝伝票票ででのの設設定定  
７-３-１ 顧客の設定 

 

ポイントを利用する場合は、顧客を登録する段階で設定が必要になります。 

実際のポイント計上は、伝票作成画面になります。 

①顧客新規登録画面を表示します。氏名などを入力後、「F2 切替」ボタンを２回クリックし、

「F6 次項」ボタンをクリックします。 

 

 

ポイントを計上するかしないは、初期設定での設定内容になります。しない場合は、「しない」

ボタンをクリックして変更ができます。 

累計ポイントとは、伝票で作成したポイントや、入金時に使用したポイントの累計を表示し

ます。変更はできません。 

 

７-３-２車両の設定 

 

車両登録画面の設定をします。 

①車両登録画面を起動し、「F6 消耗品」ボタンをクリックします。 

 

 
請求先を入力している場合は、その請求先のポイント使用区分を取得します。 

この画面でポイント計上を変更することも可能です。 
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◇注意点◇ 

車両の請求先が変更されるとポイント計上区分も変更されます。メッセージは表示されませ

ん。これは、既定値を基本としているからです。車両の請求先を変更するということは、請

求先のポイント計上の条件を適用しなければなりません。そうしなければ、ポイントは顧客

（ここでは請求先を指す）毎に設定されていますので、意図しないポイントが計上されてし

まうことになりかねないからです。 

車両の請求先のデータ（値）を削除した場合は、初期設定の値を取得します。その場合は、

メッセージは表示されません。 

 

７-３-３ ポイント計算の原則・規則 

 

ポイント計算の原則・規則についてご説明します。 

【ポイント計上区分取得原則】  

ポイント計上区分取得の優先順位の原則は、次のようになっています。 

伝票を新規作成した場合に、次の優先順位を使用してポイント計上区分を取得します。 

これは、既定値として取得します。 

第一優先 伝票の車両のポイント計上区分を参照します。 

第二優先 伝票の請求先のポイント計上区分を参照します。 

 伝票に車両がない場合のみになります。 

請求先のみで伝票は作成可能です。 

第三優先 マスタの初期設定のポイント計上区分を参照します。 

 メニューから伝票ボタンをクリックして伝票画面を開いた場合、請求先も

車両も表示していません。この時に取得するポイント計上区分のことを指

しています。 

 

【ポイント計上区分の変更されるタイミング】 

次の項目を変更した場合にポイント計上区分が更新します。 

変更された項目を最優先してポイント計上区分を更新します。 

伝票区分を変更 ポイント計上区分取得原則に依存します。 

 優先順位→１．車両のポイント計上区分 

     ２．請求先のポイント計上区分 

     ３．マスタのポイント計上区分 

車両を選択した時 車両のポイント計上区分を取得します。 

請求先を選択した時 請求先のポイント計上区分を取得します。原則からすると伝票に車両

が存在する場合、車両のポイント計上区分が取得されますが、変更処

理の場合は、このように請求先のポイント計上区分を取得します 
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【ポイント計算のタイミング】 

原則 明細行を入力していくタイミングで計算します。 

【その他変更時の処理】 

次の項目が変更された場合に再計算されます。次の項目を取得します。 

但し、計上区分が「計上する」場合であり、「計上しない」の場合は関係ありません。 

伝票区分 ポイント計上区分、換算率、付加率、計上売上分類を取得します。 

売上区分 ポイント計上区分と換算率・付加率と計上売上分類を取得します。 

作成日 換算率・付加率と計上売上分類を取得します。 

ポイント計上設定を変更 取得しない。再計算するのみになります。 

 

７-３-４ 伝票作成のポイント計上 

 

通常に伝票を作成してください。各設定通りにポイントが計上されます。 

値引きの画面に、ポイント表示がされます。 
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伝票を印刷する時に、ポイントを印刷するかどうかのチェックを確認してください。 

 

 
ご請求額の部分に印刷されます。 

 

 

≪伝票印刷：ポイント印刷時の参考余白設定値≫ 

CANON BJS700 用紙：A4 縦  行の高さ：264  左余白：11.8 上余白：9.5 

CANON LBP840 用紙：A4 縦  行の高さ：264  左余白：11.8 上余白：9.5 

OKI MICROLINE5350SE 用紙：A4 縦  行の高さ：263  左余白：13.3 上余白：9.6 

IBM 5573-K02 用紙：A4 縦  行の高さ：263  左余白：11.8 上余白：10  

※左用紙ガイドを 1 目盛弱寄せる 
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７-３-５ 入金処理でのポイント管理 

 

ポイント累積がある顧客の入金処理画面で、ポイント欄にカーソルが移動した時、自動的に

ポイント入力画面が開くようになります。ポイントが残っている場合のみに表示されます。 

 

 

  

値引 「今回利用ポイント」にポイント数を入力すると、値引額として計算し

ます。また、そのポイントは顧客のポイント累計から減算されます。 

キャッシュバック 「今回利用ポイント」にポイントを入力すると、ポイントが減算されま

す。その他の内容に変更はありません。そこで、そのポイントに見合う

金額を現金で返金（キャッシュバック）してあげてください。 
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７-３-６ポイント管理を開始する 

７７--３３--６６--１１  既既存存のの デデーータタ設設定定  

 

今までポイント管理を運用していなくて、今からポイント管理を始めた場合は、顧客車両に

ポイント計上区分を設定する必要があります。 

既存の顧客・車両データは、ポイント計上区分は「しない」が選択された状態になります。 

既存の顧客車両に対して、ポイント計上区分の一括更新ができます。 

  

①メインメニューから「マスタ」メニューをクリックします。 

②「Ｆ11 会社情報」→「ポイント一括処理」ボタンをクリックします。 

 

 

顧客と車両を別々に設定することができます。（全顧客・全車両に反映します） 

この場合、初期設定で設定した値に更新されます。 
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第第第８８８章章章      入入入金金金処処処理理理   

８８--１１  入入金金処処理理  
８-１-１ 起動方法（１） 

①メインメニューから「入金」ボタンをクリックします。 

 

 

８-１-２ 起動方法（２） 

①照会画面を表示し、入金処理をする顧客を検索します。 

②「F2 切替」ボタンをクリックし、「F3 入金」ボタンをクリックします。 

 

 

③入金画面が表示されます。 
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④入金日は本日の日付が既定値で表示されています。変更する場合は、手修正か、カレン

ダーから変更ができます。入金か預かり金かを指定します。区分は、現金になっていま

すが、現金以外はリストから変更してください。入金金額を手入力します。 

 領収証を発行する場合は、「但し書き」を選択します。「対応伝票 No.」欄には、現在入

力中の入金は、どの伝票の入金なのかを指定することができます。 

 

 

⑤領収書画面が右側に表示されます。入金金額が領収証金額に反映されますが、金額変更

ができます。領収証は保存しませんので、変更した場合は入金金額には反映しませんの

でご安心ください。 
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⑥下の画面には、売掛一覧・入金一覧・対応一覧の画面があります。 

 売掛一覧には、過去の売上伝票と入金情報が表示されます。入金一覧には、過去の入金

情報のみが表示されます。対応一覧は、この売上分の入金であるという表示がされます。 

 

 
⑦続けて入金処理をする場合は、「Ｆ10 保存」ボタンをクリック、入金処理を終わる場合

は、「Ｆ11 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

⑧確認メッセージが表示されます。保存をしますので、「はい」をクリックしてください。 

 

 

  

◇補足◇ 

預かり金として入金処理をした場合は、立替金に分配されます。次に、売上伝票を作成し

たときに、伝票作成画面の「F8 値引等」で「預かり金取込」ボタンをクリックして預かり

金を取り込んでください。預かり金として取り込んで頂くと、入金に変更されます。 
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８８--１１--２２--１１  領領収収証証印印 刷刷  

 

①領収証を印刷する場合は、「Ｆ9 領収書」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。プリンターに領収証を準備し、印刷ができる状態

になったら、「印刷」をクリックします。印字位置が合わない場合は、「ページ設定」を

クリックし、余白を変更してください。「閉じる」をクリックするとプレビュー画面は終

了します。 

 

 

  

８８--１１--２２--２２  入入金金伝伝票票 のの編編集集  

 

①一度登録した入金伝票を修正する場合は、修正したい伝票をクリックします。 

②「Ｆ5 編集」ボタンをクリックします。 
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③編集画面になります。修正後は必ず保存してください。 

 

 

 

８８--１１--２２--３３  入入金金伝伝票票 のの削削除除  

 

間違って入金伝票を登録した場合は、削除することができます。 

但し、預かり金として登録し売上伝票に取り込まれている入金伝票は削除できません。 

①削除したい入金伝票をクリックします。 

②「Ｆ6 削除」ボタンをクリックします。 

 

 

③確認メッセージが表示されます。「はい」をクリックします。 

 

 

削除できない場合は下記のようなメッセージが表示されます。 
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８８--１１--２２--４４  売売掛掛表表・・入入金金 表表・・対対応応一一 覧覧表表印印 刷刷  

 

売掛表情報・入金情報・対応一覧情報を印刷することができます。 

①「F2 切替」ボタンをクリックし、「Ｆ5 売掛表」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷期間設定画面が表示されます。既定値は、初めて売上伝票あるいは入金伝票が登録

された年月日から最後に登録された年月日が表示されます。 

 「今月の日付を取得」ボタンをクリックすると、今月 1 日～末日の年月日表示に変わり

ます。 

 

 
③「Ｆ9 印刷」ボタンをクリックします。 

④プレビュー画面が表示されます。印字位置を変更する場合は、ページ設定をクリックし

ます。印刷する場合は印刷をクリックします。プレビューを終了する場合は、閉じるを

クリックします。 

 

 

⑤同様に、入金一覧・対応一覧も印刷できます。 
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８８--１１--２２--５５  領領収収証証発発 行行  

 

入金登録をしますと領収証の画面に金額が表示されます。 

№は、全件の通し番号ではなく顧客単位になります。 

 

 

領収証発行時の金額を変更する場合は、金額の部分をクリックして修正します。 

入金の金額には影響しませんのでご安心下さい。 

 

 

領収書を印字する場合は、「Ｆ9 領収書」ボタンをクリックします。 
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領収証印字プレビューが表示されます。領収証と控と入金票が印字されるようになります。 

 

 

プリンターに領収証をセットし、印刷ボタンをクリックすると印刷ができます。 
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第第第９９９章章章      請請請求求求処処処理理理   

９９--１１  合合計計請請求求書書発発行行  
９-１-１ 起動方法 

①メインメニューから「請求」をクリックします。 

 

 

９-１-２ 画面説明  

顧客の締日に合わせて、合計請求書を作成します。 
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①画面が表示されますと、請求一覧が選択されています。 

 

 

②作成日と締日を確認します。末日ではない顧客を表示する場合は、締日を変更します。 

 客先締日が正しく選択されていませんと、合計請求書は発行できません。 

 

 

③売上の集計期間を確認します。前月の日付が表示されます。 

変更する場合は、手入力かカレンダーから期間を変更してください。 

 

 

④特定の顧客のみ選択する場合は、顧客コードを入力します。 

 顧客コードが 150 番の人であれば、開始に 150・終了にも 150 と設定します。 

 顧客コードが 150 番から 170 番の方の選択であれば、開始に 150・終了に 170 と設定し

ます。その顧客コードの範囲内に売上がある顧客を表示します。 

 

 
⑤一覧表示される顧客全員に印刷チェックをつける場合は、このままで実行ボタンをクリ

ックします。印刷チェックをつけずに一覧表示をさせる場合は、チェックを外して実行

ボタンをクリックしてください。 
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⑥「検索中です」と画面表示された後、メッセージが表示されます。 

 日々印刷している伝票種類が繰越伝票タイプで印刷している顧客には、印刷チェックが

付いていませんのでご注意下さい。「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦検索結果が表示されます。現在は、顧客名の五十音順の並びになっていますが、他の項

目での並び替えが可能です。（経過日数・顧客コード・残高）項目名でクリックします。 

 請求残高金額が０の顧客も表示します。 

 

 
⑧以下の項目のご説明をします。 

繰越額 指定した集計期間以前の残高です。 

入金額 

    

指定した集計期間内に入金した金額です。入金処理画面の諸費用と売掛

を合計した金額です。預かり金も入金値引きも含みます。 

発生額 指定した集計期間内の売上高になります。 

残 高 繰越額－入金額＋発生額＝残高になります。 
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９-１-３ 一覧表の印刷（諸費用と売掛の分配なし） 

①リスト全件に印刷チェックが入っていますので、下の「Ｆ5 一覧」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

②一覧表を印字する並びを選択します。担当者別に印刷しない場合は、担当者名を印刷す

るのチェックを外してください。設定後は、［Ｆ9ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 
③印刷プレビュー画面が表示されます。請求残高金額が０の顧客も印刷されます。 

 

 

④余白設定をする場合は、「ページ設定」をクリックして上左余白値を入力してください。 

⑤印刷する場合は、「印刷」をクリックします。 

⑥終了する場合は、「閉じる」をクリックします。 
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９-１-４ 一覧分割の印刷（諸費用と売掛金の分配あり） 

①「Ｆ6 一覧分割」ボタンをクリックします。 

 

 

②一覧表を印字する並びを選択します。担当者別に印刷しない場合は、担当者名を印刷す

るのチェックを外してください。設定後は、［Ｆ9ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 
③印刷プレビュー画面が表示されます。売掛と諸費に分割されて印字されます。消費税も

含めての金額になります。請求残高金額が０の顧客も印刷されます。 

 

 
④一覧表と同様に、ページ設定や印刷を行ってください。 
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９-１-５ 合計請求書発行（鑑のみ） 

①合計請求書の表紙（鑑）を印刷する場合は、「Ｆ7 請求鑑」ボタンをクリックします。 

 

 

②用紙選択ボタンが表示されます。専用用紙で印刷する場合はそのままで、白紙に印刷す

る場合は、白紙に変更してください。［Ｆ9ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。現在のページ設定は、用紙サイズがＡ５で、印刷

の向きは横になっています。（プリンタへの紙の入れ方に注意してください） 

Ａ４用紙で印刷の向きを縦に変更して、普通の伝票の入れ方で印字することもできます。 

※ 残高が 0 の顧客は、印刷しません。 

 （専用用紙印刷プレビュー画面） 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 181 ‐ 

 

 （白紙用紙印刷プレビュー画面） 

 

 

④ページ枚数を確認しプリンタに用紙を入れて印刷をクリックします。 

⑤印刷が終われば、下記のような画面が表示されます。更新処理をしますので、［はい］を

クリックしてください。更新処理をしない場合は［いいえ］をクリックします。 

 

 
⑥元の画面に戻ります。末日締めのお客様は更新されましたので、照会画面での顧客の残

高は、繰越額の方に移ります。 

 （更新前） 

 

 
 （更新後） 
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◇合計請求書鑑の用紙について◇ 

 

 

前回繰越金 指定した期間以前の残高です。 

入金額 指定した期間内に入金があった金額です。預かり金も含みます。 

入金調整 指定した期間内の入金処理で入金値引き金額です。 

ご利用額 指定した期間内の売上高です。（消費税抜き） 

諸費用額 指定した期間内の諸費用合計額です。（消費税抜き） 

消費税 売上高と課税諸費用の消費税の合計です。 

ご請求額 前回繰越金－入金額－入金調整＋ご利用額＋諸費用＋消費税額の合計で

す。 
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９-１-６ 合計請求書発行（明細付き）・標準のみ 

①明細付き合計請求書明細を印刷する場合は、「Ｆ8 明細」ボタンをクリックします。 

 

 

②下記のようなボタンが表示されます。 

 

 

③プレビューボタンをクリックします。専用用紙が選択されています。白紙で印刷する場

合は専用用紙から白紙に変更してください。［Ｆ9ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 画面を閉じたい場合は、［Ｆ12 キャンセル］をクリックします。 

 

 
④印刷プレビュー画面が表示されます。 

 （専用用紙印刷プレビュー画面） 
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◇印字位置参考値◇ 

 Canon PIXUS 550i（インクジェット） 用紙サイズＡ４（左 14～15・上 11） 

 Oki MICROLINE 5350SE（インパクト） 用紙サイズＡ４（左 15～16・上 11） 

 Canon LASERSHOT LBP840（レーザー） 用紙サイズＡ４（左 13～14・上 11） 

 （白紙用紙印刷プレビュー画面） 

 

 
⑤印刷する場合は、「閉じる」をクリックして、画面を戻します。 

 

 
⑥メニューに戻りますので、「Ｆ9 印刷」ボタンをクリックします。 
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⑦用紙選択画面が表示されます。専用用紙で印刷する場合は変更ありません。 

 白紙用紙で印刷される場合は、用紙選択を白紙に変更してください。 

 プリンタに用紙をセットします。［ＯＫ］ボタンをクリックすると、印刷が始まります。 

※ 残高が 0 の顧客は、印刷しません。 

⑧印刷が終われば、下記のような画面が表示されます。更新処理をしますので、［はい］を

クリックしてください。更新処理をしない場合は［いいえ］をクリックします。 

 

 

⑨元の画面に戻ります。末日締めのお客様は更新されましたので、照会画面での顧客の残

高は、繰越額の方に移ります。 

 （更新前） 

 

 

 （更新後） 
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※末日以外の締日がある顧客の合計請求書を発行する場合は、８－１－２章内の②の 

締日を末日から他の締日に変更して実行してください。 

※締日の更新をしますと、台帳画面の締という項目に、済と表示されます。 

 （締日更新前）未の状態です。 

 

 

 （締日更新後）済になりました。 
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◇合計請求書明細行付きの用紙について◇ 

 

 
前回繰越金 指定した期間以前の残高です。 

入金額 指定した期間内に入金があった金額です。預かり金も含みます。 

入金調整 指定した期間内の入金処理で入金値引き金額です。 

ご利用額 指定した期間内の売上高です。（消費税抜き） 

諸費用額 指定した期間内の諸費用合計額です。（消費税抜き） 

消費税 売上高と課税諸費用の消費税の合計です。 

ご請求額 前回繰越金－入金額－入金調整＋ご利用額＋諸費用＋消費税額の合計です。 

＜明細行項目＞ 

期間内の売上伝票についての日付・伝票番号・登録番号・売上区分・ご入金額・入金値引・

ご利用額・諸費用等・消費税の項目が印字されます。 
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９-１-７ 請求更新処理・補足 

 

合計請求書を印刷した後、請求更新処理をします。 

当システムでは、請求処理更新後も、伝票修正と入金処理が可能です。 

更新処理後に伝票を修正した時の動きについて、ご説明します。 

 

＜5 月の請求処理更新後＞ 

■照会画面■ 繰越額￥49,710 残高￥49,710 

 

 
■台帳画面■ 

 

 

 締欄が「済」になっています。 
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【伝票のご請求額を修正】 

H15-05-31 作成の伝票№2688 の売上伝票は、￥10,500 となっていますが、締処理後に追

加作業があったということで明細を追加し、金額を訂正してみます。 

例になっている伝票情報：一般整備で￥10,500 の売上伝票です。 

5 月の残高は￥49,710 になります。（P.177 参照） 

 

①メインメニューから「照会」→顧客検索→「F7 台帳」をクリックし、修正したい伝票を

選択後、「F4 伝票」ボタンをクリックして伝票編集画面を表示します。 

 

②明細を追加します。 例：作業料金 技術料として￥5,000 追加→ご請求額￥15,750 

 「F12 終了」ボタンをクリックし、確認画面で「はい」をクリックします。 

 

■台帳画面■ 

締欄→済のままです。締処理後に金額が変更されても更新処理がされている状態です。 

 

 

  

■照会画面■ 

繰越額の金額が変更になりました。変更前残高￥49,710→変更後残高￥54,960 
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【伝票日付を当月に修正】 

（例）H15-05-31 に作成した伝票№2688 の伝票日付を H16-06-02 に修正します。 

  

①メインメニューから「照会」→顧客検索→「F7 台帳」をクリックし、修正したい伝票

を選択後、「F4 伝票」ボタンをクリックして伝票編集画面を表示します。 

②伝票日付を、H15-06-02 に変更した後「F12 終了」ボタンをクリックし、保存します。 

 

 
■台帳画面■ 

締欄は、済→未に変更されます。6 月は、まだ請求処理はしてないからです。 

 

 
■照会画面■ 

６月の売上になったので、繰越額から￥15,750 が差し引かれて、当月発生額に移ります。 
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【伝票のご請求額を修正】 

H15-06-02 作成の伝票№2688 の売上伝票は、￥17,250 となっていますが追加作業があっ

たということで明細を追加し、金額を訂正してみます。 

 

①照会画面から顧客を選択し、「F７台帳」をクリック、修正したい伝票を選択後「F４伝

票」ボタンをクリックします。基本画面が表示されたら、「F6 明細」をクリックし、明

細行を表示します。 

 

②明細を追加します。 例：作業料金 技術料として￥5,000 追加→ご請求額￥21,000 

 「F12 終了」ボタンをクリックし、確認画面で「はい」をクリックします。 
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■台帳画面■ 

締欄→未のままです。売上金額が変更されます。 

 

 

■照会画面■ 

当月発生額が変更されます。変更前残高→￥54,960、変更後残高→￥60,210 
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【伝票日付を締月に修正】 

H15-06-02 作成の伝票№2688 の売上伝票は、￥21,000 となっています。 

伝票日付を、締月の 5 月に修正します。 

 

①照会画面から顧客を選択し、「F７台帳」をクリック、修正したい伝票を選択後「F４伝

票」ボタンをクリックします。作成日を、H15-05-31 に修正して「F12 終了」をクリッ

クし、保存してください。 

 

■台帳画面■ 

締欄→未から済に変更されます。 

 

 

■照会画面■ 

当月発生から、繰越額へ金額が移行されます。 

締処理をした月に伝票日付を修正した場合は、繰越額に金額が移行されます。 
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９-１-８ 売掛一覧表画面 

◇印刷される項目は請求一覧表と同じですが、請求一覧表とは違い、売掛一覧表は経理で

利用するためのものです。ですから、諸費用分は非課税のものしか計上しません。 

課税のものは、諸費用であろうとも売掛に計上します。 

◇入金の場合は、入金処理画面の配分（売掛か諸費用か）通りにはなりません。 

優先的に諸費用に配分されます。（諸費用先行充当法）今回の入金額が諸費用よりも多い

場合は、諸費用に配分した残りを売掛に配分します。 

①売掛一覧表をクリックします。 

 

 

②集計期間は、今月１日～末日の表示になります。 

先月の集計にしますので、日付を変更してください。 

 

 
③特定の顧客だけの表示をする場合は、その顧客のコードを入力します。 

 

 
④全件に印刷チェックを入れて表示する場合はそのままで、後で印刷の対象リストを選択

する場合は、全件印刷のチェックを外して「実行」ボタンをクリックします。 
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⑤検索結果が表示されます。現在は、顧客名の五十音順の並びになっていますが、他の項

目での並び替えが可能です。（経過日数・顧客コード・残高）項目名でクリックします。 

 請求残高金額が０の顧客も表示します。 

 

 

⑥請求一覧同様に、一覧表が印刷できます。 

 

 

 操作手順は、８－１－３章～８－１－４章をご覧下さい。 

 

◇補足説明◇ 

請求一覧画面や売掛一覧画面から、顧客の台帳を表示することができます。 

①台帳を見たい顧客をクリックします。黒い帯がつきます。 

②「Ｆ10 台帳」ボタンをクリックします。 

 

 

③台帳が表示されます。 

 

 
④「F12 終了」をクリックしますと、請求一覧画面表示に戻ります。 
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第第第１１１０００章章章   印印印刷刷刷メメメニニニュュューーー   

１１００--１１  印印刷刷ににつついいてて  
１０-１-１印刷画面起動 

メインメニューから「印刷」をクリックします。 

 

 

 

１０-１-２印刷メニュー説明 

印刷メニューが表示されます。 

こちらにある項目が一覧表やハガキに印刷できる項目になります。 

 

 

各項目についてご説明させて頂きます。車両ボタンをクリックします。 
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１１００--１１--２２--１１  車車両両印印刷刷 メメニニュューー  

 

車両では、顧客登録車両のメーカー別・種別・用途・形状・任意保険期限・自賠責保険期

限・期日管理の項目を一覧表や官製ハガキやタックシールに印刷することができます。 

 

 

（例）スズキのお車をお持ちの方を、一覧表で印刷したい。 

①リストからスズキを選択し、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

一覧表は既定で選択されています。 
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②印刷プレビューから「ページ設定」を選択すると、プリンタの変更や、印字余白位置

設定ができます。印刷する場合は、「印刷」をクリックします。 

画面を終了する場合は、「閉じる」をクリックします。 

 

 

（例）スズキのお車をお持ちの方を、ハガキに印刷したい。 

①メーカー別から、スズキを選択し、ハガキ宛名をクリックします。 

②［Ｆ9 印刷］ボタンをクリックします。 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。DM 区分にチェックが入っています。 

こちらのチェックは、顧客詳細画面での DM 発送にチェックが入っている方のみに

予めチェックが入って表示されます。並び順は、DM 区分にチェックが入っていない

人で顧客コードが若い人順に並び、次に、区分にチェックが入っている人で顧客コー

ドが若い人順に並びます。 

 

 
④チェックを外す場合は、「F6 チェック外す」ボタンをクリックします。 

再度、印刷する人だけにチェックを付けてください。 
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⑤「Ｆ9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥「ページ設定」をクリックし、ハガキに収まるように用紙設定や余白位置設定をして

ください。印字余白は、お使いのプリンタによって違ってきますので、一度試し刷り

をされた方が良いと思います。 

◇余白参考値◇ 

Canon BJS700（インクジェット） 左：8  上：13 

Canon PIXUS 550i（インクジェット） 左：9  上：12 

OKI MICROLINE 5350SE（インパクト） 左：11  上：13 

Canon LASERSHOT LBP840（レーザー） 左：4.5 上：10 

⑦設定が完了しましたら、ページ設定画面を終了し、「印刷」をクリックしますと、ハ

ガキ宛名印刷が始まります。 

 

 
◇印刷できる種類◇ 
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タックシール単票・連帳（１２面）の印字が可能です。 

タックシール連帳の場合は、下記の設定が必要になります。 

 

①OS でのプリンタ設定画面を表示します。白いところで右クリック→サーバーのプロパ

ティを選択します。新しい用紙を作成するにチェック→用紙名を分かりやすい名前に変

更します。（例：連帳タックシール）→作成する用紙のサイズはメートル法の状態→幅：

20.40cm 高さ：25.80cm（用紙とは若干異なるので注意）→用紙の保存ボタンをクリ

ックし、閉じるボタンをクリックします。 

 

 
②メインメニュー→印刷→車両→メーカー別（例：スズキ）→タックシール（連帳）を選

択→印刷→チェックを確認→印刷→ページ設定をクリックします。 

③用紙サイズを、連帳タックシールを選択→給紙方法をトラクタフィーダに変更→余白を

設定（参考値：左１３～１５,上４）にしてください。 

 

◇メッセージハガキ私製での参考余白値◇ 

Canon PIXUS 550i（インクジェット） 左：5.5 上：10 

OKI MICROLINE 5350SE（インパクト） 左：6.5 上：10 

Canon LASERSHOT LBP840（レーザー） 左：4.5 上：10 
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１１００--１１--２２--２２  顧顧客客印印刷刷 メメニニュューー  

 

顧客メニューには、顧客車両・フリガナ順・ポイント順・ランク順・総売上高順・粗利益

順・利益率順を一覧表やタックシール・ハガキに印刷することができます。 

「顧客」ボタンをクリックします。 

 

 

下記のメニューが表示されます。 

 

 
 

（例）顧客車両リストを弊社担当者別に印刷したい。 

①現在選択されている顧客車両一覧より、担当者別フリガナ順一覧を選択します。 

②「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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③一覧発行にチェックが入っている方は、顧客詳細画面の一覧発行にチェックが入って

いる人ということになります。 

チェックがない方で、一覧表に印刷したい方はチェックをつけます。 

全件にチェックをつける場合は、「F5 チェックする」を選択してください。 

 

 

④「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

⑤印刷プレビューが表示されます。 

ページに収まっていない場合は、ページ設定で余白値をいれてください。 

 

 
⑥「印刷」をクリックすると印刷が始まります。 

⑦「閉じる」をクリックして終了します。 

 

（例）5 月の総売上一覧表を印刷したい。 

 ①「総売上高順一覧」を選択し、期間を設定します。（総売上高で絞り込みもできます） 

 ②「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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 ③印刷チェック一覧画面が表示されます。「印刷」ボタンをクリックします。 

 ④印刷プレビュー画面が表示されます。総売上高順の表示になります。 

 

 
 ⑤必要に応じてページ設定をしてください。印刷準備ができましたら「印刷」をクリッ

クします。「閉じる」をクリックして終了します。 

◇印刷項目◇ 

顧客名・住所・総売上高・電話・携帯番号・勤務先電話・担当者・総利益額・利益率 

（例）5 月の売上の粗利益を一覧表で印刷したい。 

 ①「粗利益順一覧」を選択し、期間を設定します。（粗利益額で絞込むこともできます） 

 ②「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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③印刷チェック一覧画面が表示されます。「印刷」ボタンをクリックします。 

④印刷プレビュー画面が表示されます。粗利益額順の表示になります。 

 

 

 ⑤必要に応じてページ設定をしてください。印刷準備ができましたら「印刷」をクリッ

クします。「閉じる」をクリックして終了します。 

◇印刷項目◇ 

顧客名・住所・総売上高・電話・携帯番号・勤務先電話・担当者・粗利益額・利益率 

 
（例）5 月の売上の利益率を一覧表で印刷したい。 

 ①「利益率順一覧」を選択し、期間を設定します。（利益率で絞り込むこともできます） 

 ②「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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③印刷チェック一覧画面が表示されます。「印刷」ボタンをクリックします。 

④印刷プレビュー画面が表示されます。利益率順の表示になります 

 

 
 ⑤必要に応じてページ設定をしてください。印刷準備ができましたら「印刷」をクリッ

クします。「閉じる」をクリックして終了します。 

◇印刷項目◇ 

顧客名・住所・総売上高・電話・携帯番号・勤務先電話・担当者・粗利益額・利益率 

※粗利に関するものは、原価入力のオプション機能を導入頂いた場合に有効に働きます。 

 

１１００--１１--２２--３３  顧顧客客生生年年 月月日日メメニニュューー  

 

誕生日が近い方にお誕生日カードを送ったりする場合は、顧客生年月日メニューより誕生

月で検索し、一覧表やハガキ宛名やタックシールに印刷することができます。 

顧客詳細画面の誕生日に値が入っている方が、印刷対象になります。 

①顧客生年月日ボタンをクリックします。 
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②誕生月を選択します。ハガキ宛名で選択し、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
③印刷一覧が表示されます。 

印刷しない方のチェックを外し、［F9 印刷］ボタンを選択します。 

 

 

④印字位置が合わない場合は、「ページ設定」を選択し、余白を設定してください。 

⑤ハガキをプリンタにセットし、印刷ができる状態になったら、「印刷」をクリックします。 
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⑥印刷が終了すると、「閉じる」をクリックして「終了」ボタンを選択して終了します。 

 

◇お誕生日カードの取り扱いについて◇ 

当社では、お誕生日カードを販売しております。ご注文お待ちしております。 

 

  

注文番号 注文番号 

DP－BIR－A 100枚入り  単票 DP－BIR－B 100枚入り  単票 
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１１００--１１--２２--４４  取取引引経経過過 日日数数一一 覧覧メメニニュューー  

 

顧客入庫促進の判断材料として、最後に売上伝票を作成した日付から今日まで何日間経過

しているのかを取引経過日数で確認することができます。足が遠のいている顧客を検索し、

一覧表や、ご案内ハガキとしてタックシールやハガキ宛名印刷ができます。 

①「取引経過日数一覧」ボタンをクリックします。 

 

 
②下記の画面が出ます。日数を入力してください。一覧表を印刷します。 

③「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
④期間内に取引がない顧客リストが表示されます。 

 

 
⑤印刷ボタンをクリックします。プレビュー画面が表示されます。 
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⑥必要に応じて、「ページ設定」より余白位置を設定してください。印刷準備ができました

ら「印刷」ボタンをクリックします。終わったら、「閉じる」をクリックし、「終了」ボ

タンをクリックしてください。 

 

１１００--１１--２２--５５  営営業業日日報報 メメニニュューー  

 

指定した期間の売上高一覧表や売上粗利益一覧表を印刷するメニューです。 

①営業日報ボタンをクリックします。 

 

 

②売上高粗利益一覧表をクリックし、期間を設定します。 

「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。必要に応じ、「ページ設定」より余白設定をしてく

ださい。印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。 

印刷が終わると、「閉じる」をクリックし「F12 終了」ボタンをクリックします。 
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◇印刷項目◇ 

◇一行目◇  

作成日 売上伝票の作成日 

伝票№ 伝票の№ 

売上区分 伝票の売上区分 

登録番号 お車の登録番号 

車名 車名 

通称名 通称名 

請求者 CD 請求者様のコード番号 

請求者名 請求者様のお名前 

◇二行目◇  

請求額 諸費用＋売掛金の合計額（預かり金は含みません） 

自賠責 車両の自賠責金額 

重量税 車両の重量税 

代行料 車検代行料を諸費用として管理している場合に税抜き表示される 

他の諸費用 その他の諸費用が表示されている場合もある 

 例：印紙代 

入金額 伝票に取り込まれている預かり金額 

◇三行目◇  

工賃 技術料の売価合計 

工賃原価 技術料の原価合計 

工賃利益 工賃－工賃原価＝工賃利益 

部品 部品代の売価合計 

部品原価 部品代の原価合計 

部品利益 部品－部品原価＝部品利益 

値引 伝票値引きの金額 

合計利益 工賃利益＋部品利益＝合計利益額 

消費税 課税対象金額の消費税合計 

差引合計額 請求額－入金額＝差引合計額 

売上合計額 請求額 

◇合計行◇  

 各項目の合計金額や総合計を印字します。 

 一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

 この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

 「ページ設定」を開き、上余白や下余白に 5～50 までの数字を入れて調整してください。 
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１１００--１１--２２--６６  統統計計表表メメニニュューー  

 

指定した期間で、営業担当者別・メカニック別・売上区分別で売上一覧や粗利一覧を印刷

することができます。 

①「統計表」ボタンをクリックします。 

 

 

②下記のような画面が表示されます。営業担当者別で、５月の粗利一覧表を印刷します。 

③設定できたら、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

④印刷プレビュー画面が表示されます。必要に応じてページ設定をしてください。 

 印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。終了する場合は「閉じる」をクリ

ックした後、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 212 ‐ 

 

◇印刷項目◇ 

◇一行目◇  

コード 担当者コード 

営業担当者 社員名（営業担当者） 

台数 指定した期間内に、売上伝票を上げた車の台数 

部品売上 指定した期間内の部品売上の合計額 

工賃売上 指定した期間内の技術料売上の合計額 

値引き 指定した期間内の伝票値引きの合計額 

小計 部品売上+工賃売上－値引き＝小計額 

諸費セット 自社設定をしている諸費セットを伝票で使った場合の金額 

諸費用 自賠責・重量税などの諸費用額（税抜き） 

消費税 課税対象項目の消費税合計額 

売上合計 小計＋諸費用＋消費税＝売上合計額 

◇二行目◇  

部品原価 指定した期間内の部品原価の合計額 

工賃原価 指定した期間内の技術料原価の合計額 

原価合計 部品原価＋工賃原価＝原価合計 

◇三行目◇  

部品利益 指定した期間内の部品利益の合計額 

工賃利益 指定した期間内の技術料利益の合計額 

利益合計 部品利益＋工賃利益＝利益合計額 

◇合計行◇  

 各項目の合計金額や総合計を印字します。 

 一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

 この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

 「ページ設定」を開き、上余白や下余白に 5～50 までの数字を入れて調整してください。 
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◇客別印刷を選択する◇ 

①５月の粗利益一覧表を営業担当者別で、更に客別に印刷したい場合は、客別印刷にチェ

ックを入れて、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。「印刷」をクリックすると印刷が始まります。 

 

 
営業担当者名が表示され、請求先顧客名別に、部品売上・部品原価・工賃売上・工賃原価・

諸費セット・諸費用・消費税などが一覧に表示されます。 
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１０-１-２-６-１ メカニック別メニュー 

 

５月のメカニック別粗利益一覧表を印刷したい場合は、下記の設定をします。 

①「メカニック別」をクリックし、期間を入力します。種類は、粗利一覧を選択し、標準

のまま「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。 
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◇印刷項目◇ 

◇一行目◇  

コード メカニック者のコード。 

メカニック メカニック名 

台数 指定した期間内に、売上伝票を作成した車の台数 

部品売上 指定した期間内の部品売上の合計額 

工賃売上 指定した期間内の技術料売上の合計額 

値引き 指定した期間内の伝票値引きの合計額 

小計 部品売上+工賃売上－値引き＝小計額 

諸費セット 自社設定をしている諸費セットを伝票で使った場合の金額 

諸費用 自賠責・重量税などの諸費用額（税抜き） 

消費税 課税対象項目の消費税合計額 

売上合計 小計＋諸費用＋消費税＝売上合計額 

◇二行目◇  

部品原価 指定した期間内の部品原価の合計額 

工賃原価 指定した期間内の技術料原価の合計額 

原価合計 部品原価＋工賃原価＝原価合計 

◇三行目◇  

部品利益 指定した期間内の部品利益の合計額 

工賃利益 指定した期間内の技術料利益の合計額 

利益合計 部品利益＋工賃利益＝利益合計額 

◇合計行◇  

 各項目の合計金額や総合計を印字します。 

 一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

 この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

 「ページ設定」を開き、上余白や下余白に 5～50 までの数字を入れて調整してください。 
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◇顧客別で印刷する場合◇ 

①標準から顧客別をクリックした後、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷プレビューが表示されます。 

 

 
メカニック名が表示され、請求先顧客名別に、部品売上・部品原価・工賃売上・工賃原価・

諸費セット・諸費用・消費税などが一覧に表示されます。 
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◇更に詳しく、伝票明細の集計で印字したい場合◇※標準システムのみ 

①明細集計をクリックした後、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 
売上伝票の明細行毎に、担当したメカニックを設定することができます。（現在は１人のみ） 

指定した期間内に作成した売上伝票の明細行をメカニック毎に集計した統計表です。 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 218 ‐ 

 

１０-１-２-６-２ 売上区分別メニュー 

 

指定した期間内での売上区分別売上一覧表や粗利益一覧表を印刷することができます。 

売上伝票のみならず、見積書や作業指示書の集計もできます。 

①下記のように設定します。 

全ての売上区分名称にチェックを入れた状態で、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。 
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◇印刷項目◇  

◇一行目◇  

売上区分 売上伝票の売上区分 

部品売上 指定した期間内の売上区分毎の部品売上合計額 

工賃売上 指定した期間内の売上区分毎の技術料売上合計額 

値引き 売上区分毎の伝票値引き合計額 

諸費ｾｯﾄ課税 売上区分毎の諸費ｾｯﾄ課税項目の合計額（税抜き表示） 

諸費ｾｯﾄ非課税 売上区分毎の諸費ｾｯﾄ非課税項目の合計額 

諸費課税 売上区分毎の諸費用（課税）の合計額 

諸費非課税 売上区分毎の諸費用（非課税）の合計額 

消費税 部品代・工賃・諸費ｾｯﾄ課税・諸費課税の消費税合計額 

合計 部品売上＋工賃売上－値引き＋諸費ｾｯﾄ課税＋諸費ｾｯﾄ非課税＋消費税

＝合計額 

◇二行目◇  

部品原価 売上区分毎の部品原価の合計額です。 

工賃原価 売上区分毎の技術料原価の合計額です。 

◇三行目◇  

部品粗利 売上区分毎の部品粗利の合計額です。 

工賃粗利 売上区分毎の技術料粗利の合計額です。 

粗利益合計 部品粗利＋工賃粗利＝粗利益合計です。 

◇四行目◇  

部品代／台 部品売上／台数＝部品代／台で 1 台当たりの部品代です。 

工賃／台 工賃売上／台数＝工賃／台で 1 台当たりの技術料です。 

◇網掛行◇  

 売上区分行の下に、網掛け印字される行があります。こちらは、売上分類の各項目の合

計金額が表示されます。売上区分は、売上分類というグループで管理されています。 

 売上区分が違っていても、売上分類が同じグループの場合は、合計して計算されます。 

 売上分類の登録は、「マスタ」→「伝票系マスタ」→「売上分類マスタ」で管理します。 

 売上区分の登録は、「マスタ」→「伝票系マスタ」→「売上区分マスタ」で管理します。 

 操作方法は、マスタ章でご確認下さい。 

◇合計行◇  

 各項目の合計金額や総合計を印字します。 

 一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

 この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

 「ページ設定」を開き、上余白や下余白に 5～50 までの数字を入れて調整してください。 
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◇利益集計一覧表を印字する場合◇ 

諸費用（課税・非課税）を含まない利益だけの集計表を印刷することができます。 

①期間を設定した後、種類より利益集計一覧を選択し「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。 
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◇印刷項目◇  

◇一行目◇  

売上区分 指定した期間内での売上伝票の売上区分 

台数 売上区分毎の売上伝票を作成した車の台数合計 

部品売上高 売上区分毎の部品売上合計額 

工賃売上高 売上区分毎の技術料売上合計額 

値引き 売上区分毎の伝票値引き合計額 

売上高合計 部品売上高＋工賃売上高－値引き＝売上高合計額 

部品利益 売上区分毎の部品利益合計額 

工賃利益 売上区分毎の技術料利益合計額 

値引き 売上区分毎の伝票値引き合計額 

利益合計 部品利益＋工賃利益－値引き＝利益合計額 

◇網掛行◇  

売上区分行の下に、網掛け印字される行があります。こちらは、売上分類の各項目の合 

計金額が表示されます。売上区分は、売上分類というグループで管理されています。 

売上区分が違っていても、売上分類が同じグループの場合は、合計して計算されます。 

◇合計行◇  

 各項目の合計金額や総合計を印字します。 

 一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

 この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

 「ページ設定」を開き、上余白や下余白に 5～50 までの数字を入れて調整してください。 
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◇期間内に作成中の見積書の粗利一覧表を印刷する場合◇ 

①期間を設定した後、粗利一覧を選択し、伝票区分の売上伝票のチェックを外した後、見

積書にチェックをつけて「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 
印刷項目の変更はありません。 

このように売上伝票だけではなく、作成中の見積書や社内処理伝票などの集計表も印刷が

できます。 
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１１００--１１--２２--７７  入入金金メメニニュューー  

 

指定した期間内の入金一覧表を印刷することができます。 

①「入金」ボタンをクリックします。 

 

 

②下記の画面が表示されます。５月中の入金情報を個人別に一覧表で印刷します。 

設定ができましたら「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
③印刷プレビュー画面が表示されます。 
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◇印刷項目◇ 

入金日 入金処理をした日付 

顧客 CD 顧客のコード 

顧客名 請求先名 

入金区分 入金区分 

入金高 指定した期間内に入金された合計金額 

値引高 指定した期間内に入金値引きをした合計金額 

預かり金 指定した期間内にお預かり金のあった合計金額 

◇合計行◇  

入金高・値引高・預かり金の合計額が印刷されます。 

一覧表が複数ページになる場合は、最終ページに合計額が印字されます。 

この合計行が、最終ページなのに画面表示がされてない、印字されないといった場合は 

「ページ設定」を開き、上余白や下余白を調整してください。 

◇入金区分別に入金一覧表を印刷する場合◇ 

①入金区分集計をクリックし、期間を設定後、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
②印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 

◇印刷項目◇ 

 入金区分名・入金額合計・値引・計 

 最後の行には、各金額の合計が印刷されます。 
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１１００--１１--２２--８８  おお礼礼状状 メメニニュューー  

 

指定した期間内に、売上伝票を作成したお客様に、お礼状を印刷することができます。 

指定した期間内に入金処理をしたお客様にも、お礼状を印刷することができます。 

①「お礼状」ボタンをクリックします。 

 

 
②礼状印刷画面が表示されます。５月中に伝票を作成したお客様に、メッセージハガキを 

 印刷する場合は、「伝票」ボタンを選択し、期間を設定し、メッセージハガキ私製をクリ

ックしてから、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

③あらかじめ作成してあるメッセージのタイトル名とコメントが表示されますので、今回

使うメッセージのタイトル名をクリックし、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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④印刷チェック一覧画面が表示されます。送らない人がいる場合は、DM 区分のチェック

を外してください。「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

⑤印刷プレビュー画面が表示されます。必要に応じて、ページ設定から余白の設定をして

ください。印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。「閉じる」をクリック

すると終了します。 

 

 

入金のお礼状を出す場合も、同様の手順でメッセージ付ハガキなどの印刷ができます。 
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◇入庫お礼はがきの取り扱いについて◇ 

当社では、お誕生日カードを販売しております。ご注文お待ちしております。 

  

商品名：入庫お礼はがきＡ 商品名：お礼はがきＡ 

注文番号：DP-NTHA-A 注文番号：DP-THA-A 

1 枚物・単票・100 枚 1 枚物・単票・100 枚 

  

 

 

商品名：お礼はがきＢ  

注文番号：DP-THA-B  

1 枚物・単票・100 枚  
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第第第１１１１１１章章章      車車車検検検点点点検検検メメメニニニュュューーー   

１１１１--１１  車車検検点点検検ににつついいてて  
１１-１-１ 画面の起動方法 

メインメニューから「車検点検」メニューをクリックします。 

 

 

 

１１-１-２ 車検点検について 

 

車検期限が近づいているお客様を、一覧表として印刷し、車検案内ハガキを送付するため

に宛名印刷することができます。ハガキだけでなく、メールアドレスを登録している顧客

に対しては、メールを送信することができます。メールで発信すると経費削減にもなりま

すので、ぜひ活用してください。 

なお、当社では車検案内ハガキを発売しております。 

◇車検点検はがきＡＷ◇ 

 

 
 注文番号     

 DP－SHTW－A  諸費用記入枠有り（無しタイプ DP－SHT－A）単票 
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◇車検点検はがきＢＷ◇こちらは連続用紙も用意しております。（注文番号 DP-SHRW-A） 

 

 
 注文番号 

 DP－SHTW－B  諸費用記入欄有り（無しタイプ DP－SHT－B）単票 

◇車検点検はがきＣＷ◇ 

 

 
 注文番号 

 DP－SHTW－C  諸費用記入欄有り（無しタイプ DP－SHT－C）単票 

◇車検点検はがきＤＷ◇ 

 

 

 注文番号 

 DP－SHTW－D  諸費用記入欄有り（無しタイプ DP－SHT－D）単票 
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１１-１-３ 車検点検画面説明 

 

画面の項目についてご説明します。 

①車検・点検ボタン 

 

 
 既定値では、車検が選択されていますので、点検案内リストを出す場合は、点検

ボタンをクリックして変更してください。 

②開始日・終了日を設定します。この期間内に車検期限満了日（点検期限）が来るお車を

探して一覧表示するようになります。 

 

 
③検索ボタンをクリックすると、上記の条件にあった顧客車両を検索します。 

 

 
 

◇補足◇ 

検索ボタンの右に、未更新ボタンが表示されている場合は、車検期限や点検期限が更新さ

れていない過去の日付である車両があるということになります。未更新ボタンをクリック

しますと、過去の日付の車両は車検期限と周期、点検期限と周期を確認して値がある車両

のみを自動的に更新します。開始日終了日に期限が来る車両のみならず、全車両更新対象

になりますのでご注意下さい。 

未更新ボタンから全車両の車検期限を更新したくない場合は、車検伝票作成時に車検期限

を修正して頂くか、車両詳細画面で修正して頂くか、車検点検画面から日付の変更として

修正して頂く必要があります。 
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１１-１-４ 検索方法 

 

①画面が表示されます。８月に車検期限が来る顧客車両リストを印刷する場合は、期間を

開始 H15.08.01～終了Ｈ15.08.31 と設定します。「検索」ボタンをクリックします。 

 

 
②顧客車両一覧が表示されます。 
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１１１１--１１--４４--１１  メメーールル送送信信（（標標 準準シシスステテムムののみみ））  

 

①メールを送信する場合は、「F7 メール」ボタンをクリックします。 

 ※顧客詳細画面の E-Mail か携帯 Mail にアドレスが入っているものが対象となります。 

  更に、ボタンを選択している方が既定値で表示されます。 

 

 

②メッセージメールか、諸費用明細メールを発送するかを選択します。メッセージメール

は予め登録しているメッセージを送ります。諸費用明細メールは、顧客車両の諸費用項

目を記入したメールを送ります。 

 メッセージメールを選択している状態で、「F9 メール」ボタンをクリックします。 

 

 
③タイトル名より、今回送付したいタイトルをクリックし、「F9 メール」ボタンを選択し

ます。タイトル名をクリックしますと、コメント欄にメッセージ内容が表示されます。 
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④お使いのメールソフトの画面が表示されます。（表示されないソフトもあります）送信ボ

タンをクリックしますと、顧客にメッセージメールが送信されます。 

 

 
⑤最後に、下記のような画面が表示されます。プレビュー表示をする場合は、「はい」を選

択してください。 

 

 

⑥未作成と作成済のリストが表示されます。印刷する場合は、「印刷」を選択してください。 
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◇メール受信画面◇ 

 

 

 

次は、諸費用明細メールを選択する場合です。 

①諸費用明細メールボタンを選択し、「F9 メール」ボタンをクリックします。 

 

 
②お使いのメールソフトの画面が表示されます。（表示されないソフトもあります）よろし

かったら、送信ボタンをクリックしますと、顧客にメッセージメールが送信されます。 
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③最後に、下記のような画面が表示されます。プレビュー表示をする場合は、「はい」を選

択してください。 

 

 

④未作成と作成済のリストが表示されます。印刷する場合は、「印刷」を選択してください。 

 

 

 

 
メール受信画面◇ 
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１１１１--１１--４４--２２  印印刷刷機機能能  

１１-１-４-２-１ 一覧表印刷 

印刷機能として、一覧表・アタックシート・DM ハガキ・タックシール・振興会車検点検

ハガキ・ハガキ宛名・諸費用記載ハガキなどの印刷機能を持っています。 

①検索後、「F8 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷画面が表示されます。一覧表を印刷したい場合は、種類は変更せず、パターンを確

認します。顧客車両情報を詳しく印字するものが、縦用紙になります。 

 単位は、全件のままで、DM 区分別はしないのままで、「F9 印刷」ボタンをクリックし

ます。 
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③印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 
④必要に応じて、「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができましたら、

「印刷」をクリックしてください。その後、「閉じる」で画面を終了します。 

◇印刷項目・縦用紙◇ 

期限・登録番号・型式・原動機型式・年式・郵便番号・住所１・住所２・顧客名１・顧客

名２・車名（通称名）・電話・勤務先電話・自賠責保険期限・型式―類別・車台番号・自賠

責・重量税・代行料（諸費用にいれていなければ表示されません）・印紙代・消費税・合計 

 

◇パターン・横用紙選択◇ 

 

 
◇印刷項目・横用紙◇ 

期限・登録番号・顧客名・住所 1・車名・年式・型式・電話・勤務先電話 
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１１-１-４-２-２ アタックシート印刷 

 

DM 発送日や訪問日などを記入するアタックシートを印刷することができます。 

①印刷用紙をアタックシートに変更して「F9 印刷」ボタンをクリックしてください。 

 

 

②印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 

◇印刷項目・アタックシート◇ 

※手書きする箇所 

DM1・DM2・TEL1・TEL2・訪問 1・訪問 2・対応入庫確認・車両抹消・顧客抹消 

※顧客詳細・車両詳細画面の項目に入力しておくと印字される箇所 

上記以外の車検満了期限・登録番号・顧客名・住所１・紹介者名・車名・車台番号・

年式型式・初年度・諸費用・オーナー備考・車両備考 
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１１-１-４-２-３ ＤＭ印刷 

 

諸費用を印刷せずに、顧客情報と車両情報をハガキ表面に印刷をします。 

①種類をＤＭ印刷に変更して、「F9 印刷」ボタンをクリックしてください。 

 

 

②「ページ設定」から、用紙サイズをハガキに変更し、余白値（左・上）を設定してくだ

さい。印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。最後に、「閉じる」を選択

し終了します。 
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◇余白・参考値◇ 

 左余白：5～7  上余白：10～11  

 ※なお、ご使用になるプリンタによって違いますので、テスト印刷をされて印字余白を

設定してください。 

 

１１-１-４-２-４ 振興会車検ハガキ印刷 

 

振興会から購入している車検点検ハガキを印刷する場合に選択します。 

ハガキ裏の絵が、犬の絵のハガキに対応しています。（キツネは対応していません。） 

①振興会車検ハガキをクリックし、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷プレビューが表示されます。ページ設定をクリックし、余白値を設定してください。 

 インクジェットプリンタ 参考値  左余白：6  上 11～12  

 

 
③印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。「閉じる」で終了します。 

テスト印刷をして、印字位置を確認してください。 
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１１-１-４-２-５ タックシール印刷（単票） 

 

顧客住所と氏名を、12 面のタックシールで打ち出すことができます。 

①タックシールを選択し、パターンは単票を選択します。 

「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

②印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 
 

③ページ設定から、下記の余白を参考にして余白設定をしてください。 

Canon PIXUS 550i（インクジェット） 左：17～20 上：20～22 

OKI MICROLINE 5350SE（インパクト） 左：17～20 上：20～22 

Canon LASERSHOT LBP880（レーザー） 左：17～20 上：21～23 
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◇タックシールについて◇ 

当社推奨として、下記の宛名ラベルを使用しています。 

この規格に合うタイプの用紙でしたら、印字ズレはないと思います。 

型番：東洋印刷（ナナオ）・ＦＪＡ２１０ 単票 

 

ラベルサイズ 83.8mm×42.3mm 12 面付 

1 箱 A4 サイズ 100 シート入り 

 

 

コクヨ製品同等品  ﾀｲ-2171-W 

エーワン製品同等品 28723 

ヒサゴ製品同等品  GP861 

 

型番：東洋印刷（ナナオ）・ＭＴ８Ｃ 連帳 

 

用紙サイズ 203mm×254mm 12 面付 

１箱 500 折 

 

 

コクヨ製品同等品  ECL-219 

エーワン製品同等品 28051 
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１１-１-４-２-６ タックシール印刷（連帳） 

 

連帳タイプの 12 面タックシールの印刷も対応しております。 

印刷する前に、プリンタ設定での準備が必要になります。 

※OS でのプリンタ設定画面を表示します。 

（XP：スタートメニュー→コントロールパネル→プリンタと FAX を選択） 

 

 
※白いところで右クリック→サーバーのプロパティを選択します。 
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新しい用紙を作成するにチェック→用紙名を分かりやすい名前に変更します。 

（例：連帳タックシール）→作成する用紙のサイズはメートル法の状態→幅：20.40cm  

高さ：25.80cm（用紙とは若干異なるので注意）→「用紙の保存」ボタンをクリックし、

「OK」ボタンをクリックします。 

※印刷メニューの車両を選択したタックシール（連帳）時の設定と同じです。 

 

 

①検索後、「F9 印刷」ボタンをクリックし、タックシールをクリックします。 

②パターンを連帳に変更して、「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
③印刷プレビュー画面が表示されます。 

④「ページ設定」をクリックします。 

用紙サイズを、連帳タックシールを選択→給紙方法をトラクタフィーダに変更→余白を

設定（参考値：左１３～１５,上４）にしてください。「OK」ボタンをクリックします。 

⑤印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。 

⑥印刷後は、「閉じる」をクリックして終了してください。 
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◇補足◇ 

担当者別を選択すると、顧客名の下に、担当者名が印刷されます。 

 

 

 

 
 

１１-１-４-２-７ 明細付ハガキ印刷 

 

メッセージ付きや、諸費用項目を印刷するタイプなどの明細付きハガキの印刷ができます。 

①明細付ハガキをクリックします。まず、メッセージ印刷をクリックし「F9 印刷」ボタン

をクリックします。メッセージ印刷は、官製はがきに印刷できるタイプです。 
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②タイトル名が表示されます。 

印刷したいタイトルを選択後、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。ページ設定で、余白を設定してください。 

 印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。「閉じる」で終了します。 
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次に、私製はがきでのメッセージ印刷を選択します。 

当社での車検案内ハガキ（単票）を印刷する場合は、こちらを参考にしてください。 

①パターンをメッセージ印刷（私製ハガキ）に変更した後、「F9 印刷」ボタンを選択しま

す。 

 

 
 

②メッセージ印刷と同様に、タイトルを選択します。「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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③印刷プレビュー画面が表示されます。必要に応じてページ設定をしてください。 

 

 
諸費用パターンの画面です。それぞれのハガキタイプに応じてご使用下さい。 

【諸費用パターンＡ】 【諸費用パターンＢ（連帳）】 

  

 設定については、当社ホームページのサポ

ート情報 VＯＬ135 項目をご確認くださ

い。 
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【諸費用パターンＣ（車検のみ）】 【諸費用パターンＤ】 

  

 設定については、当社ホームページのサポ

ート情報 VOL106 項目をご確認ください。 

【諸費用パターンＥ】 【諸費用パターンＦ（単票）】 

  

設定については、当社ホームページサポー

ト情報 VOL117 をご確認ください。 

設定については、当社ホームページのサポ

ート情報 VOL131・VOL135 をご確認くだ

さい。 
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１１１１--１１--４４--３３  ハハガガキキ宛宛名名印印 刷刷  

 

ハガキに顧客住所氏名を印刷する場合は、ハガキ宛名を選択します。 

「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 
印刷準備ができたら「印刷」をクリックします。「閉じる」で終了します。 

 

 
 

１１１１--１１--４４--４４  振振興興会会点点 検検ハハガガキキ印印 刷刷  

 

振興会から点検ハガキを購入されている場合は、振興会点検ハガキを選択すると、印刷が

できます。選択後、「印刷」ボタンをクリックします。 
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印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 
「ページ設定」から余白値を設定します。 

お使いのプリンタによって余白値が違いますので、テスト印刷をして合わせてください。 

インクジェットプリンタ 参考値：左余白 6  上余白：11～12 

印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。 

「閉じる」をクリックして、終了します。 
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１１１１--１１--４４--５５  DDMM 区区分分別別 設設定定  

 

車検点検メニューでは、期間を設定するだけではなく、更に、車両の DM 区分別で絞込み

検索を行い、条件に合った車両だけに発送することができます。 

 

 
既定値では「しない」が選択されていますが、区分別に設定したい場合は「する」に変更

します。DM 区分名称より、印刷したい名称の前のボックスをクリックし、チェックをつ

けます。「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

DM 区分の項目は、メインメニュー→マスタ→車両系マスタ→車両 DM 区分マスタで追加

できます。設定は、照会→車両詳細→車検期限の横（点検期限の横）で設定します。 
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１１１１--１１--４４--６６  車車検検・・点点検検期期 限限のの変変 更更  

 

車検期限の変更は、車検点検画面でも変更することができます。 

①「変更」ボタンをクリックすると、日付の修正ができます。 

 

 

②日付までカーソルを移動し、日付を修正します。 

 

 

③変更後「保存」をクリックします。登録中と表示されて、画面は検索前の状態に戻ります。 

 

 

◇補足◇ 

 車検期限の更新は、その車両が車検を受けに入庫されて作成する売上伝票の基本画面で車

検期限や点検期限を修正する場合が多いと思います。 

車検点検画面では、車検期限の更新漏れがないかをチェックする場合に、ご使用いただく

ことができます。 
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第第第１１１２２２章章章      UUUpppdddaaattteee 機機機能能能   

１１２２--１１  画画面面説説明明  
１２-１-１ 起動方法 

メインメニューから、「Update」メニューをクリックします。 

 

 

 

１２-１-２ 画面説明 

 

DreamPower シリーズの特徴としまして、常に最新の状態でお使い頂くために、アップデ

ート機能を設けております。こちらは、インターネット経由で当社サーバーより最新のプ

ログラムや、最新のデータをダウンロードして頂ける機能をもっています。 
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１１２２--１１--２２--１１  UUppddaatt ee 手手順順  

 

インターネット環境が、ダイヤルアップ環境の場合は、「接続」ボタンをクリックします。 

 

 
ダイヤルアップ接続画面が表示され、接続します。 

接続をしないと、エラー発生と表示されますので接続ボタンをクリックしてください。 

 

 

※ダイヤルアップ環境ではない場合は、上記手順は必要ありません。 

確認ボタンをクリックします。 

 

 
当社サーバーとの接続後、最新のバージョンがあるかどうかを確認します。 
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◇最新のバージョンがない場合◇ 

 

 

◇最新のバージョンがある場合◇ 

 

 

「開始」ボタンをクリックしますと、ダウンロードが始まります。 

最新 VOL まで上げて頂いたら、「終了」ボタンをクリックします。 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 257 ‐ 

 

１１２２--１１--２２--２２  DDaattaaUU ppddaatt ee ササ イイトト説説 明明  

 

確認ボタンをクリックすると、下の画面に DataUpdate サイトへと書かれたバーが表示され

ます。こちらでは、全国所有者データ・住所データ・諸元データなどのデータ類を更新する

ためのアップデートサイトです。最新バージョンがなくても、データが更新されている場合

がありますので、こちらも時々チェックをしてください。 

①「押す」をクリックします。 

 

 
②下記の表示がされます。 

 

 

③「実行方法」をクリックしますと、ダウンロードの手順が明記されています。 

 初めて実行される場合は、ご確認ください。「戻る」をクリックすると画面が戻ります。 

④「全国所有者コードマスタ」をクリックします。 
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 こちらでは、全国の所有者コードが更新されるサイトになっております。 

 ファイル名・サイズ・更新日が表示されます。 

⑤「全国（一括）」をクリックすると、ファイルのダウンロード画面が表示されます。 

 

 
⑥「開く」ボタンをクリックしてください。100%完了となるまでお待ちください。 
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⑦全国所有者コード画面が表示されます。 

※開始を押すと処理を中断できません。時間がかかる場合があります。 

※LAN 環境でお使いの場合は、できるだけサーバー機で行ってください。 

 クライアント機でも実行は可能ですが、時間がかかる場合があります。 

※WAN 環境でお使いの場合は、サーバー機のみで実行してください。 

 クライアント機では実行しないようにご注意ください。 

 

 

⑧注意点をご確認頂きましたら、「開始」ボタンをクリックします。 

⑨処理が終わったら、確認が表示されます。「ＯＫ」をクリックしてください。 

 

 

⑩「終了」ボタンをクリックしますと、画面が閉じられます。 

 

 

⑪続けて、他のデータをダウンロードする場合は、「戻る」をクリックしてサイトメニュー

まで画面を戻します。終了する場合は、「終了」ボタンをクリックし、メインメニューに

戻ります。 

⑫「最新情報」ボタンをクリックすると、当社ホームページのサポート情報が確認できます。 
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その他のデータについてご説明します。 

住所コードマスタ ４７都道府県の住所コードをダウンロードできます。 

作業部品名称マスタ 鈑金作業に関する作業部品名称マスタがダウンロードで

きます。コードナンバーの頭に B が付く名称になります。 

諸元マスタ（オプション） オプション契約をして頂いている方のみご使用になれま

す。型式指定番号・類別区分番号での諸元データをダウ

ンロードできます。月一回更新していきます。 

点数単価マスタ（オプション） オプション契約をして頂いている方のみご使用になれま

す。日整連点数データに記載されている作業点数のデー

タをダウンロードできます。 

  

各データのダウンロード手順は、全国所有者コードのダウンロード手順と大きな違いはあり

ませんので、画面にしたがってダウンロードをしてください。 

ダウンロードの途中でエラーが表示された場合は、販売店にご連絡ください。 

 

１１２２--１１--２２--３３  補補足足説説明明  

 

◇補足◇ 

①バージョンは、VOL として管理しています。 

現在の VOL を確認する場合は、メインメニューのタイトルバーを確認してください。 

②不定期にバージョンアップをしていきますので、週に一度はチェックをしてください。 

 バージョンアップは、一個ずつしかできませんので溜めてしまうと時間が取られます。 

③VOL によっては、ダウンロードした後に、「システムファイルの更新中です」というメッ

セージが表示されてすぐには終了しない場合がありますので、続けてバージョンアップを

する場合は、急がずに少し間を置いて、次の VOL を開始してください。 

④LAN や WAN 環境で、複数台でご使用になっている場合は、全マシンを Update する必

要があります。一台のバージョンをあげますと、他のマシンで次回 DreamPower を起動

した時に Update を促すメッセージが表示されますので、必ず Update をしてください。 

⑤Update 中に、「環境値が違います」などのエラーが表示された場合は、お手数ですが 

 販売店までご連絡下さい。 
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第第第１１１３３３章章章      秘秘秘書書書業業業務務務機機機能能能(((オオオプププシシショョョンンン)))   

１１３３--１１  画画面面のの起起動動方方法法  
 

メインメニューから「秘書業務」メニューをクリックします。 

 

 

 

１３-１-１ マスタの設定 

 

秘書業務とは、年間を通じてやらなくてはいけない業務や、今日やらなくてはいけない業務

を管理する機能です。 

この機能をお使いになる前に、マスタで管理する業務を設定する必要があります。 

①メインメニューから「マスタ」→「F11 会社情報」→「始業終業作業設定」ボタンをクリ

ックします。コード・項目・数字・期間・前後・作業の項目を設定して行きます。 
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（例）車検期限が来る２ヶ月前にハガキを送り、１ヶ月前になるとＥメールを送信し、２週

間前になると電話で確認し、入庫後２週間後にお礼のハガキを送る場合 

 

 

 

 

◇選択できるリスト◇ 

 項 目 車検・点検・誕生日・自賠責保険期限・任意保険期限・消耗品交換予定日 

 数 字 リスト無し（好きな数字を入れることができます） 

 期 間 ヶ月・日・週間 

 前 後 前・後 

 作 業 ハガキを送る・電話をする・封書で送る・Ｅメールを送信する 

  
◇補足◇ 

 決められたリスト以外に、任意のリストを追加することはできません。 
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１３-１-２ 秘書業務画面説明 

 

①始業終業画面が表示されます。作業日程には、本日の日付が表示されます。 

 この作業日程の日付を基準に、マスタで設定している車検２ヶ月前の車両をリスト表示し

ています。本日の日付にしておくと、２ヶ月後の日付に車検期限が来る車両が表示される

ようになります。 

②「始業業務の処理」ボタンをクリックし、「印刷」ボタンを選択します。 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

 

 タイトル  車検一覧 

 印字項目  期日・登録番号・顧客名・住所・型式・車台番号・電話番番号・勤務先電

話 

 マスタ項目  車検１ヶ月前にＥメールを送信する 

 マスタ項目  車検２週間前に電話をする 
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④必要に応じて「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができたら「印刷」

ボタンをクリックします。「閉じる」をクリックすると、次の一覧が表示されます。 

 

 
 タイトル  車検一覧 

 印字項目  期日・登録番号・顧客名・住所・型式・車台番号・電話番番号・勤務先

電話 

 マスタ項目 点検１ヶ月前Ｅメールを送信する 

 

⑤必要に応じて「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができたら「印刷」

ボタンをクリックします。「閉じる」をクリックすると、次の一覧が表示されます。 

 

 

 タイトル  誕生日一覧 

 印字項目  期限・顧客名・住所・電話番号・携帯電話・EMAil・勤務先電話番号 

 マスタ項目  誕生日一週間前ハガキを送る 

  

⑥必要に応じて「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができたら「印刷」

ボタンをクリックします。「閉じる」をクリックすると、次の一覧が表示されます。 

 

 

 タイトル 自賠責一覧 

 印字項目  期日・登録番号・顧客名・住所・型式・車台番号・電話番号・勤務先電

話 

 マスタ項目  自賠責期限２週間前電話をする 
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⑦必要に応じて「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができたら「印刷」

ボタンをクリックします。「閉じる」をクリックすると、次の一覧が表示されます。 

 

 
タイトル 消耗部品一覧 

印字項目  期日・登録番号・顧客名・住所・型式・車台番号・電話番号・作業型式 

マスタ項目  消耗品交換予定日１ヶ月前ハガキ 

 

⑧必要に応じて「ページ設定」から余白を設定してください。印刷準備ができたら「印刷」

ボタンをクリックします。 

⑨終了すると、始業終業画面に戻ります。 

 

◇補足◇ 

 ※ 現在、終業業務機能は使用できません。 

 ※ 今後、現在の仕様から仕様変更を行う場合があります。 
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第第第１１１４４４章章章      消消消耗耗耗部部部品品品管管管理理理(((オオオプププシシショョョンンン)))   

１１４４--１１  画画面面起起動動方方法法  
 

メインメニューから「消耗部品」メニューをクリックします。 

 

 

 

１４-１-１ 消耗部品管理機能説明 

お客様に安心して運転して頂くためには、日頃の愛車管理が重要と考えます。 

法で定められている車検整備以外で、日々の整備をプロの立場からお客様にご提案できる機

能として消耗部品管理機能を備えております。（オプション契約が必要です。） 

当システムでは、交換日で計算をさせる方式と交換周期で計算をさせる方式を用いており、

早く期限が来る日付を割り出し、交換予定日として表示させます。 

予め、消耗部品の交換予定日が分かる顧客車両に対して、ご案内ハガキを送付することもで

きますので、お客様とより密接な関係を図れることと思います。 

ぜひ、ご活用ください。 

◇消耗品オイルはがき◇   

 

  

消耗品オイルはがきＡ 消耗品オイルはがきＢ 消耗品オイルＣ 

DP-SHO-A 単票 DP-SHO-B 単票 DP-SHO-C 単票 

１枚物 100 枚  １枚物 100 枚  １枚物 100 枚  
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１４-１-２ マスタ設定 

消耗部品画面に入る前に、マスタで管理をする部品の登録を行う必要があります。 

①メニューの「マスタ」→「F6 車両系マスタ」→「消耗部品マスタ」をクリックします。 

 

 

◇設定項目◇ 

コード 作業部品マスタに登録されている作業コードになります。 

手入力でも、参照ボタンを使って作業部品名称参照画面から

お使いになりたい名称を検索することができます。 

一覧ではコード順の並びになります。 

定期交換部品 作業部品名称マスタに登録されている部品名称になります。 

周期（月） 交換周期（月）で設定します。1 年→12 と入力します。 

距離 交換距離を入力します。 

種別 どの種別で管理するかを設定します。何も選ばないと全種別

車両に適応します。 

管理区分 交換部品の管理グループを選択します。 

メール・ハガキ用メッセージ 

 

交換予定日を知らせるメールやハガキ用のメッセージを入力

します。全角文字数２５文字以内で入力してください。携帯

メールに送信する場合は、6・8・10・12 行で改行される携帯

電話がありますのでご注意ください。 

計算フラグ 新規車両登録時にマスタで設定している交換周期・距離で交

換予定日を表示させたくない時はチェックを外します。 

タイミングベルトなどはチェックを付けます。 
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◇補足説明（１）◇ 

①以前、消耗部品を管理したが、それを消して今から消耗部品の管理を始める場合に、車両

の消耗部品情報を初期化することができます。復活させることはできませんのでご注意下

さい。よろしかったら「車両消耗部品情報初期化」ボタンをクリックします。 

 

 
②メッセージが表示されます。よろしかったら「はい」をクリックします。キャンセルす

る場合は、「いいえ」をクリックします。全車両の消耗部品情報は削除されました。 

 

 

◇補足説明（２）◇ 

今まで登録してある交換部品項目を全車両から削除したい場合に使用します。削除したいマ

スタのコードでクリックし、「F9 一括」削除ボタンをクリックします。 

 

 

確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。「処理中」と画面が表示さ

れます。全車両に登録しますので、しばらく時間がかかる場合があります。 

 

 
新しく管理する交換部品項目を追加して、全車両に登録したい場合に使用します。追加した

マスタのコードをクリックし、「F10 一括」登録ボタンをクリックします。「はい」をクリッ

クします。 
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１４-１-３ 消耗部品画面説明 

 

①消耗部品画面を起動します。 

 

 
②消耗部品名が表示されています。エンジンオイルの交換時期が来る顧客車両のリストを印

刷する場合は、エンジンオイルにチェックを入れます。複数の消耗部品を選択することも

できます。「全てチェック」ボタンをクリックすると、全項目にチェックが入ります。 
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③次に、期間を設定します。「検索」ボタンをクリックします。 

 

 
④エンジンオイルの交換予定日が来る顧客車両リストが表示されます。 

 ※消耗部品管理をしている顧客車両で、過去の日付のままで消耗部品があった場合もリス

ト表示されますが、印刷列にチェックは入りません。 

 

 

⑤印刷する方には、印刷チェックをつけて下さい。全リストに印刷チェックをつけるボタン

もあります。反対に、印刷チェックを全て外すボタンもありますのでご利用ください。 

 

 

⑥メールを送信する場合は、「F7 メール」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦一覧表やタックシールを印刷する場合は、「F8 印刷」ボタンをクリックします。 
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⑧印刷メニューが表示されます。一覧表・タックシール・宛名ハガキ・メッセージハガキが

印刷できます。 

 

 

⑨メッセージハガキを選択し、「担当者名を印刷する」にチェックを入れ、「印刷」ボタンを

クリックします。 

 

 

⑩必要に応じて、「ページ設定」で余白設定をしてください。 

 印刷準備ができましたら、「印刷」をクリックします。「閉じる」で終了します。 

⑪印刷が終了しましたら、「F12 キャンセル」ボタンをクリックして画面を閉じてください。 

 

 

⑫消耗部品画面を閉じる場合は、「F12 終了」ボタンをクリックします。 
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１４-１-４ 計算方式説明 

１１４４--１１--４４--１１  交交換換距距離離 計計算算  

 

◇計算の流れ◇ 

①今までに何回交換したかを求める＝現在走行距離÷交換距離 

②最後に交換して現在どれくらいの距離（割合）を消費しているかを求める＝①の小数点下

３桁 

③次の交換までの距離（割合）を求める＝整数１－② 

④交換距離×割合で実際に残っている距離を求める＝交換距離×③ 

⑤④の距離を何日で消費するかを求める＝④÷１日平均走行距離 

⑥交換予定日とする＝今日の日付＋⑤ 

 

＜例＞エンジンオイル交換距離を 5000Km とする。 

現在の走行距離を 73000Km とする。 

  １日平均走行距離を、20Km とする。 

 ①73000÷5000＝14.6（回） 

 ②0.6（Km） 

 ③1－0.6＝0.4（Km） 

 ④5000×0.4＝2000（Ｋｍ） 

 ⑤2000÷20＝100（日） 

 本日の日付：2003/06/20＋100 日＝交換予定日 2003/09/28 

 ～目安として～ 

  （残り日数）100÷（1 ヶ月日数）30＝3.333・・（3 余り 9） 

  （現在の日付）2003/06/20＋3 ヶ月＋9 日＝約 2003/9/28 
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１１４４--１１--４４--２２  交交換換周周期期 計計算算  

 

◇計算の流れ◇ 

①走行期間を月単位で算出（初年度がない場合は走行期間は０）＝今日の日付－初年度 

②今までに何回交換したかを求める＝走行期間÷交換周期 

③最後に交換して現在どのくらいの期間（割合）を消費したか＝②の少数点以下三桁 

④次の交換までの月数（割合）を求める＝整数１－③ 

⑤実際に残っている期間（月）を求める＝交換周期×④ 

 

＜例＞ファンベルトの交換周期を 36 ヶ月とする。 

   初年度を平成 5 年 4 月とする。 

①H15.6.20－H5.4＝122（日） 

②122÷36＝3.388（回） 

③0.388（Kｍ） 

④1－0.388＝0.612（月） 

⑤36×0.612＝22.032（月） 

H15.6.20＋22 ヶ月＝H17.4.20 

＜例＞ファンベルトの交換距離を 30000Km と設定する。 

   走行距離 73,000Kｍ、１日平均距離 20ｋｍ 

①73000÷30000＝2.43333（回） 

②0.433（Km） 

③1－0.433＝0.567（Km） 

④30000×0.567＝17010（Km） 

⑤17010÷20＝850.5（日） 

850÷30＝28.3333（28 余り 9） 

今日 2003/06/20＋28 ヶ月＋9 日＝2005/10/29（H17.10.29） 

周期と距離を計算し、早く期限が来る方を交換予定日として表示します。 
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１４-１-５ 交換予定日更新手順 

 

交換予定日を更新するためには、消耗部品を交換した時に作成する伝票で幾つかの注意点が

ありますのでご確認ください。 

①伝票作成画面を表示します。基本画面より、現在の走行距離を修正します。 

  前：73,000 

 

 
②作業 CD で「F4 作業」ボタンをクリックします。 

③作業メニューが表示されます。「F6 消耗部品検索」をクリックしてください。 

 

 

④車両に設定されている交換部品が表示されます。エンジンオイルにチェックを入れ「F9 選

択」ボタンをクリックします。「Ｆ12 終了」ボタンをクリックし、保存してください。 

 

 
 

⑤車両詳細に入り、消耗部品画面を確認します。次回の交換予定日に変更されます。 

 

 
◇補足◇ 

 交換予定日が更新されていない場合は、伝票で走行距離を修正したかどうかを確認してく

ださい。 
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第第第１１１５５５章章章      車車車歴歴歴検検検索索索(((標標標準準準)))   

１１５５--１１  画画面面起起動動方方法法  
 

メインメニューから「車歴検索」メニューをクリックします。（標準システムで使用可能） 

 

 

 

１５-１-１ 車歴検索画面説明 

顧客の車歴検索機能を簡単にした画面です。より早く車歴検索ができます。 

複数項目での検索ができます。 

①車歴検索画面を起動します。 

 

 

請求先 顧客コードや顧客フリガナを入力します。 

登録番号下桁 車両登録番号が分かっている場合に、下桁を入力します。 

車名 車名で検索したい場合に、一覧から選択します。 

型式 車両の型式が分かっている場合に、型式を入力します。 

作業・部品名称 過去の伝票で使用した作業名や部品名称で探す場合に入力します。 
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＜例＞過去に作成した全伝票明細から、「ディスクパット」が使用されているものを検索する。 

①作業・部品名称項目に、「ディスクパット」と入力し、「Ｆ9 検索」ボタンをクリックします。 

 作業・部品名称に入力する文字は、含み一致になります。 

 

 

②伝票作成日が新しいもの順に、リストが表示されます。その中で、確認したい伝票を選択

します。複数の伝票を選択することができます。 

 

 
③「F5 全てチェック」ボタンと「F6 チェック外す」ボタンもあります。 

④よろしかったら、「F9 明細一覧」ボタンをクリックします。 

 

 
⑤選択した伝票明細の中から、ディスクパットだけの表示がされます。画面が表示しきれて

いない場合は、スクロールバーで確認するか、「作業内容と使用部品名」の枠を狭めて表示

できるよう枠幅を変更してください。 

 

 

⑥確認後は、「F8 伝票一覧へ戻る」を選択すると、前画面に戻ります。 

 「F12 キャンセル」を選択すると、車歴検索画面（画面①）に戻ります。 
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第第第１１１６６６章章章      自自自由由由検検検索索索(((標標標準準準)))   

１１６６--１１  画画面面起起動動方方法法  
 

メインメニューから「自由検索」メニューをクリックします。（標準システムで使用可能） 

 

 
 

１６-１-１ 機能説明 

１１６６--１１--１１--１１  顧顧客客検検索索  

 

顧客に関する項目・車両に関する項目あらゆる項目から検索ができる機能です。検索結果を

テキストファイル形式（CSV 形式）に変換し、他のソフトで取り込むこともできます。 

①自由検索画面を起動します。 
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◇顧客検索画面で検索できる項目◇ 

フリガナ・氏名１・氏名２・住所１・住所２・誕生日・締日・集金日・年賀・暑中・歳暮・

中元・DM 発送・担当者・地区・法人区分・顧客区分・請求先・検索用備考・免許の取得日・

ランク・グループランク 

◇補足説明◇ 

項目名の色で検索方法が異なります。 

顧客検索→青［含み一致］・黒［完全一致］・緑［範囲指定］ 

②佐倉憲二さんが担当している顧客で、暑中ハガキを送る対象の人を検索します。 

 

 

③条件を確認後、「F9 検索」ボタンをクリックします。 

 

 
④メッセージが表示されます。「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑤検索結果画面が表示されます。全項目が表示されていませんので、画面をスクロールして

確認をするか、枠幅を狭めてください。 

 

 

⑥不要な項目は表示しないように、画面表示を設定することができます。 

 「Ｆ3 設定」ボタンをクリックします。 
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⑦列表示設定画面が表示されます。各項目にチェックが入っていますので、非表示にしたい

項目のチェックを外してください。設定後は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 
⑧チェックをつけた項目だけが表示されます。 

 

 

⑨一覧表で印刷する場合は、「F9 印刷」ボタンをクリックします。 
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⑩印刷メニューが表示されます。「F8 プレビュー」ボタンをクリックします。 

 

 
⑪必要に応じて、「ページ設定」で余白設定をしてください。印刷準備ができましたら「印刷」 

 をクリックします。「閉じる」をクリックすると画面が閉じられます。 

 

 
⑫印刷メニュー画面に戻りますので、「F12 閉じる」ボタンをクリックしてください。 

 

 

◇補足◇ 

テキストファイル形式に変換する場合は、「F5 出力」ボタンをクリックします。 

 

 

メッセージが表示されます。 

 

 

出力されたファイルの場所は、C:¥ASMS¥csv フォルダ内に保存されます。 

ファイル名は顧客.csv となります。 
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１１６６--１１--１１--２２  車車両両検検索索  

 

自由検索画面を起動すると、顧客検索の画面が表示されます。車両に関する項目から検索し

たい場合は、「F6 車両」ボタンをクリックして表示を切り替えてください。 

 

 

①車両の検索画面が表示されます。 

 

 
 

◇車両検索画面で検索できる項目◇ 

顧客・請求先・登録番号・登録日・初年度・種別・用途・自事・形状・車名・通称名・グレ

ード・型式・フル型式・車台番号・燃料・型式指定番号・類別区分番号・車検日・点検日・

走行 Km・号車番号・担当者 

「車両販売情報」販売日・販売価格・割賦期間（自～至）・販売希望価格 

「任意保険」保険期限・店名・サービスセンター 

「自賠責」保険期限・取扱店 

◇補足説明◇ 

項目名の色で検索方法が異なります。 

車両検索→青［含み一致］・黒［完全一致］・緑［範囲指定］ 
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＜例＞スズキのお車をお持ちのお客様で、点検日が８月中に来る方に無料点検ハガキを送付

する場合 

①車名からスズキを選択し、点検日を H15.08.01～H15.08.31 と入力します。 

 

 

②「Ｆ9 検索」ボタンをクリックします。 

 

 

③メッセージが表示されます。４件一致するデータがありました。 

「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 
④リストが表示されます。全件ハガキ印刷をしたいので「印刷」ボタンをクリックします。 
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⑤ハガキを選択し、「Ｆ8 プレビュー」をクリックし、画面を表示します。 

担当者名を印刷しない場合は、チェックを外してください。 

 

 
⑥印刷プレビュー画面が表示されます。必要に応じて「ページ設定」で余白設定をしてくだ

さい。印刷準備ができましたら「印刷」をクリックします。「閉じる」で終了します。 

 

 

⑦前画面に戻りますので、「Ｆ12 閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑧リスト表示画面に戻りますので、終了する場合は「Ｆ12 閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑨自由検索画面に戻りますので、終了する場合は「Ｆ12 終了」ボタンをクリックしてくださ

い。 
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第第第１１１７７７章章章      車車車両両両会会会員員員(((オオオプププシシショョョンンン)))   

１１７７--１１  画画面面起起動動方方法法  
 

メインメニューから「車両会員」メニューをクリックします。 

 

 

 

１７-１-１ 車両会員機能説明 

 

車両会員とは、顧客ではなく顧客の車両を会員として管理し、整備や車検時の工賃額を設定

している車両毎の割引率で値引きをするという機能です。 

会員期限を設定することもできます。 

 

１７-１-２ マスタ設定 

車両会員の登録を始める前に、初期設定から既定値を設定しておきます。 

メインメニューから「マスタ」をクリックします。 

「Ｆ11 会社情報」→「初期設定」ボタンをクリックします。 

 

 

期間と値引率を入力してください。ここで設定した期間と値引率が、車両会員画面を表示し

た時に表示される値になります。設定後は、「F12 終了」ボタンをクリックして終了します。 
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１７-１-３ 車両会員設定画面 

車両会員画面を起動します。 

 

 

 

＜例＞車両登録番号 760 の車両を、１２ヶ月の期限付きで割引率 5％の車両会員とする。 

①車両を検索します。検索方法は、登録番号下４桁の入力や顧客フリガナ検索といった方法

で検索できます。（照会画面同様）760 と入力し、Enter キーを２回押してください。 
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②車両会員画面が表示されます。 

現在は非会員ですので、「Ｆ4 新規」ボタンをクリックして設定をしていきます。 

 

 
③登録日・期間・工賃割引率を設定してください。 

「Ｆ12 保存・終了」ボタンをクリックします。 
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④確認が表示されます。「はい」をクリックしますと、画面が車両会員画面に戻ります。 

 

 

続けて、車両会員登録をする場合は、手順②～⑤同様に設定してください。 

  

車両会員であるかどうかは、照会画面で確認ができます。 

 

 
会員期限が切れている車両の場合 
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１７-１-４ 伝票作成説明 

 

車両会員の方が、整備や車検で入庫された時に作成する売上伝票について説明します。 

①伝票作成画面を起動し、基本画面の設定後、明細画面を表示します。 

 

 

②明細行を作成した後「Ｆ2 切替」ボタンをクリックし「Ｆ3 値引」ボタンをクリックします。 

 

 
③値引率設定画面が表示されます。率設定の技術料には車両会員画面で設定した工賃値引率

が既定値で表示されます。 

項目設定を、技術料に変更して「Ｆ8 挿入」ボタンをクリックします。 

 

 
④明細行に、値引行が挿入されます。 
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⑤「保存」ボタンと「終了」ボタンをクリックした時に確認メッセージが表示されます。 

 値引きを忘れていた場合は、「いいえ」をクリックして明細行に戻って値引きをしてくださ

い。保存したい場合は「はい」をクリックします。 

 

 
 

１１７７--１１--４４--１１  補補足足説説明明  

 

①現在の車両会員数を確認することができます。「Ｆ4 件数表示」ボタンをクリックします。 

 

 
②一覧印刷もできます。「一覧印刷」ボタンをクリックします。 
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＜検索区分＞ 

会員車両・期限切れ車両・期限の切れる車両を選択できます。表示されている日付の地点で

会員である車両の一覧を表示します。期限切れ車両を選択する場合も、表示されている日よ

り以前に期限切れの車両を表示します。（表示されている日も含みます） 

期限の切れる車両を選択すると、開始日と終了日が設定できます。 

＜並び替え＞ 

リストをフリガナ順に表示するか、期限日順に表示するかを選択します。期限日順は無期限

の方が一番上に表示されます。後は、期限切れが近い日付から表示されます。 

＜担当者指定＞ 

車両詳細の消耗部品画面で車両担当者を設定している場合に、担当者別一覧印刷ができます。 

 

③印刷プレビューが表示されます。 

印刷プレビュー画面・１枚目 

 

 

印刷プレビュー画面・２枚目 

 

 

④必要に応じて「ページ設定」から印字設定をしてください。 

印刷準備ができましたら「印刷」を、終了する場合は「閉じる」をクリックします。 

⑤画面が戻りますので、「Ｆ12 終了」ボタンを２回押して車両会員画面を終了してください。 
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第第第１１１８８８章章章      マママスススタタタ設設設定定定   

１１８８--１１  起起動動方方法法  
 

メインメニューから「マスタ」をクリックします。 

 

 

 

１８-１-１ 顧客系マスタ画面 

 

当システムの基本となる設定が、マスタメニューに集約されています。 

今後当システムを使いやすくするためにカスタマイズができるマスタもありますが、変更削

除されてしまうと請求額や伝票に影響のあるマスタもありますので、ご注意ください。 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ5 顧客系マスタ」画面が表示されます。 
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マスタは、７つのグループに分かれています。 

顧客系マスタ・車両系マスタ・伝票系マスタ・入金系マスタ・保険系マスタ・その他マスタ・

会社情報となります。各グループについてご説明します。 

  

◇顧客系マスタ◇ 顧客画面に関連しています。 

 締日マスタ 末日が既定値。他の締日の設定。 

 集金日マスタ 末日が既定値。他の集金日の設定。 

 敬称マスタ 様・御中・殿が設定される。様が既定値。 

 備考用検索マスタ 検索用備考リストの追加が可能。 

 ランク 三段階のランク設定。 

 顧客区分マスタ 会員や非会員などの顧客の区分分け設定。 

 職種マスタ 顧客の職種を設定。 

 業種マスタ 顧客の業種を設定。 

 免許色マスタ 免許証の色を設定。 

 地区名マスタ 社内での地区割り設定。 

 地図名マスタ 地図名の設定。 

 繰越金一括処理 当システムを導入する前に残高がある顧客の開始残高登録が可能。

予め顧客登録がされていることが前提。顧客詳細画面の３画面目で

もできるが、複数の方に登録する場合はこちらが便利。 

 グループランク 顧客のグループ管理設定。 
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１８-１-２ 車両系マスタ画面 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ6 車両系マスタ」をクリックします。 

車両に関するマスタ項目が表示されます。 

 

 
◇車両系マスタ◇ 車両画面に関連しています。 

登録番号支局マスタ 登録番号の支局名を管理。ナンバー登録画面では、上にある支局か

ら表示。変更は可能。 

登録番号種別マスタ 種別番号を管理。ここに登録されていない番号は、新規車両登録時

にこちらにも登録がされていく。 

登録番号記号マスタ 登録番号記号を管理。 

諸元マスタ 車両の諸元データを管理。DataUpdate サイト画面で諸元データを

ダウンロードすると、この諸元マスタに登録されていく。 

自賠責マスタ 自賠責保険金額を管理。 

重量税マスタ 重量税金額を管理。 

車名マスタ メーカーを管理。 

諸元データにも関わってきますので変更削除はしないでください。 

種別マスタ 種別を管理。 

諸元データにも関わってきますので変更削除はしないでください。 

用途マスタ 用途を管理。 

諸元データにも関わってきますので変更削除はしないでください。 
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形状マスタ 形状を管理。 

諸元データにも関わってきますので変更削除はしないでください。 

燃料マスタ 燃料を管理。 

諸元データにも関わってきますので変更削除はしないでください。 

車両 DM 区分マスタ 車両詳細画面の車検・点検期限の横にある DM 区分の設定。車両に

よって DM を送らない場合は、発送しないというマスタを作成し、

車両詳細画面で選択する。 

消耗部品マスタ 消耗部品を設定。 

詳しい説明は、第１３章消耗部品でご確認ください。 

装備品マスタ 装備品の設定。まずグループを作成し、装備品名を登録する。車両

詳細の消耗品画面で選択可能。 

バッテリーマスタ バッテリーを登録。 

スパークプラグマスタ スパークプラグ名を登録。 

タイヤサイズマスタ タイヤサイズを登録。 

トリムマスタ トリム名を登録。 

メーカーカラー№ 

マスタ 

メーカー毎にカラーナンバーの登録。 

 

車両塗色マスタ 塗色を登録。 

車両販売区分マスタ 車両販売の販売区分を登録。 

信販会社名称マスタ 信販会社名を登録。 

車両仕入先名称マスタ 車両の仕入先を登録。 

車両仕入区分マスタ 車両の仕入先区分を登録。オークション・下取り 

車両・点検周期マスタ 周期を管理。 

DM 整備料金一括登録 DM に整備料金を印字する場合、予め金額設定をしたパッケージを

作成する必要がある。作成後、そのパッケージの整備金額を車両種

別毎や全種別に一括登録ができるマスタになる。 
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１８-１-３ 伝票系マスタ画面 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」をクリックします。 

伝票に関するマスタが表示されます。 

 

 

  

◇伝票系マスタ◇ 伝票作成画面に関連しています。 

売上分類マスタ 売上分類を管理。 

追加は可能ですが、運用後は変更削除をしないでください。 

売上区分マスタ 売上区分を管理。 

追加は可能ですが、運用後は変更削除をしないでください。 

伝票印刷タイトルマ

スタ 

１枚物の売上伝票を印刷する場合のタイトルを管理。 

追加・変更・削除は可能です。 

諸費用追加情報マス

タ 

伝票作成時の諸費用画面の、その他セットで検索ボタンをクリックす

ると表示できる項目。挨拶文としても入力できる。 

消耗材マスタ 廃棄物処理代やショートバーツ代として工賃額から何％を頂くかを

設定。 

パッケージマスタ 幾つかの基本パッケージ項目が登録されている。追加変更削除は可

能。使いやすく自社用の車検・点検・整備項目をパッケージ化するこ

とができる。 

作業部品名称マスタ 作業部品名称の管理。 

ここで作成した名称をパッケージとして組み込んでいく。 
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作業記号マスタ 伝票明細画面で、作業・部品名を入力する為の入力支援として、作業

記号を登録している。 

追加変更削除が可能。一度に画面表示される記号は８個ですので一番

使う項目をコード１～８に変更してください。 

明細単位マスタ 伝票明細行で全表示にした時に表示される単位を管理。 

追加変更削除は可能。 

明細サービス名マス

タ 

伝票明細画面で、金額と技術料に取り込まれる文字を管理。 

追加変更削除は可能。 

明細仕入先マスタ 仕入先の管理。 

売上分析区分マスタ 売上分析を行うための区分を管理。過去の伝票に影響が出る場合があ

りますので、変更削除する場合はご注意ください。 

作業部位名マスタ 伝票作成時に選択する作業部位を管理。 

追加変更削除は可能。 

点数単価マスタ 日整連の点数データが管理。車名と型式を選択後、点数単価呼出ボタ

ンをクリックすると表示される。ここでの点数を元に作業工賃を計算

する。 

点数単価一括更新 作業部品名称の工賃額や点数を変更した場合、その作業部品名称を使

用している点数単価マスタ全てに一括登録が可能。 

ポイント売上区分 売上ポイントに関する区分を管理。 
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１８-１-４ 入金系マスタ 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ8 入金系マスタ」をクリックします。 

入金に関するマスタが表示されます。 

 

 
  

◇入金系マスタ◇ 入金画面に関連しています。 

入金区分マスタ 入金区分を管理。追加は可能ですが、過去の入金伝票に関わります

ので、変更削除はしないでください。 

入金但書マスタ 領収証発行時の但し書きを管理。追加変更削除は可能です。 
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１８-１-５ 保険系マスタ 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ9 保険系マスタ」をクリックします。 

保険に関するマスタが表示されます。 

 

 
  

◇保険系マスタ◇ 車両詳細画面→保険画面に関連しています。 

保険条件マスタ 保険条件を管理。運用前の追加変更削除は可能。 

保険年齢条件マスタ 年齢条件を管理。運用前の追加変更削除は可能。 

保険年齢区分マスタ 年齢区分を管理。運用前の追加変更削除は可能。 

保険等級マスタ 等級を管理。運用前の追加変更削除は可能。 

保険取扱店マスタ 取扱店を管理。運用前の追加変更削除は可能。 
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１８-１-６ その他マスタ 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ10 その他マスタ」をクリックします。 

社員登録やメカニック登録マスタが表示されます。 

 

 
  

◇その他マスタ◇ ハガキ印刷などに関する設定です。 

DM・メールマスタ 印刷メッセージ・車検点検メッセージ・Ｅメールメッセージの登録。

車検案内ハガキなどに使用できる。 

社員マスタ 社員の登録。 

メカニックマスタ メカニックの登録。伝票作成時に選択する整備者名である。 

住所マスタ 全国住所データを管理。Update サイトでダウンロードする住所デ

ータはこちらで管理される。変更は可能。 

ディーラーマスタ 全国所有者データを管理。Update サイトでダウンロードする所有

者コードはこちらで管理される。 
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１８-１-７ 会社情報 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ11 会社情報マスタ」をクリックします。 

会社情報を登録するマスタや、諸費用一括登録が行えるマスタが表示されます。 

 

 
  

◇会社情報◇ 会社情報に関する設定です。 

初期設定 レバレート・諸費用・伝票設定・売上ポイント・車両会員などの基本

設定を管理。用紙の白紙設定・消費税や売上の計算方式を設定する端

数処理設定画面もある。 

当システムを導入時に、各項目を設定してください。 

会社情報設定 会社情報を管理。伝票に印字する項目の設定が可能。 

当システムを導入時に、各項目を設定してください。 

型式類別番号変換 現在登録済の車両情報と、諸元データの型式指定番号と類別区分番号

の頭に０を付け、型式指定番号５桁と類別区分番号３桁に一括登録が

可能。 

拠点設定 WAN でご使用になっている場合に各拠点の設定をする。 

諸費用一括登録 諸費用を変更した場合、登録済の車両には反映されないのでこちらか

ら一括登録をする。自賠責・重量税も一括登録が可能。 

レバレート一括登録 レバレートを変更した場合、全車両に一括登録が可能。 
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始業終業作業設定 秘書業務の管理。 

詳しくは、第 12 章秘書業務機能をご確認ください。 

休日マスタ 休日の管理。 

担当・メカ一括登録 担当者やメカニックが変更になった場合、一括登録が可能。 

すでに登録されている担当者やメカニックは上書きされる。 

ポイント一括処理 ポイント計上のする・しないを、顧客と車両に一括登録が可能。 

データ件数 登録されている顧客・車両・伝票・入金・削除された顧客・車両の件

数を表示。 

運用開始日設定 運用開始日の管理。変更される場合は、販売店にご連絡していただ

けますようお願いします。 
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第第第１１１９９９章章章      応応応用用用編編編   

１１９９--１１  パパッッケケーージジ作作成成  
 

当システムでは、車検整備に関する明細や、一般整備に関する明細をセット化し、パッケー

ジとして管理しています。そのパッケージを、自社用に作成することができます。 

自社でパッケージを作成しますと、伝票作成の時間短縮が図れますので、事務作業を効率よ

く進めることができます。ぜひ、ご活用ください。 

～パッケージを作成する前に～ 

パッケージの項目にあたる作業部品名称を作成する必要があります。必ずしも作成する必要

はなく、当システムが既定で設定している作業部品名称をパッケージとして組み込むことも

可能です。 

 

１９-１-１ 作業部品名称マスタ画面 

 

メインメニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「作業部品名称マスタ」をクリック

します。作業部品名称マスタ画面が表示されます。 
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検索をする場合は、作業部品名のフリガナで検索するか、作業部品名称から検索するかのど

ちらかの検索条件を設定します。探したい作業部品が、どんなフリガナで登録されているか

が分からない場合は、名称を入力し検索した方が探しやすいと思います。 

 

 
＜例＞オイルという作業名称を検索する。 

フリガナ オイルと入力し、検索ボタンをクリックします。 

名称 おいる（又はオイル）と入力し、検索ボタンをクリックします。 

  
◇フリガナで検索した場合◇フリガナ内にオイルが含まれるものが表示されます。 

 

 

◇名称で検索した場合◇名称にオイルが含まれるものが表示されます。 
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◇ボタン説明◇  

削除 選択している作業部品名称を削除する場合に選択。 

新規行 新しく作業部品名称を作成する場合に選択。 

学習（全てにチェック） 全作業部品名称の学習機能にチェックを付ける場合に選択。 

学習（チェック外す） 全作業部品名称の学習機能のチェックを外す場合に選択。 

全件 検索後、全件表示をする場合に選択。 

カナ フリガナ検索をする場合に選択。（「検索」ボタンと同じ） 

名称 名称検索をする場合に選択。（「検索」ボタンと同じ） 

終了 作業部品名称マスタを終了する場合に選択。 

 

１９-１-２ 作業部品名称マスタ作成 

 

自社用に、“車検予約割引”というパッケージ項目を作成してみたいと思います。 

その内容を、決めてください。その後、作業部品名称マスタから新規登録して行きます。 

 

＜作成例＞ 

パッケージ名 “車検予約割引” 

作業コード 作業部品名称 値引き金額 

wb0001 早期予約割引（２週間前までの予約） ２０００円 

wb0002 インターネット予約割引 １０００円 

wb0003 愛車持込引取割引 １０００円 

wb0004 代車不要割引 １０００円 

wb0005 初車検割引（走行距離２万 Km 以内） １５００円 

  

①作業部品名称マスタを起動します。 

（メインメニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「作業部品名称マスタ」） 

②「Ｆ4 新規行」ボタンをクリックします。 
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③各項目を設定してください。 

 

 
 

◇設定項目◇ 

コード 半角６桁までで作成可能。英数字・半角カナでも登録可能。 

カナ 検索するために必要なカナ名。 

名称 作業名や部品名。 

課税区分 部品・技術料課税／部品課税・技術料非課税／部品非課税・技術料課税 

／部品・技術料非課税の４区分から選択。 

工賃売上分析区分 「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「売上分析区分マスタ」で設定さ

れている区分を選択。ただし、現地点では統計機能はなし。 

部品売上分析区分 「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「売上分析区分マスタ」で設定さ

れている区分を選択。ただし、現地点では統計機能はなし。 

学習 学習機能を付けるか付けないかの設定。 

部品区分 作業か部品かを選択。 

数量 既定値とする数量を設定。 

部品原価 部品の原価を設定。 

基本点数 基本点数を設定。 

工賃原価 技術料の原価を設定。 

使用回数 明細行に取り込まれている回数を表示。 

単位 単位を設定。伝票明細の全表示機能に関わる。（標準のみ） 

部品単価 部品の単価を設定。 
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学習点数 学習点数を設定。 

工賃額 技術料の単価を設定。 

売上累計 現在は機能していない。 

  

◇WB0001 早期予約割引（２週間前までの予約）を設定した項目◇ 

 

 
  

コード wb0001 と入力。大文字の必要はありません。 

カナ ﾜﾘﾋﾞｷと入力。 

名称 早期予約割引（２週間前までの予約）と入力。 

課税区分 部品・技術料課税を選択。 

学習 学習機能をつける場合は、チェックを入れる。この作業名称の各項目を変更

した場合は、前の設定を上書きしていく。 

部品区分 作業を選択。 

◇カーソルの移動◇ 

カーソルの移動は、Enter キーで進めます。売上累計までカーソルを移動したら、もう一度

Enter キーを押して、次の新規行までカーソルを下げてください。登録ボタンがないので、

次の行にカーソルを移動することによって登録されていきます。 

同様に、wb0002～wb0005 までを登録してください。 

 

 
  

⑤作成されているかをどうか確認してください。（カナでワリビキと検索・名称で割引と検索）

作成後は、「Ｆ12 終了」ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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１９-１-３ 作業部品名称マスタ補足(1) 

 

前章では、作業部品名称マスタの新規作成についてご説明しましたが、すでに登録してある

作業部品名称項目を修正してお使いいただくこともできます。 

 

（例）オイルフィルタという名称から、オイルエレメントに変更したい。 

①作業部品名称マスタ画面を起動し、名称に、おいる（又はオイル）と入力し検索します。 

 

 
 

②キーボードの「PageDown」か、画面をスクロールしてオイルフィルターの名称を探しま

す。２件ありました。（コード 2078P0・2079P0）今回は、2078P0 を変更します。 

 

◇注意点◇ 

すでに登録されている作業コードの内容を変更しますと、そのコードを使っているパッケー

ジにも反映されます。名称を全く違うものにする場合は、その名称に近い項目を検索して修

正するか、新規作成された方が適切です。 

2078P0：オイルフィルタが使用されているパッケージ 
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パッケージ名：エンジンオイル交換（取替）で使用されています。 

他にも使用されているパッケージがあるかもしれませんのでご注意ください。 

  

③コード：2078P0 のフリガナをオイルエレメントに変更し、名称をオイルエレメントに修正

します。Enter キーを数回押して次の行にカーソルを移してください。 

 

 
④“オイルエレメント”で検索して確認してみましょう。 

 

 
＜確認＞パッケージ：エンジンオイル交換（取替）の項目も変更されています。 
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１９-１-４ パッケージ作成 

 

作成した作業部品名称項目を、パッケージにしましょう。 

①「パッケージマスタ」をクリックします。パッケージ画面が表示されます。 

 画面は、２分割されています。 

 

 
  

②パッケージ名の最後の行にカーソルを移動します。コードを 1 と入力し、パッケージ名称

を“車検予約割引”と入力し、Enter キーを２回押します。 

 

 
※パッケージ名は、コード順で管理されています。 

上の方に表示したいパッケージ名は、コードを小さい数字にしてください。 
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③カーソルが次の行に移動していますので、コード１の行でクリックしてください。 

 その内容を、パッケージ内容の方に設定していきます。 

  

 

 
 

◇設定項目◇ 

表示順 表示する順番。昇順で表示される。この番号を変更することで、順

番が変更可能。 

作業部品 作業部品名称マスタで登録した作業コードを入力する。 

作業内容と使用部品名 登録している作業名・部品名が表示される。 

数量 既定値としての数量を設定する場合に入力する。 

原価単価 部品の原価を設定することが可能。（標準システムのみ） 

部品単価 部品の単価を設定することが可能。 

自己点数 自社での作業点数を設定することが可能。 

工賃原価 技術料の原価を設定することが可能。 

工賃額 技術料の単価を設定することが可能。 

◇注意点◇  

作業部品名称マスタでも、部品原価・単価や工賃原価・単価を入力することができますが、

パッケージを選択したら各金額を表示させる場合は、こちらの方に金額を設定する必要があ

りますのでご注意ください。 

  
パッケージが作成されましたので、試しに伝票を作成してみましょう。 

その前に、作成したパッケージに金額（工賃額）を設定しましたので、初期設定で工賃額が

取り込まれるようになっているかどうかの設定を確認します。 

④「Ｆ12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 311 ‐ 

 

⑤メインメニューから「マスタ」→「Ｆ11 会社情報」→「初期設定」をクリックします。 

初期設定画面が表示されます。 

 

 
  

【伝票設定】他の項目は、初期設定画面説明の章でご確認ください。 

粗利益パスワード 伝票明細画面での粗利益表示にパスワードを設定することが可能。初

期値ではパスワード設定は無効になっているので、自社で決めたパス

ワードをこちらで設定する。 

パッケージ点数区分 既定値は、基本点数を優先。設定項目は、基本点数・自己点数・工賃

額になる。パッケージに設定した金額を優先して取り込む場合は、こ

こを必ず工賃額に設定すること。 

点数区分 パッケージ以外の作業名や部品名を伝票明細に取り込む場合、どれを

優先するかを設定する。既定値は、基本点数。設定項目は、基本点数・

学習点数・工賃額になる。 

伝票明細画面の流れ→基本点数が 0 の場合は、学習点数を取得する。

学習点数は、必ず学習点数を取得する。工賃額が 0 の場合は、基本

点数を取得する。基本点数も 0 の場合は、学習点数を取得する。 

 

⑥パッケージ点数区分を、基本点数→工賃額に変更し、「Ｆ12 終了」ボタンをクリックします。 

⑦確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。 

設定は以上です。 
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実際に、伝票明細行に取り込む手順を確認します。通常に伝票を作成する手順です。 

⑧マスタ画面が表示されている場合は、「Ｆ12 終了」ボタンをクリックし、メインメニューに

戻ってください。メインメニューから「伝票」メニューをクリックします。 

⑨伝票を作成したい車両・顧客を選択し、売上区分を選択してください。 

⑩基本画面の設定が終わりましたら、「Ｆ6 明細」ボタンをクリックしてください。 

⑪「Ｆ4 作業」ボタンをクリックします。検索メニューが表示されますので、「Ｆ1 パッケー

ジ検索」を選択してください。 

⑫先程作成した、“車検予約割引”が一番上に表示されてきます。車検予約割引でクリックし

てください。 

 

 

⑬この伝票に取り込まない項目のチェックを外し「Ｆ9 選択」ボタンをクリックしてください。 

 

 

⑭伝票明細行に取り込まれます。この伝票は保存せずに、終了します。 
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１９-１-５パッケージ・補足（１） 

 

◇補足説明◇ 

パッケージ用に作成した作業部品名称ですが、明細行の作業 CD に直接入力するだけでその

作業部品名称が取り込まれます。 

 

 

 

作業部品名称マスタの方で、工賃単価を「-2000」と設定していましたが、金額は 0 表示のま

まです。これは、メインメニューから「マスタ」→「Ｆ11 会社情報」→「初期設定」での点

数区分設定が、基本点数を設定しているからです。 

今回は、技術料の金額を、-2000 と手入力します。 

 

 

 

点数区分を工賃額に変更すれば、技術料には設定されている金額が表示されますが、作業型

式から点数を使用したい場合に、点数区分に工賃額が設定されていますと点数は表示されま

せん。作業型式を選択し、日整連の点数をご利用になる方は、基本点数を選択してください。 
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１９-１-６パッケージ・補足（２） 

 

作成したパッケージのコピーができますので、複数パッケージを作成するのに便利です。 

①メインメニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「パッケージマスタ」をクリック

します。パッケージ画面が表示されます。作成済のパッケージがあるとします。 

 

 

②新しいパッケージ名を作成します。（コード 2・自社 24 ヶ月車検 軽自動車） 
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③コピーしたいパッケージ名にカーソルがある状態で「F4 コピー」ボタンをクリックします。 

 

 

④コピー元のパッケージ名称を選択し、「F9 選択」ボタンをクリックしてください。 

 

 

⑤パッケージ内容がコピーされます。コピー元に金額を入力している場合もそのままコピー

されます。金額や項目の追加・修正・削除ができます。 
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１１９９--２２  会会社社情情報報ママススタタ  
１９-２-１ 会社情報設定について 

 

会社情報マスタでは、当システムを運用していくための基本設定項目があります。 

会社の名前や住所などを登録する「会社情報」や、諸費用や伝票既定値を設定する「初期設

定」があります。それぞれの設定項目についてご説明します。 

①メインメニューから「マスタ」→「Ｆ11 会社情報」→「会社情報設定」をクリックします。 

  会社情報画面が表示されます。 

 

 
 

◇設定項目◇ 薄いグリーンの項目です。 

管理拠点名 拠点名を入力。（例：本社・支店・本店など） 

〒／住所 郵便番号と住所を入力。 

名称 会社名を入力。 

TEL 電話番号を入力。 

FAX ファックス番号を入力。 

払込先見出 お振込み先・取引銀行と入力。（例：***** お振込み先 *****） 

払込先 振込先が銀行であれば、取引銀行・支店名・普通か当座・口座番号・お

届け名を入力する。 
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加入者名 お振込み先が郵便局の場合、加入者名を入力する。 

口座番号 郵便局の口座番号を入力する。 

私製認証番号 私製認証番号を入力する。 

備考 自社のキャッチコピーを入力する。入力すると各伝票に印字され

る。１行目・２行目を区別する。 

指定認証区分 指定工場か認証工場かを選択。 

県名 県名を選択。 

指定認証番号 指定番号か認証番号を入力する。ハイフン（－）毎に、行を変えて

入力していく。 

陸運支局名 管轄の陸運支局名を選択。 

プリンタ種類 印刷するプリンタの種類を選択。ドットプリンタ（OKI）をお使い

であっても、レーザープリンタを選択すること。 

請求書自社名印刷種類 

（補足説明有り） 

文字のみ・イメージ使用 高：2cm 幅：9cm（会社名称・備考）・

イメージ使用 高：3.8cm 幅：9cm（全て）の三種類から選択可能。

イメージ使用とは、会社のロゴマークが画像としてあった場合に、

この大きさに加工し設定すると、伝票印字時にもロゴが印刷可能。 

既定値：伝票用紙 

 

専用用紙を使用するか、専用用紙（繰越伝票）を使用するかを設定。

ここで設定した用紙が印刷画面の用紙選択に既定値として表示さ

れる。※白紙が表示されている場合もある。 

合計請求書用紙 専用用紙を使用するか、白紙を使用するかを選択。 

請求書印刷項目設定 売上伝票に印字する項目を設定することが可能。印字しない項目は

チェックを外す。 

名称１・名称２・住所１・住所２・TEL・FAX・備考１・備考２ 

郵便番号・入庫日・完成日・納車日・受付者・整備担当者・検査担

当者・請求先 TEL・請求先と顧客が違う時の顧客名・メーカーカラ

ー№ 

既定値設定：請求先 伝票区分と連動・個別指定を選択。 

伝票印刷画面に既定値として表示。 

既定値設定：行数 １２行・３０行を選択。伝票印刷画面に既定値として表示。 

絵ボタン・消去ボタン イメージ画像を取り込むボタンと消去するボタン。 

画面下には情報ボタンがあり、SQLServer のバージョンや HASPID が表示。 
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１１９９--３３  初初期期設設定定ママススタタ  
１９-３-１ 初期設定について 

 

レバレート金額の設定や、諸費用についての項目を設定していきます。 

①メインメニューから「マスタ」→「Ｆ11 会社情報」→「初期設定」をクリックします。 

  初期設定画面が表示されます。 

 

 
  

◇設定項目◇ 

【レバレート】 メカニック一人が作業する一時間当たりの作業時間工賃額。 

一般修理 一般修理作業の工賃額。既定値は 6000 円。 

鈑金 鈑金塗装作業の工賃額。既定値は 6000 円。 

車検 車検作業の工賃額。既定値は 6000 円。 

【消費税率】 消費税率が表示。既定値は 5％。 

【回収期間】 最後に入金された日から、ここに設定されている期間を過ぎた後に

売上伝票を作成すると、「○日以上回収ができていません。回収を

優先させてください」とのメッセージが表示される。「OK」ボタン

をクリックすると通常に伝票が作成可能。 

【全車平均走行距離】 １日に平均何 km 走るかの設定距離。既定値は 18km。 

【URL】 自社でホームページを作成している場合は、URL を入力。 
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【諸費用】 5 項目が設定可能。全車両の諸費用項目となる。 

名称 名称を入力。（例：印紙代） 

税率 税率を設定。非課税なら 0 となる。 

金額 金額を入力。 

種別１／基本金額１ 種別によって金額が変更される項目・税率・金額を設定。 

種別２／基本金額２ 種別によって金額が変更される項目・税率・金額を設定。 

種別３／基本金額３ 種別によって金額が変更される項目・税率・金額を設定。 

【諸費セット内容】 7 項目が設定可能。 

伝票作成時、諸費用画面の「その他セット名称」に表示される。 

名称 名称を入力。（例：ショートバーツ・廃棄処分料） 

金額 金額を入力。 

税率 税率を設定。非課税なら 0 となる。 

料金率 料金率の設定が可能。左の「計算する」チェックボックスは、5 項

目の諸費料金率を計算する。この料金率は、伝票明細行の部品代合

計金額から計算して表示される。右の「計算する」チェックボック

スは、6・7 項目の諸費料金率を計算する。この料金率は、伝票明細

行の技術料合計金額から計算する。 

設定をすると、伝票作成画面の諸費用の「その他セット」の 6 行目

と 7 行目に表示される。 

【期日管理】 5 項目のイベント管理が可能。 

名称 名称を入力。（例：エアコンガス点検・スノータイヤ交換） 

周期 周期を設定。 

車検諸費用 DM に整

備料金を表示する 

車検諸費用をＤＭに印字する場合は、チェックが必要。 

【伝票設定】 粗利益パスワード・パッケージ点数区分・点数区分・伝票№印刷す

る・明細管理部品表示・原価入力の設定が可能。 

（標準システム・オプション契約の場合） 

【顧客登録既定値設定】 新規顧客登録の場合、暑中・中元・歳暮・年賀・一覧印刷・DM 発

送のチェックをつける。既定値は全てにチェックが入る。 

【ポイント】 ポイント管理をする・しないの設定や、100 円で 1 ポイント計上さ

せる等の設定が可能。 

詳しくは、「第 6 章・売上ポイント」をご確認ください。 

【車両会員既定値】 車両会員の期間や値引率の設定が可能。 

詳しくは、「第 16 章・車両会員」をご確認ください。 
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１９-３-２ 年賀状印刷について 

年賀状の宛名発行ができるソフトをご用意しています。 

顧客の郵便番号・住所・名前を登録していますと、簡単に年賀状の宛名印刷ができます。 

①メインメニューから「年賀状」メニューをクリックします。 

 

 
②“年賀じょ～ず”が起動します。 

 

 
③顧客のデータを取り込みます。 

「ファイル」→「外部データ」→「CSV ファイル読み込み」をクリックします。 
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④CSV ファイル読み込み画面が表示されます。「参照」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

⑤ファイルの場所が CSV になっているのを確認後、顧客年賀じょ～ず.csv を選択し、「開く」

ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

⑥CSV ファイル読み込み画面に戻ります。「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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⑦この画面では、読み込む項目を確認できます。 

何も変更せずに「完了」ボタンをクリックします。 

 

 
  

⑧CSV ファイルの読み込みが終了しました。「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

  

⑨顧客データが取り込まれました。 

※取り込まれた顧客データは、顧客詳細画面の年賀状項目にチェックが入っている方です。 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 323 ‐ 

１１９９--３３--２２--１１  年年賀賀じじょょ～～ ずず画画 面面説説明明  

 

顧客リストの画面表示の変更や、年賀状から官製ハガキへの変更、フォントの変更、新規登

録などができます。 

①顧客リストは、現在カード表示が選択されています。 

リスト表示という表示方法に変更することができます。並び順も変更できます。 

 

 

 

②リスト表示画面をご確認ください。まとめて印刷にチェックが入っていません。チェック

がない人は印刷されませんのでご注意下さい。印刷したい人にチェックを付けます。 
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③全員に印刷チェックを付ける場合は、「宛名データ」→「すべてのデータを一括変更」→「“後

でまとめて印刷する”をＯＮ」をクリックします。 

 

 
③年賀状から官製ハガキに変更する場合やフォントを変更する場合は、「設定」→「オプショ

ン」をクリックします。 

 

 

④はがきの種類を官製ハガキ・無地に変更することができます。フォントも変更できます。 

 

 

※注意点※ 

フォントは、OS のフォントに依存

しますので、行書体で印刷したい

と思っていも行書体のフォントが

ない場合があります。ワープロソ

フトなどがインストールされてい

る場合は、多数のフォントがご使

用になれると思います。 

※補足※ 

ハガキの向きは縦のままで、文字

を横書きにすることもできます。 
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⑤ハガキ表面に差出人を印刷する場合は、「設定」→「差出人設定」をクリックします。 

 

 

⑥差出人一覧設定画面が表示されます。「追加」ボタンをクリックします。 

 

 
⑦設定名・名前・〒・住所１・TEL・FAX など必要な項目を入力し、「OK」ボタンをクリッ

クします。 
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⑧差出人画面に戻りますので、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

⑨まだプレビュー画面には、差出人が表示されていませんので設定をします。 

 「宛名データ」→「すべてのデータを一括変更」→「差出人の変更」→「会社」をクリッ

クします。 

 

 

 

⑩プレビュー画面をご確認ください。 
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⑪実際に印刷する場合は、念の為、プリンタ設定の確認をしてください。 

 「ファイル」→「プリンタの設定」→「宛名」をクリックします。 

 

 

  

⑫印刷するプリンタが選択されているか確認します。 

用紙のサイズを「はがき」に変更し、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 

⑬一枚テスト印刷をしてみましょう。 

 「ファイル」→「印刷」→「宛名」をクリックします。 
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⑭プリンタに、白紙かテスト印刷用のハガキをセットしてください。 

印刷範囲を、現在のデータが選択されている状態で「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
  

⑮印字位置を確認し、設定が必要であれば「ファイル」→「印刷設定」をクリックします。 

 

 

⑯印刷設定画面が表示されます。宛名の上下と左右を設定してください。 

 

 

◇参考余白◇ 

Canon PIXUS 550i 上下：8 左右：1 
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◇補足◇ 

一覧印刷をする場合は、「一覧」をクリックして設定してください。 

 

 

印刷プレビュー画面も用意されています。 

「ファイル」→「印刷プレビュー」→「宛名」をクリックします。 

 

 

プレビュー画面から印刷もできます。確認後は、「閉じる」をクリックします。 
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顧客データを保存する場合は、「ファイル」→「名前を付けて保存」をクリックします。 

 

 

 

名前を付けて保存画面が表示されます。保存する場所は「csv」フォルダが表示されていま

すが、保存したい場所に変更してください。ファイル名も分かりやすい名前に変更してくだ

さい。年賀じょ～ずの拡張子は、ngj が付きます。「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

保存後は、タイトルバーにファイル名が表示されます。 
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年賀じょ～ずを終了する場合は、「ファイル」→「年賀じょ～ずの終了」をクリックします。 

 

 

  

次回、年賀状を起動しますと保存されたファイルが選択されて起動します。 

新しく顧客データを呼び込む場合は、「新規作成」ボタンをクリックした後に、外部データ

の取り込みをしてください。 

 

 

※新規作成ボタンを選択せずに、外部データ取り込みをした場合は、データが重複して取り

込まれますのでご注意ください。 
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第第第２２２０００章章章      部部部品品品学学学習習習機機機能能能（（（標標標準準準）））   

２２００--１１  部部品品学学習習機機能能ととはは？？  
部品学習機能とは、伝票を作成する毎に、伝票明細の部品（作業）の数量・原価・単価

を覚えていく機能です。顧客別車両の型式(*1 学習パターン参照)で、数量・原価・単

価が 0 以外であれば学習します。 

次回、その顧客別車両で、同じオイルを選択した場合に、以前作成したオイルの数量・

原価・単価が呼び出されます。 

お使いになる前に、設定して頂く機能や注意点がありますのでご確認ください。 

 

２２００--２２  部部品品学学習習機機能能のの初初期期設設定定  
部品学習機能を使用するにあたって、マスタ設定が必要です。 

①メインメニューから「マスタ」→「F11 会社情報」→「初期設定」をクリックします。 

 「伝票設定」から“部品学習する”にチェックを付けます。 

 「F12 終了」ボタンをクリックし、確認メッセージで「はい」を選択して、保存し

てください。 

 

 
■補足説明■ 

“部品学習する”に設定した場合のみ、伝票での学習及び学習データ呼出が行われます。 

※作業部品名称マスタで設定されている学習区分及び伝票明細行の学習区分は利用し

ません。 
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２２００--３３  学学習習項項目目  
 

* 顧客 CD （伝票請求先） 

* 型式指定番号 

* 類別区分番号 

* 車名 

* 型式 

* 作業部品コード 

* 数量 

* 原価 

* 単価 

 

２２００--４４学学習習方方法法    
～全ての伝票区分で学習～ 

次の条件を満たすデータのみ学習します。 

* 初期設定で「部品学習する」に設定されている 

* 作業部品 CD が空白以外 

* 部品単価が 0 以外 

* 学習パターン条件値を取得可能 

  

■学習パターン（優先順位の高い順） *1 

Ａ. 顧客 CD（伝票請求先）＆型式指定番号＆類別区分番号 

 ＜補足＞ 

既に学習済みの作業部品 CD へ上書きの場合、車名・型式を無条件で上書きします。 

B. 顧客 CD（伝票請求先）＆型式番号 

 ＜補足＞ 

既に学習済みの作業部品 CD へ上書きの場合、車名・型式を無条件で上書きします。 

類別区分番号なしで学習します。 

C. 顧客 CD（伝票請求先）＆車名＆型式 

 ＜補足＞ 

型式指定番号なし、類別区分番号なしで学習します。 
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２２００--５５  学学習習方方法法のの注注意意点点  
 

明細行に同一作業部品 CD が複数存在する場合について 

* 単価の最も高いデータを学習 

* 単価も同一の場合は、原価の最も高いデータを学習 

* 単価・原価共に同一の場合は、明細行の最も上に位置するデータを学習 

２２００--６６  呼呼出出項項目目    
～点数単価マスタデータより優先される～ 

* 数量 

* 原価 

* 単価 

 

２２００--７７  呼呼出出方方法法  
呼出が有効になる作業部品 CD 検索項目です。 

* 伝票明細のコード欄での入力時 

* 高頻度検索 

* 五十音検索 

* 作業部位検索 

* 消耗部品検索 

  

次の条件を満たす場合のみ呼出をします。 

* 初期設定で「部品学習する」に設定されている 

* 作業部品名称マスタに登録されている作業部品 CD 

* 呼出パターン条件値を取得可能で、一致するデータが部品単価マスタに存在する 

 

■呼出パターン（優先順位の高い順） 

Ａ. 顧客 CD（伝票請求先）＆型式指定番号＆類別区分番号 

Ｂ. 顧客 CD（伝票請求先）＆型式指定番号 

C. 型式指定番号＆類別区分番号 

D. 型式番号 

E. 顧客 CD（伝票請求先）＆車名＆型式 

F. 車名＆型式 
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２２００--８８  呼呼出出方方法法のの注注意意点点  
 

部品単価マスタに同一作業部品 CD が複数存在する場合について 

* 単価の最も高いデータを呼出 

* 単価も同一の場合は、原価の最も高いデータを呼出 

* 単価・原価共に同一の場合いずれかのデータを呼出 

  

  
２２００--９９  作作成成手手順順  

 

<例＞作業部品名称を登録します。 

コード oil001 エンジンオイル取替 

 oil002 エンジンオイル（デラックス） 

  

①メインメニューから「マスタ」→「Ｆ7 伝票系マスタ」→「作業部品名称マスタ」を

選択します。 

②「F4 新規行」ボタンをクリックして、作業部品を登録していきます。 
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③作業部品を登録したら、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

④マスタも閉じますので、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 
⑤新しい伝票を作成していきます。メインメニューから「伝票」をクリックします。 

伝票を作成する人と車両を検索します。売上区分を「一般整備」にします。 
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⑥「F6 明細」画面をクリックします。 

今回は、oil001 コードと oil002 コードを使用します。 

作業 CD の一行目に、「oil001」と入力し、技術料原価 0・技術料単価に 1000 と入力し

ます。作業 CD の二行目に、「oil002」と入力し、数量 2.5・原価 800・単価 1200 と入力

してください。 

⑦「F12 終了」ボタンをクリックします。確認メッセージで「はい」を選択し、保存して

ください。 

 

 
部品原価単価が学習されているか、もう一度同じ伝票を作成してみましょう。 

メインメニューから「伝票」をクリック、さきほどの顧客車両を選択し、売上区分を「一

般整備」で選択して「F6 明細」画面を表示します。 

作業 CD の一行目に「oil001」二行目に「oil002」と入力した後、ご確認ください。 

「oil001」の技術料には、前回￥1000 と入力していましたが、表示されておりません。 

これは、技術料原価単価は学習する項目ではないからです。（3.学習項目を参照） 

 

 
「oil002」には、数量・原価・単価が表示されています。この伝票で、数量・原価・単価

を変更したとします。同じ作業 CD なので、新しい数量・原価・単価を上書きしていきま

す。 
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２２００--１１００  顧顧客客別別部部品品学学習習ママススタタ  
顧客別に学習している部品を参照・削除できるマスタがあります。（vol.148 以降） 

メインメニューから「マスタ」→「F7 伝票系マスタ」→「顧客別部品学習」を選択し

ます。 

 

 
顧客選択をしますので、顧客コードかフリガナを入力して検索してください。 

その顧客で作成した伝票の単価が、0 以外である作業項目や部品項目が表示されていま

す。 

検索機能も用意しています。（検索項目→車名・型式・型式番号・類別番号・作業部品

CD） 

削除したい場合は、削除したい行をクリックし、「F12 削除」ボタンをクリックしてく

ださい。 
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第第第２２２１１１章章章      車車車検検検見見見積積積(((オオオプププシシショョョンンン)))   

２２１１--１１  車車検検見見積積シシスステテムムににつついいてて  
 車検見積りが簡単スピーディに作成・提案ができる機能です。 

 作成手順は、４ステップ構成になっており、お客様と相談しながら車検見積りが完成できま

す。多種多様な車検プラン、値引きプランを設定できます。 

 

２１-１-１ 起動方法 

メインメニューから、「車検見積」をクリックします。 

 

 
車検見積画面が起動します。 
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２１-１-２ マスタ設定 

ご使用になる前に、貴社での車検内容や、値引き項目、追加作業などの設定が必要になりますので、

それぞれのマスタを設定します。 

① DreamPower メインメニューより、「マスタ」をクリックします。 

② 「F10 その他」マスタをクリックし、「車検見積り」をクリックします。 

③ まず、「F4 プラン・サービス・ご提案マスタ」ボタンをクリックします。 

 

 

④「車検見積りマスタメンテ」画面が起動します。三画面の構成となっています。 
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⑤まず、車検車種グループを選択します。リストボタンをクリックしてください。 

 １２種類の車種が選択できます。（追加・削除はできません） 

 

 

⑥例えば、軽自動車を選択します。サンプルデータが表示されます。 

 

 
＜車検プラン説明＞ 

 車検プランは、最大５種類の設定ができます。プラン名とコメントが画面表示されますので、

内容を入力してください。その後、プラン金額と、自賠責・重量税金額の設定をします。 

＜車検サービス説明＞ 

 値引きになる項目です。各車検プランごとに最大 10 種類の設定ができます。サービス名と割

引金額、あるいは割引率で設定してください。 
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＜車検ご提案説明＞ 

 追加作業や追加部品に関する項目です。車検プランごとで、最大 18 種類の作業（部品）が設

定できます。 

設定したい作業（部品）は、予め「マスタ」⇒「F7 伝票系マスタ」⇒「作業部品名称マスタ」

での設定が必要となります。作業部品コードを入力し、数量・部品単価・金額・工賃額の順

に設定していきます。見積書には、金額と工賃額の合計が印字されます。提案チェック欄に、

チェックを入れておくと、見積書作成時には、その作業部品が選択され、金額が含まれて表

示されます。 

 

*******  便利な機能 ******* 

設定したプラン・サービス・ご提案を、他の車種グループにコピーすることができます。 

①「F4 コピー」ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

Administrator
長方形



 
 

 

 
 

‐ 343 ‐ 

②コピー元の車種を選択し、コピー先の車種を選択します。 

 

 

③プラン・サービス・ご提案の全ての項目が表示されます。 
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④確認後、「F11 コピー」ボタンをクリックします。 

コピーせずに、戻る場合は「F12 終了」ボタンをクリックして下さい。 

 

 
⑤設定が終わったら、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 

 

以上で、プランなどの設定は終了しました。 

次に、見積書を印刷するときに使用するタイトルなどを設定します。 
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２１-１-３ 車検見積印刷タイトル設定 

①「F5 見積書印刷タイトルマスタ」をクリックします。 

  （「メインメニュー」⇒「マスタ」⇒「F10 その他マスタ」⇒「車検見積り」をクリック） 

 

 
②サンプルのタイトルが入っています。この内容を書き換えるようになります。 
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車検見積印刷イメージ 

 

①～⑥までの設定が変更できます。 
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書き換える項目＜マスタ画面＞ 

 

 

 ①見積り書タイトル名  

 ②総金額名 

 ③諸費用金額名 

 ④サービス名 

 ⑤提案名 

 ⑥備考１・備考２ 

 提案の印刷方法は、「選択しているものだけ印刷」か「すべて印刷」を選択できます。 

  

 設定が終了しましたら、「F12 終了」ボタンをクリックします。 

 さらに、「F12 終了」ボタンをクリックし、マスタ画面に戻ったら「F12 終了」で終了して

ください。 
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‐ 348 ‐ 

 

２２１１--２２  車車検検見見積積作作成成  
①メインメニューから「車検見積」メニューをクリックします。 

 

 

②「新規作成」ボタンをクリックします。作成者の選択画面が表示されます。 

  リストボタンをクリックし、作成者を選択後、「F9OK」ボタンをクリックします。 
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‐ 349 ‐ 

 

③新規顧客なら、車両の種類を選択します。既存客なら、登録番号や、フリガナで検索します。 

 

 
④車検プランを選択します。例えば、パーフェクト車検をクリックします。 
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‐ 350 ‐ 

⑤サービスを選択後、「F10 見積り」ボタンをクリックします。 

 

 
⑥後は、顧客情報と車両情報を入力し、追加作業があれば選択してください。 

名前を入力しないで、印刷あるいはプレビューを選択した場合は、上様で登録されます。 
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⑦印刷前に、プレビュー画面で印字位置を確認します。「F10 プレビュー」をクリックします。 

プレビュー画面が表示されます。 
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‐ 352 ‐ 

 

⑧印字位置は、「ページ設定」で調節してください。 

そのまま印刷をする場合は、「印刷」をクリックしてください。「閉じる」をクリックします。 

 

 
⑨画面が見積り画面に戻ります。 

修正する必要がなければ、「F12 メニュー」ボタンをクリックします。 
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２２１１--３３  見見積積一一覧覧  
既存見積の表示と印刷ができる画面です。「見積一覧（表示・再発行）」ボタンをクリックします。 

 

 
車検一覧参照画面が表示されます。見積№や作成日で検索可能です。 
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２２１１--４４  削削除除  
削除したい見積がある場合は、「「F5 削除モード」へ」ボタンをクリックします。 

 

 
メッセージが表示されます。確認して「OK」ボタンをクリックします。 
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‐ 355 ‐ 

 

削除したい見積の選択欄をクリックし、チェックを付けます。 

「F5 削除する」ボタンをクリックします。 

 

 
確認のメッセージが表示されます。「はい」をクリックします。 

 

 

削除されました。「F12 キャンセル」ボタンでメニューに戻ります。 
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	名称未設定

